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中
国

古
小

説

訳
注

　
i

『

續
齊

諧
記
』

1

　

『

續
齊

諧

記
』

は
、

『

齊

諧

記
』

の

続

編

と

し

て

記

さ

れ

た

も

の

で
、

『

隋
書
」

經

籍
志
・

雑

傳
に

「

續

齊

諧
記
一

卷

呉

均
撰
」

と
あ

り
、

『

舊
唐
書
』

經

籍
志
・

雜

傅
類

お

よ

び

『

新

唐
書
』

藝

文

志
・

小

説

家

類
、

『

宋
史
』

藝
文

志
・

小

説

類
に

も

存

在
が

確

認
で

き
る

。

ご

充

　

　
あ
さ

な

　
し

ゅ

く

L
よ

う

　

　

　

“
＝

；

　
こ

し

よ

う

　

編
者

の

呉
均

は
、

字

を

叔

庠

と

い

い
、

呉

興
郡

故

鄲

県

の

　

　

　

　

　

　

　

し

ん

や

く

人

で

あ

る
。

か

つ

て

沈

約
が

均
の

文

を

見
た

と

き
、

こ

れ

を

た

い

そ

う

褒
め

称
え

た

と

い

う
。

均

の

文

体

は

清
ら
か

に

秀
で

て

古

風

で

あ

り
、

新
し

い

文

体
を

好
む

者

に

そ

れ

を

学

ぶ

者
が

お

り
、

そ

　

　

　

　

　
こ

き
ん

た

い

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

て

ん

カ

ん

の

文

体
は

「

呉
均

體
一

と

呼
ば

れ

た
。

天

監

年
間
の

初
に

呉
興

の

　

　

　

　

　

け
ん

あ
ん

お

う

い

主

簿
と

な

り
、

建

安
王

の

偉
の

記
室

と

な
っ

た
。

王

が

江

州

刺
史

　
う

ら

に

遷

る

と
、

國

侍
郎

に

任
じ

ら

れ
、

府
の

城

局
を

兼
任

し
、

最

後

　

　
ほ

う

ち
エ

う

せ

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は
ん

よ

う

　

こ

か

ん

じ

よ

に

は

奉

朝

請
に

除
せ

ら

れ
た

。

范
曄

『

後

漢

書
』

九

十

卷
に

注

　

　

せ

い

し

ゅ

ん

じ

ゅ

う

　

　

　

　

　

　

　

　
ひ

ょ

う

き

し
、

『

齊

春

秋
』

三

十

卷
、

『

廟

記
』

十

卷
、

『

十
二

州

記
』

十

六

卷
、

『

錢
唐
先

賢

傳
』

五

卷
、

『

續
文

釋
』

五

卷
、

文

集
二

十

卷

を

著

し

た
。

（

『

梁

書
』

四

九
・

『

南

史
』

七

二
）

。

な

お
、

呉
均

と

『

續
齊

諧

記
』

と

の

関

係
に

つ

い

て

は

未

詳
。

　

書
名

に

用

い

ら

れ
て
い

る
「

齊

諧
」

の

語

に
つ

い

て
、

『

莊

子
』

逍

遙
遊

篇

第
一

に

「

齊

諧
者

、

志

怪

者
也

。

諧
之

言
日

『

鵬

之

徙

先

坊

幸

子

於

南

冥

也
、

水

撃
三

千
里
、

搏
扶

搖
而
上

者
九

萬
里
、

去

以

六

月

　

　

　

　

　
せ

い

か

い

　

　

　

　

　

　

　

し

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　
か

い

　

　

げ
ん

　

　
い

は

　

　

　

ほ

フ

息

者

也
。

」
」

（

齊
諧

は
、

怪

を

志

す

者
な

り
。

諧
の

言
に

曰

く

「

鵬

　
な

ん

め

い

　

う
つ

　

　

　

　

み
つ
　

　

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
き

ズ

プ

　

　
つ

の

南
冥

に

徙
る

や
、

水

を

撃
つ

こ

と

三

千
里

、

扶

搖
に

搏
ち

て

上

　
こ

ご

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

り

な

げ
つ

　

　

も
つ

　

　

い

こ

　

　

も

の

る

者
九

萬

里
、

去

る

に

六

月

を

以
て

息

ふ

者

な

り
」

と
。

）

と

あ

り
、

唐
・

成
玄

英
の

疏
に

「

姓

齊
、

名

諧
、

人

姓

名

也
。

亦

言

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
せ

い

　
　
　

　
　
　
か

い

名

也
。

齊
國

有
此

俳
諧

之

書
也
」

（

姓

は

齊
、

名

は

諧
、

人

の

姓

　

　

　

　
ま

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　
こ

　

　

は
い

か

い

名

な

り
。

亦

た

書

名
と

言

ふ

な

り
。

齊

國

に

此

の

俳

諧
の

書
有

る

な

り
）

と

あ

る
。

古

書
の

名
、

一

説

に

齊
に

行
わ

れ

る

俳
諧

の

書
、

ま

た

は

人

名
と

す

る
。

『

續
齊
諧

記
』

の

内

容
は
、

そ

の

名
の

示

　

　

　

　

　

　
し

る

す
通

り

「

怪
を

志
し

た
」

も
の

で

あ

る
。

　

こ

の

度

は

『

増
訂

漢

魏

叢
書
』

（

八

十

六

種
本
）

所

収
の

『

續

齊

諧

記
』

に

拠

り
、

『

四

庫

全

書
』

本

『

續

齊

諧

記
』

及
び

類

書

所
引

『

續

齊
諧

記
』

を

用
い

て

宇
句
の

校

勘
を

し

た

上

で

訳
注

を

施

し

た
。

そ
の

後
に

『

漢

魏

叢

書
』

未

収

録
の

類

書

所

引

『

續
齊

諧

記
』

説

話
を

補

遺
と

し

て

加

え

た
。

　

尚
、

古

小
説

の

訳

注

に

つ

い

て

は
、

既
に

干

寶
『

捜

神
記
』

（

白

帝

社
）
、

陶

潛
『

搜

神

後

記
』

（

白

帝

社
）
、

祖

沖
之

『

述

異

記
』

（

『

中

国
古

典

文
学

研

究
』

七
）

、

宋
・

東

陽

旡
疑
『

齊

諧

記
』

（
『

中

國

中

世
文

學

研
究
』

第
五

八

号
）

を

済
ま

せ

て

い

る
。

次

回
は

魏

・

曹
丕

『

列
異

傳
』

を

予

定
し

て

い

る
。
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く

わ

く

く
わ

フ

01

霍

光

　
 

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

 

　

　

　

　
　

　

　
　
 

　

　
　

 

　
漢
宣

帝

以

阜
蓋

車
一

乘
、

賜
大

將
軍

霍

光
。

悉

以

金

鉉

具
。

至

　

　

 

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

 

　
夜
、

車

轄
上

金

鳳

凰

輒
亡

去
、

莫
知

所

之
。

至

曉
乃

還
。

如
此

　

　

　

　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

　

　
非
一
．、

守
車

人

亦

嘗

見
。

後

南
郡
黄

君

仲
、

北

山

羅

鳥
、

得

鳳

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
 

　
凰

。

入

手

即

化

成
紫

金
。

毛

羽
冠

翅
、

宛

然
具

足
、

可

長

尺

餘
。

守

　
車
人

列

上

云

「

今
月

十
二

日

夜
、

車

轄
上

鳳

凰

倶

飛
去

。

曉

則

　
倶
還
、

今

則

不
返

。

恐

爲

人

所
得

。

」

光

甚
異
之
、

具

以

列
上

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
後
數

日
、

君

仲
詣

闕
、

上

鳳

凰
子

云

「

今
月

十

二

夜
、

北
山

羅

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
鳥
所

得
。

」

帝

聞

而

疑
之

、

置
承

露

盤
上
、

俄
而

飛

去
。

帝

使

　
尋
之

、

直
入

光

家
、

止

車

轄
上

。

乃

知

信
然

。

帝

取

其

車
、

毎

　

　

　

　

　
遊
行

、

即

乘
御
之

。

至

帝

崩
、

鳳

凰

飛
去

、

莫
知

所
在

。

　

　
せ

ん

て

い

　

さ
う

が
い

　

　
　

　

　
　

　
　

　

も
つ

　
　

　
　

　
　

　
　

　

く

わ
く

く
わ

う

　
　
た

ま

漢
の

宣

帝

阜

蓋
の

車
一

乘

を

以

て
、

大

將
軍

霍

光

に

賜

ふ
。

　

　

　

　

　

　
ぐ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

し
や

か

つ

　

　

　

　

　

　

　

ほ

う

こ

ご

こ

と

　

　

　

　

　
カ

う

悉

く

金
の

鋏

具

を

以

て

す
。

夜
に

至

る

に
、

車

轄
上

の

金

の

鳳

わ

フ

　
す

な

は

　

　

に

　

　

　

　

　

　

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

な

　

　

　

あ
か

つ

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

な
は

凰

輒

ち
亡

げ
去

り
、

之

く

所
を

知

る

莫
し

。

曉

に

至

り

て

乃

　
か

へ
　

　

　

　

か

　

　

　

　

ご

と

　

　

　

　

　

い

つ

　

　
あ

ら

　

　

　

　
し

ゆ

し

や

　

　

　

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
つ

ね

ち
還

る
。

此
く

の

如

き

こ

と
一

に

非
ず

。

守
車

の

人

も

亦
た

嘗
に

　

　

　
の

ち

　

な
ん

ぐ
ん

　

く
わ

フ

く

ん

ち

や

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

み

見
る

。

後
に

南
郡
の

黄

君

仲
、

北
山

に

鳥
を

羅

し
、

鳳

凰

を

得

　

　

　

　

　
い

　

　

す
な

は

　

く
わ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

う

う

　
く
わ

ん

し

た

り
。

手

に

入

る

や

即

ち

化
し

て

紫
金
と

成
る

。

毛

羽

冠

翅
、

ゑ

ん

ぜ
ん

　

　

　

　

ぐ

そ
く

　

　

　

　

　

し
や

く

よ

　

　

　

べ

宛

然
と

し

て

具

足
し
、

長
さ

尺

餘
な

る

可

し
。

守
車
の

人

列

上

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

と

も

し

て

云

ふ
「

今
月

十

二

日

夜
、

車

轄
上

の

鳳

凰

倶

に

飛

び

去

る
。

あ

　

　
　

　

　
　

す
な

は

　
　
と
も

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

す

な

は

曉

く

れ

ば

則

ち

倶

に

還

る

に
、

今

則

ち

返

ら

ず
。

恐
ら

く

は

　

　
つ

　

　

と
こ

ろ

　

　

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

な
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

さ

さ

人
の

得
る

所

と

爲

る

な

ら

ん
」

と
。

光

甚

だ

之

を

異
と

し
、

具

　

　

　

　

　

　

の

ち

　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
　

け
つ

　

　

い

た

に

以

て

列

上

す
。

後

數
日

し

て
、

君

仲

闕

に

詣

る
。

鳳
凰

の

子

　
た
て

ま

つ
　

　

　

　
い
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
み

を

上

り

て

云

ふ

「

今
月

十
二

夜
、

北
山

に

鳥

を

羅
し

て

得
し

所

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

れ

　

　

　

　
　

　

　

し

よ

う

ろ

ば
ん

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

に

は
か

な

り
」

と
。

帝

聞
き

て

之

を

疑
ひ
、

承

露
盤
の

上

に

置
く

に
、

俄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た
つ

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
た

だ

に

し

て

飛
び

去

る
。

帝

之

を

尋

ね

し

む

る
に
、

直

ち
に

光
の

家

　

　

　

　

　

　

　

　

と

ど

　

　

　
　

　

て

な
は

　

　
ま

こ

ご

　
　
し

か

に

入

り
、

車

轄
の

上

に

止

ま

る
。

乃

ち

信

に

然
る

を

知

る
。

帝

　

　

　

　

　

　

　
い

う
か

う

　

　
　

ご

と

　

　
　

す

な
は

　

　

の

其
の

車

を

取

り
、

遊
行

す
る

毎

に
、

即

ち

乘
り

て

之

を

御

す
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な

帝
の

崩

ず

る

に

至

り
、

鳳

凰

飛
び

去

り
、

所

在

を

知

る

莫
し

。

【

通

釈
】

　

　

　
せ

ん

て

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

か

く

こ

う

　

漢

の

宣

帝

は

黒
い

覆
い

の

車
を
一

台
、

大

將

軍
の

霍
光
に

賜
っ

た
。

鋏

具

は

悉

く

金
で

作
ら

れ

て

い

た
。

夜
に

な

る

と
、

車

轄
の

上

の

金
の

鳳

凰

が

い

つ

も
逃

げ
去

り
、

行

く

所

を

知

る

者
は

無

か

っ

た
。

明

け

方
に

な

る

度
に

戻
っ

て

来
て

い

た
。

こ

ん

な

こ

と

が

何

度
も

あ
っ

た
。

守

車
の

者

も

ま

た

常
に

そ

れ

を

見
て

い

た
。

後

　
な
ん

ぐ
ん

　

　

こ

フ

く
ん

ち
ゅ

う

に

南
郡

の

黄
君

仲

が
、

北

山

に

鳥

の

網

を

張

り
、

鳳

凰

を

捕

ま

え

た
。

手

の

中
に

入

れ

る

や

直

ぐ
に

紫
金

に

変

化
し

た
。

羽

毛
や

と

さ

か
・

翼
な

ど
、

そ
っ

く

り

そ

の

ま

ま

備
わ
っ

て

お

り
、

そ
の

長

さ

は
一

尺

余
り

も
あ
っ

た
。

守
車
の

者
が

奏
上

し

て

言

う
に

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と
も

「

今

月

十
二

日

の

夜
、

車

轄
の

上

の

鳳

凰

が

倶

に

飛

び

去

り

ま

し

　

　

　

　

　

　

　

　

と
も

た
。

明

け

方
に

な

る

と

倶

に

戻
っ

て

来

る

の

に
、

こ

の

度
は

返
っ

て

来
ま

せ

ん
。

恐

ら
く

人

間
に

捕
ま

え

ら
れ

て

し

ま
っ

た

の

で

し

ょ

う
」

と
。

光
は

こ

の

事

を

と

て

も

不
思

議

な
こ

と

だ

と

思
い

、

詳
し

く

奏
上

し

た
。

数
日

が

経
っ

た

後
、

君

仲
は

宮

城
に

参

内

し

た
。

鳳

凰
の

子

を

献
上

し

て

言
う

に

は

「

今

月

十
二

日

の

夜
、

北

山
に

鳥
の

網

を

張
っ

て

捕

ま

え

た

も

の

で

す
」

と
。

帝
は

こ

の

事

を

聞
い

て

車

に

つ

い

て

い

た

金

の

鳳

凰

で

は

な

い

か

と

疑

い
、

し

よ

う

ろ

ば
ん

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

わ
か

承

露
盤

の

上

に

置
い

て

み
る

と
、

俄

に

飛

び

去
っ

た
。

帝
が

こ

れ
を

探
し

て

追
い

掛

け
さ

せ

る

と
、

真
っ

直

ぐ
に

光
の

家
に

入
っ
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て

行
き

、

車

轄
の

上

に

止

ま
っ

た
。

そ

こ

で

は

じ

め

て

本

当
の

こ

と

だ
っ

た

の

だ

と

知
っ

た
。

帝
は

そ

の

車

を

石
し

上

げ
、

遊

行
す

る

度

に
、

そ
の

車
に

乗
っ

た
。

帝
が

崩

御
し

た

時
に
、

鳳

凰

は

飛

び

去

り
、

そ

の

行
方

を

知
る

者

は

無
か
っ

た
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

書

鈔
』

　一

四
一
、

『

廣
記
』

四

〇

〇

に

見

え

る
。

　

　
漢
宣

帝
賜

霍
光
、

金

鳳

爲
轄
也

。

（
『

書
鈔
』

　一

四
一

引
）

　

　

せ

ん

ぐ

い

　
こ

わ

ま
し
わ

う

　

た

ま

　

　

　

　

き

ん

ほ

う

　

か

つ
　

な

　
漢
の

宣

帝

霍

光

に

賜

ふ

に
、

金

鳳
を

轄
と

爲
す
な

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ

ヰ

う

じ
ゅ

ん

 

漢

宣

帝

ー
漢

第
九

代
の

帝
、

劉

詢
。

武

帝
の

曾
孫

。

在

位
二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ほ

ん

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ち

せ

つ

　

十

五

年
。

改
元

は

七

度
、

本

始

（

前
七

三

〜

前
七

〇
）

・

地

節

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
げ

ん
カ

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

ん

し
や

く

　

（

前
六

九

〜

前
六

六
）

・

元
康

（

前
六

五

〜

前
六

二
）

・

神

爵

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ご

ほ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

ん

ろ

　

（

前
六
一

〜

前
五

八
）

・

五

鳳

（

前
五

七

〜

前

五

四
）
・

甘

露

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
く
わ

う
り
よ

う

　

（

前
五

三

〜

前
五

〇
）

・

黄

龍

　
（

前
四

九
）

。

元

平

元

年

（

前

　
七

四

年
）

に

昭

帝
が

亡

く

な
っ

た

後
、

昌
邑

王

（

劉
賀
）

が

帝

　

位
に

つ

い

た

が
、

七

月

に

こ

れ

を

廃

し

て

武

帝
の

曾

孫
で

あ

る

　

宣

帝
が

漢

朝
を

継
い

だ
。

（
『

漢

書
』

八
）

 

霍

光
−
漢
、

平

陽
の

人
。

霍
去

病
の

異
母

弟
。

生

年

未
詳

〜

前

　
六

人

年
。

字

は

子

孟
、

諡
は

宣

成
。

武

帝
の

時
、

奉

車

都
尉

。

　

後
元

の

初
め

に

大
司

馬
・

大

將
軍

を

授
け

ら

れ

た
。

昭

帝
を

補

　

佐
し
、

そ

の

没

後
、

昌

邑

王

劉

賀
を
立

て

た

が

行
い

が

悪

か
っ

　

た

の

で

廃
し

、

宣

帝
を

迎

立

し

た
。

（

『

漢
圭
口

』

六

七
）

　

　

　

　
ぴ

　

じ

よ

う

が
に

 

鋏

具

−
尾

錠

金
。

帯

革
・

紐
な

ど

の

先

に

取

り

付

け
、

左

右

　

か

ら

寄
せ

て

締
め

る

金

具
。

「

具
」

字
、

『

廣
記
』

は

「

飾
之
」

　

二

字
に

作
る

。

 
至

夜
、

車

轄
上

金

鳳

凰

輒
亡

去
、

莫

知

所
之

　
こ

の

十
五

字
、

　

『

廣

記
』

は

「

毎

夜
、

車

轄
上

金

鳳

凰

飛

去
、

莫
知

所
」

（

毎

　

　

　
し

や

か

つ

　

　

　

　

　

　

　

ほ

う

わ

う
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

　

夜
、

車

轄
上

の

金
の

鳳

凰

飛

び

て

去

り
、

所

を

知

る

莫
し
）

　

十

三

字
に

作
る

。

 
車

轄

　
車
の

く

さ

び
。

車
の

軸
端
の

鍵
。

 
如

此

非
一

、

守

車

人

亦

嘗

見

1
こ

の

十

字
、

『

廣
記
』

は
一

守

　

　

　

　

　

　

　
し

ゆ

し

や

　
　
　

　
　
　

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

れ

　

車

人
亦

見
之
」

（

守

車
の

人

も

亦
た

之

を

見

る
）

六

字
に

作
る
。

 
守

車

1
車
の

管
理

を

す

る

人
。

 
後

南
郡

黄
君

仲
、

北

山

羅

鳥
、

得
鳳
凰

　
こ

の

十
三

字
、

『

廣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な
ん

く
ん

　

記
』

は

「

南

郡

黄
君

仲
、

北

山

羅

鳥
、

得
一

小

鳳
子
」

（

南
郡

　

　
く

わ
つ

く
レ

ち

ゆ

つ

　

　

　

　

　

　

　

あ
み

　

　

い
つ

　

ぜ

ラ

ほ

う

し

　
の

黄

君

仲
、

北

山
に

鳥

を

羅
し
、

一

の

小

鳳

子
を

得
た

り
）

　

十

四

字
に

作
る

。

 
南

郡

−
郡

名
。

秦
に

置
か

れ
た

。

治

所

は

今
の

湖
北

省
江

陵
県

　
の

東

南
。

 
黄
君

仲

　
未

詳
。

 
冠

翅

…
「

冠
」

は
、

と

さ
か

。

「

翅
」

は
、

つ

ば

さ
。

 
守

車

人
列

上

云
、

今

月

十
二

日

夜
、

車

轄
上

鳳
凰

倶

飛

去
、

曉

　

則

倶
還
、

今

則

不
返

1
こ

の

二

十
八

字
、

『

廣

記
』

は

「

守

車

　

人

列

云
、

車

轄
上

鳳
凰

常

夜
飛

去
、

曉

則

倶
還

、

今
不

返
一

（

守

　

車

の

人

列

し

て

云

ふ
、

車

轄
上
の

鳳

凰

常
に

夜
に

飛
び

去

り
、

　
あ
か

つ

き

　

　
す
な

は

　

　
と
も

　

　

　

　

　

　

　

　
か

へ

　

曉

に

則

ち

倶

に

還

る
。

今
返

ら

ず
）

二

十
一

字

に

作

る
。

 
上

鳳

凰

子

云
、

今
月

十
二

夜
、

北

山

羅

鳥
所

得

　
こ

の

十
六

字
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

て

ま
つ

　

『

廣

記
』

は

「

上

金

鳳

凰

子
」

（

金
の

鳳

凰
の

子

を

上

る
）

　

五

字
に

作
る

。

 
承
露

盤

　
漢
の

武

帝
が

建

章

宮
に

設

け
た
、

甘

露

を

集
め

る

為

　
の

銅

製
の

盤
。

一82

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Llterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

 
即

乘
御
之
、

至

帝

崩
、

鳳

凰

飛

去
、

莫

知

所
在

　
こ

の

十
五

字
、

　
『

廣

記
』

は

「

輒

乘
之

。

故

穡
康
『

遊
仙

詩
』

云
、

翩

翩
鳳

轄
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　
す

な

は

　

こ

れ

　

の

　

　

ゆ
ゑ

　

け

い

か

う

　
い

う

せ

ん

し

逢
此

網

羅
い

堤
也
」

瀛つ
ち

セ

に

採
％

。

徹
に

稽

康
こ

「

遊

仙
詩
」

　
に

云

ふ
、

翩

翩

た

る

鳳

轄
、

此
の

網

羅
に

逢
ふ

は
、

是
れ

な

り
）

　
二

十
字
に

作
る

。

　
で

ん

し

ん

02

田

眞

　
の

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　

　
　

む

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

　

　

　
　

　

　

京
兆

田

眞

兄

弟
三

人
、

共

議

分
財

、

生

貲
皆
平

均
。

惟

堂

前
一

　

　

　

　

　

　

　

株

紫
荊

樹
、

共

議

欲

破
三

片
。

明
日

、

就

截
之
、

其

樹
即

枯
死

、

　

状
如
火

然
。

眞
往

見
之

、

大

驚
。

謂

諸
弟

日

「

樹
本

同

株
。

聞

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

將
分
斫
、

所

以

憔

頼
。

是

人

不

如

木

也
。

」

因

悲

不

自

勝
、

不

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　
　

　

復

解
樹

。

樹

應

聲

榮

茂
、

兄

弟
相

感
、

合

財

寶
、

遂

爲

孝
門

。

　

　

　

　

　

眞
仕
至

太

中
大

夫
。

け

い

て

う

　

　
で

ん

し

ん

　

　

け
い

て

い

　

　

　

　

　

と

も
　

　

ざ
い

　

　

わ

　

　

　

　

　

　

　

ぎ

　

　

　

　
せ

い

　
し

　

　

み

京

兆
の

田

眞
の

兄
弟

三

人
、

共
に

財

を

分
か

つ

を

議
し
、

生
此

貝

皆

　

　

　

　

　

　
た

　

だ

う
せ
ん

　

　

　

　

　

し

け

い

じ

ゆ

な

平

均
に

す
。

惟
だ

堂

前
の
一

株
の

紫
荊

樹
は
、

共

に

議
し

て

三

　

　

　

　

　

　

　

　

め

い

じ
つ

つ

　

こ

れ

き

　

　

　

そ

片
に

破

ら
ん

と

欲

す
。

明
日

、

就
き

て

之

を

截
ら
ん

と

す

る

に
、

其

　

　

す
な

は

　

こ

し

　

　

　

　

　

も

　

　

ご

と

　

し

ん

ゆ

の

樹

即

ち

枯

死

し
、

状

は

火

に

然

ゆ

る

が

如
し

。

眞

往

き
て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

　

　

　

　
　
い

は
　

　

　

　
　
　
　

　

も

と

之

を

見
、

大
い

に

驚

く
。

諸

弟
に

謂
ひ

て

曰

く

「

樹
は

本
は

株
を

　

　

　

　

　
ま
さ

　

　
ふ
ん

し

や

く

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

ゆ

　
ゑ

　
　

せ

う

す
ゐ

同

じ

く

す
。

將

に

分

斫

さ

れ
ん

と

す

る

を

聞

き
、

所

以

に

憔

頼

　

　

　

　

　
こ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

し

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

よ

す

る

な

り
。

是
れ

人

木
に

如
か

ざ
る

な

り
」

と
。

因

り

て

悲

し

　

　
み

つ
か

　

　

た

　

　

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

ゑ

　

　

　

　

　

　

え

い

も

み

て

自

ら

勝
へ

ず
、

復
た

樹

を

解
せ

ず
。

樹

聲
に

應
じ

て

榮
茂

　

　

　

　

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
つ

ひ

　

　
か

う

も
ん

　

　

な

　

　

　

　

　

　

つ

か

す
。

兄

弟

相
ひ

感

じ
、

財

寶

を

合
し
、

遂
に

孝
門

と

爲

る
。

眞

仕

　

　
た
い

ち

ゆ

う

た
い

　

ふ

へ

て

太

中

大

夫
に

至

る
。

【

通

釈
】

　
け
い

ち
ょ

う

　

　

で
ん

し

ん

　

京

兆

の

田

眞
は

三

人

兄

弟

で
、

皆

で

財

産

を

分
け

る

こ

と

を

話

し

合
い

、

生

活
用

品

は

全
て

等
分
し

た
。

た

だ

堂
の

前
に

あ

る

一

株
の

紫
荊
の

樹
に

つ

い

て

は
、

共

に

相

談
し

て

三

つ

に

分
け

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
き

う

と

し

た
。

翌
日
、

そ

こ

へ

行
っ

て

こ

れ
を

截
ろ

う

と

し

た

と

こ

ろ
、

そ
の

樹

は

枯
死

し

て

お

り
、

そ

の

様
子

は

火
に

燃
え

た

も
の

の

よ

う
だ
っ

た
。

眞
は

そ

れ

を

見
て

、

ひ

ど

く

驚
い

た
。

弟
た

ち

に

言

う
に

は

「

こ

の

樹

は

元
々

株
が

同

じ

だ
っ

た
。

切

り

分
け

ら

れ

よ

う
と

し

て

い

る

の

を

聞
い

て
、

そ

れ
で

や

せ

衰

え

て

し

ま
っ

た

の

だ
。

こ

れ

で

は

人

間
は

樹
に

も
及

ば

な

い
」

と
。

そ

う
し

て

悲
し

み
に

堪
え

ず
、

樹

を

伐
る

こ

と

は

し

な

か

っ

た
。

樹
は

そ

の

声
に

応
ず

る

か

の

よ

う

に

繁

茂
し

た
。

兄

弟
は

心

を

動

か

さ

れ
、

財

産
を

合
わ

せ
、

そ

う
し

て

孝
行
の

誉

れ

高
い

家
と

さ

れ

た
。

眞

は

出

仕
し

て

太

中

大

夫
に

ま

で

至
っ

た
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

御

覽
』

四

二

一
、

四

八

九

に

引
く

『

續
齊

諧
記
』

に

見

え

る
。

ま

た
、

　
こ

の

事

は

『

瑚

玉

集
』

一

二

に

引
く

『

前
漢

書
』 、
『

初
學
記
』

一

七

お

よ

び

『

類

　
聚
』

八

九
、

『

御

覽
』

九

五

九

に

引
く

周

景

式

『

孝

子

傳
』

に

見

え

る
。

　

　

古

有
兄

弟
、

意

欲

分
異

。

出
見
三

荊
同

根
、

接
葉
連
陰

。

歎

日

「

木

　

　

猶

欣
聚

、

況

我

而

殊
異

哉
。

」

還

爲
雍
和

。

（
『

初
學

記
』

一

七

引
周

　

　

景

式

『

孝

子

傳
』）

　
い

に

し
へ
　

　
　

　

　

　

　

　

　

い

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　い
　

　

　

　

　

　

　

　

さ
ん

け

い

　

古

に

兄

弟
有

り
、

意
に

分
異
せ

ん

と

欲

す
。

出

で

て

見

る

に

三

荊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
か

げ

　
　

　
　
　
　
　

た
ん

　
　
　

い

は

　

　
　
　
　

　

　
　
　

な

　

同

根
に

し

て
、

葉
を

接
し

て

陰

を

連
ぬ

。

歎
じ

て

日

く

「

木

す
ら

猶

　

　

　

　

　

よ

ろ
こ

　

　

い

は
ん

　

　

　

　
　

　

　

　

こ

　

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

　

　

よ

う

わ

　

ほ

聚
ま

る

を

欣

ぶ
。

況

や

我
に

し

て

殊

異
に

せ

ん

や
」

と
。

還

た

雍

和

　

　
な

　

を

爲
す

。

　

　

古

有

兄

弟
、

忽

欲

分

異
。

出

門

見
、

三

荊

同

株
、

接

葉

連

陰
。

歎
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日

「

木

猶

欣

聚。

況
我
而

殊
哉

。

」

還

爲

雍
和
。

（
『

類

聚
』

八

九

引

　

　
周

景

式

『

孝

子

傳
』

）

　
い

に

し

へ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
ち

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

　

古

に

兄

弟

有
り

、

　
忽

ち

分

異
せ

ん

と

欲
す

。

門
よ

り

出

で

て

見

る

　

　

さ

ん

け

い
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

げ

　

　

　

　

　

　

　

た

ん

　

　

　

い

は

　
に
、

三

荊

同

株
に

し

て
、

葉
を

接

し

て

陰

を

連

ぬ
。

歎

じ

て

曰

く

　

　

　

　

な

　

　

　

　

　

　

　

　
よ

ら
こ

　

　

　
い

は

ん

　

　

　

　

　

　

　

こ

と

　
「

木
す

ら

猶
ほ

聚

ま

る

を

欣

ぶ
。

　
況

や

我

に

し

て

殊

に

せ

ん

や
」

　

　

　
ま

　
　

よニダ
わ

　

　
　
な

　
と

。

還

た

雍

和

を

爲
す

。

　

　
古

有

兄

弟
、

忽
欲

分

異
。

出

門
見
、

三

荊
同

株
、

接

葉

連
陰

。

歎

　

　
日

「

木
猶

欣

然
聚
。

況

我

而

殊

哉
。

」

遂
還

爲
雍

和
。

（
『

御
覽
』

九

　

　
五

九

引

周

景

式

『

孝
子

傳
』）

　
い

に

し

ム
　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
ち

ま

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

い

　

古

に

兄

弟

有
り
、

忽

ち

分
異

せ

ん

と

欲

す
。

門

よ

り

出

で

て

見

る

　

　

さ

ん

け

い
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

げ

　

　

　

　

　

　

た

ん

　

　

　

い

は

　
に

、

三

荊

同

株
に

し

て
、

葉

を

接
し

て

陰

を

連
ぬ

。

歎
じ

て

曰

く

　

　

　

　
な

　

　
き
ル
ぜ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

は

ん

　

　

　

　

　

　

　

こ

と

　
「

木
す

ら

猶
ほ

欣

然
と

し

て

聚

ま

る
。

況

や

我

に

し

て

殊

に

せ

ん

や
」

　

　

つ

ひ

　

　

ま
　
　

よヌド
わ
　
　
　
な

　
と

。

遂

に

還

た

雍

和

を

爲
す

。

 
京

兆

団

眞

兄

弟
三

人

1
「

京

兆
」

は
、

郡

名
。

晉
に

置
か

れ

た
。

　

陝
西

省

長

安

県
の

西

北
。

「

京
兆
」

二

字
、

『

御
覽
』

四

二

一

　

に

無

し
。

「

兄

弟
」

二

字
、

『

御

覽
』

四

八

九

に

無

し
。

こ

の

　

八

字
、

『

初

學

記
』

『

類

聚
』

『

御

覽
』

九

五

九

は

「

兄

弟
」

二

　

字

に

作

る
。

『

御

覽
』

四

二
一

は

こ

の

後
に

「

家

巨
冨

而

殊
不

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

と

　

睦
」

（

家

巨
冨

な
る

も

殊
に

睦

ま

じ

か

ら

ず
）

七

字

が

あ

る
。

　
『

珊
玉

集
』

に

は
「

前

漢
京

兆

人

也
。

兄

弟
三

人
、

二

親
竝

沒
」

　

　

　

　

け
い

で

う

　

　
　

　

　

　

　

　

　
け

い

て

い

　

　

　

　

　

　

　
　

　

な
ら

　

　

　

ぼ

つ

　

（

前
漢

京

兆
の

人

な
り

。

兄
弟
三

人
、

二

親

竝

ぴ

に

沒
す
）

　

と

あ

る
。

一
 
共

議
分
財
、

生

貲

皆

平

均

−
こ

の

九

字
、

『

御

覽
』

四

二
一

は

　

「

忽
共

議

分
財

、

金

銀

珍

物
、

各

以

斛
量

。

田

業
生

貲
、

平

均

　

　

　

　

た

ち

ま

と

モ

さ
い

わ

き

　

お
の

お

　

如
一
」

（

忽

ち

共
に

財

を

分
か

つ

を

議
し

、

金
銀

珍
物

、

各

　

　
も
つ

　

り

勘、・訊
　

は

か

　

　

て

ん

げ

ふ

　
せ
い
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

つ

　

ご

と

　
の

以

て

量

を

斛
る

。

田

業

生

貲
、

平

均
に

す

る

こ

と
一

の

如

　
し

）

二

十
一

字

に
、

『

御

覽
』

四

八

九

は

「

三

人

分

財
」

（

三

　

　

さ

い

　
　
　
わ

　
人

財

を

分

か

つ

）

四

字

に
、

『

凋
玉

集
』

は

「

共

議

分
居

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
も

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

こ

れ

　

家
之

資

産
、

分
之

悉

訖
」

（

共

に

分
居

を

議
し
、

家
の

資
産
は
、

之

　

　

　

　

　

　
ニ

と

ご

と

　

を
さ

　
を

分
か

ち

て

悉

く

訖

る
）

十

二

字

に
、

『

初

學
記
』

は

「

意

　

欲

分

異
」

（

意
に

分
異

せ

ん
と

欲

す
）

四

字
に
、

『

類

聚
』

及

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

ら

ま

　
び

『

御

覽
』

九

五

九

は

「

忽

欲

分
異
」

（

忽

ち

分
異
せ

ん

と

　

欲
す
）

四

字
に

作

る
。

 
惟
堂

前

i
こ

の

三

字
、

『

御

覽
』

四

八

九

は
「

堂

前
」

二

字
に
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

　
『

瑚
玉

集
』

は

「

唯

有

庭
前
」

（

唯
だ

庭

前
に

有
り
）

四

字
に
、

　

『

初

學
記
』

は

「

出

見
」

（

出
で

て

見

る

に
）

二

字
に
、

『

類

　

聚
』

及
び

『

御

覽
』

九

五

九

は

「

出

門

見
」

（

門
よ

り

出

で

て

　

見

る

に
）

三

字
に

作
る．、

 
一

株

紫

荊

樹

　
こ

の

五

字
、

『

御

覽
』

四

二
一

は

「

一

株

紫
荊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

　
け

い

じ

ゆ

　

　

　

　

　
　

く
わ

え
き

　

樹
、

花
葉

美
茂
」

〔
一

株
の

紫
荊

樹

あ

り
、

花

葉

美

茂

す
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

　

け

い

　

九

字
に
、

『

御

覽
』

四

八

九

は

「

有
紫
荊
、

花

葉
茂

異
」

（

紫
荊

　

　

　

　
く
わ

え

ふ

　

有
り
、

花

葉

茂
異

な

り
）

七

字

に

作

る
。

『

珊
玉

集
』

は
、

「

三

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

け
の
　

く
わ

え

ふ

　

株

紫
荊
、

華

葉
美

茂
」

〔

三

株
の

紫
荊
、

華
葉

美

茂

す
）

八

　

字
に

作

る
。

ま

た

『

初

學
記
』

は

「

三

荊
同

根
」

四

字
に
、

『

類

　

聚
』

『

御

覧
』

九

五

九

は

「

三

荊

同

株
」

四

字

に

作

る
。

「

紫

　

荊
一

は
、

樹
木
の

名
。

す

お

う
。

落

葉
の

灌

木
。

 

共

議

欲

破
三

片

〜

状

如
火

然

　
こ

の

二

十

字
、

『

珊
玉

集
』

は

　

「

眞

兄

弟

等
、

議

欲

分
之

。

明
旦

即

伐

斫
。

其

荊
逕

宿
、

花

葉

　

枯

萎
、

銀
膣
…
燻

瀬
匹

（

眞

の

兄

弟

等
、

議
礼

て

睫

認

扮
膨

ん

と

　

欲

す
。

明

旦
、

即

ち

伐
斫

せ

ん

と

す
。

其
の

荊

逕

宿

に

し
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く
わ

え
ふ

　

　
こ

　
ゐ

　

　
　
　

こ

ん

け
い

　

せ
う

す
ゐ

　

て
、

花

葉

枯
萎
し
、

根
莖

燻

頼

す
）

二

十
五

字

に
、

『

初
學

　

記
』

『

類

聚
』

『

御
覽
』

九

五

九

は

「

接

葉

連

陰
」

（

葉
を

接
し

　

　
か

げ

　

て

陰

を

連
ぬ
）

四

字
に

作
る

。

「

状
如

火

然
」

四

字
、

『

御
覽
』

　

四

二
一

は

「

状
火

燃
」

三

字
に

作
り

、

他
の

書
に

は

見

え

な
い

。

 
因

悲
不

自

勝
〜

樹
應

聲

榮

茂

−
こ

の

十

四

字
、

『

御

覽
』

四

二

　
一

は

「

因

悲

不

自
勝

、

便

不

復
解
樹

。

樹

應
聲
、

遂

更

青
翠、

　

　

　

　

　
　

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

つ

か

　

　

た

　

　

　

　

　

　

す

な

は

　

　

ま

　

華
色

繁

美
」

（

因

り

て

悲
し

み

て

自

ら

勝
へ

ず
、

便

ち

復
た

　

　

　

　

　
　

　

　
こ

ゑ

　

　

　

　

　

　

　
つ

ひ

　

　
あ

ら

た

　

樹

を

解
せ

ず
。

樹

聲

に

應
じ
、

遂
に

更

め

て

青
翠
に

し

て
、

　

華
色

繁

美
な

り
）

二

十
一

字

に

作

る
。

『

珊

玉

集
』

は

「

因

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
よ

　
　

　
　
　

た
い

　

對

悲

泣
、

不

復
解

樹
。

樹

即

應
聲
、

青

翠

如

故
」

（

因

り

て

對

　

　

　

　

　
　

　
ま

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
す

な

は

　

　
こ

ゑ

　

し

て

悲

泣
し

、

復
た

樹

を

解
せ

ず
。

樹

即

ち

聲
に

應
じ

、

青

　

　

も
と

　
　
　
ご

と

　

翠

故
の

如

し
）

十
二

字
に

作

る
。

他
の

書
に

こ

の

記

述

は

見

　

え

な
い

。

 
兄

弟

相
感

1
こ

の

句

以

降
、

『

初

學
記
」

『

類
聚
』

は

「

還

爲

　

　

　

　

ま
　

　
　
よ

う
　
わ
　

　
　

な

　

雍

和
」

（

還

た

雍

和

を

爲

す
）

四

字

に
、

『

御
覽
』

九

五

九

は

　

　

　

　

　
　

　

　
つ

ひ

ま

よ

う

わ

な

　

「

遂

還

爲
雍

和
」

（

遂
に

還
た

雍

和
を

爲
す
）

五

字
に

作

る
。

 
合

財

寶
、

遂
爲

孝

門
、

眞
仕
至

太

中

大

夫

1
こ

の

十
四

字
、

『

御

　

覽
』

四

二
一

は

「

更

合
財

産
、

遂

成

純

孝

之
門

。

眞
以

漢
成
帝

　

　

　

　

　
　

　

　

　
さ

ら

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
つ

ひ

　

時
、

爲

太

中

大

夫
」

（

更

に

財

産

を

合
し
、

遂
に

純

孝
の

門

と

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
も
つ
　

　

　

た

い

ち

ゆ

う

た
い

ふ

　

成

る
。

眞

漢
の

成

帝
の

時

を

以

て
、

太

中

大

夫
と

爲

る
）

二

　

十
一

字
に

作

り
、

『

御

覽
』

四

八

九

は

「

更

合
」

二

字
に

作
る

。

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

す
ぴ

は

　

『

珊
玉

集
』

は

「

便

合

財

産
、

遂
成

純

孝

之

門

也
」

（

便

ち

　

　

　

　

　
　

　
つ

ひ

　

財

産

を

合
し
、

遂
に

純

孝
の

門
と

成
る

な

り
）

十

字
に

作

る
。

 
太

中

大

夫

ー
官

名
。

秦
に

置
か

れ

た
。

議

論
を

掌
る

。

漢
・

晉

　

以

来
、

皆
こ

れ
に

な

ら

う
。

後
魏

以

後
は

散

官
と

し
、

清
は

設

け

な
い

。

　
や

う

は

う

03

楊

寶

　
 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

　
　
　
　
　
 

　
宏

農

楊
寶

、

性

慈

愛
。

年
九

歳
、

至

華
陰

山
、

見
一

黄
雀

。

爲

鴟

　
　

　

　

ゆ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
梟

所

搏
、

逐

樹

下
。

傷

瘢

甚

多
、

宛

轉

復
爲

螻

蟻

所

困
。

寶
懐

　
　

　

　

　

　
之

以

歸
、

置
諸

梁
上

。

夜

聞

啼
聲

甚
切
、

親

自

照

視
、

爲

蚊
所

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

　

み

　
噛

。

乃

移

置
巾

箱
中

、

啖

以

黄

花
。

逮
十

餘

日
、

毛

羽

成
飛

翔
。

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　
朝
去

暮

來
、

宿

巾
箱

中
。

如

此

積

年
、

忽

與

羣

雀

倶

來
、

哀

鳴
遶

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
堂

、

數

日

乃

去
。

是
夕

、

寶
三

更

讀
書

、

有

黄
衣

童
子

日
「

我
王

　
　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

ゆ

　
母
使

者
。

昔
使

蓬

莱
、

爲
鴟

梟

所

搏
。

蒙

君
之

仁

愛

見

救
、

今

　
當
受

賜

南
海

。

」

別

以
四

玉

環

與
之
、

日

「

令

君

子

孫
潔

白
、

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
且

從
登

三

公
。

事

如

此

環

矣
。

」

寶
之

孝
大

聞
天

下
、

名

位
日

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　
隆

。

子

震
、

震
生

秉
、

秉
生

彪
、

四

世
名
公

。

及

震

葬
時
、

有

　
大
鳥

降
。

人

皆
謂

「

眞
孝

招

也
。

」

ヒ

わ
う

の

つ

　

や

う

は

う

宏

農
の

楊

寶
、

性

は

慈

愛

な

り
。

年
九

歳
に

し

て
、

華
陰

山
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

け
う

　

う

　

と
こ

ら

　

な

至

り
、

　一

黄

雀
を

見

る
。

鴟

梟
の

搏
つ

所

と

爲
り

、

樹

下
に

逐

　

　

　
し

や

う

は

ん

　

は

な
は

　

　

お

ほ

　

　

　

ゑ

ん

て

ん

　

　

　

　

ま

　

　

ろ

う

ぎ

　

　

く
る

は

る
。

傷

瘢

甚

だ

多
く
、

宛

轉
し

て

復
た

螻
蟻
の

困
し

む

所

　
な

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
か

へ
　
　
　

こ

れ

と

爲

る
。

寶

之

を

懐

き
て

以

て

歸
り

、

諸
を

梁
上

に

置
く

。

液

　

　

　
は

な
は

　

　
せ

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

つ

か

　

　

　

　

　

　

　

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

啼

聲

の

甚

だ

切
な

る

を

聞

き
、

親

自
ら

照

ら

し

視
る

に
、

蚊
の

噛

　

　

　

　

　

　
す

な

は

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

く

ら

む

所
と

爲
る

。

乃

ち

移
し

て

巾
箱
の

中
に

置

き
、

啖

は

す

に

黄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お
よ

花

を

以

て

す
。

十

餘
日

に

逮
び

、

毛

羽

成
り

て

飛

翔
す

。

朝

に

去

　

　

　

　

き
た

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
れ

　
　

　
　

ご
と

り

て

暮

れ
に

來

り
、

巾

箱
の

中
に

宿
る

。

此

く
の

如
く

し

て

年
を

　

　

　
た

ち
ま

　

　

　

　

　

　

　

こ

も

　

　
き
た

　

　

　

あ
い

め

い

　

　

　

　

　

　

　

め

ぐ

積
み
、

忽

ち

羣

雀

と

倶
に

來
り
、

哀

鳴
し

て

堂

を

遶

り
、

數
日

　

　

　
す

な
は

　
　

　
　

　

　
　

　
こ

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

さ
ね

か

う

　

　
　

　
　

　

よ

に

し

て

乃

ち
去

る
。

是

の

夕
べ

、

寶

三

更

に

書
を

讀
む

に
、

黄

鋲昭

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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い

は

　

　
　

わ

れ

　

　
わ

う

ぽ

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
ほ

う

なロ
い

　

　
つ

か

衣
の

童
子

有
り

て

曰

く
「

我
は

王

母
の

使

者
な

り
。

昔

蓬

莱
に

使

　

　

　

　

　

　

　

　
う

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
か

う

む

ひ

す

る

に
、

鴟

梟
の

搏
つ

所

と

爲

る
。

君

の

仁

愛
を

蒙

り

て

救

　

　

　

　

ま

さ

は

れ
、

今

當
に

賜

を

南
海

に

受
く
べ

し
」

と
。

別

に

四

の

玉

環

　

　

　

　

あ
た

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

カ

を

以
て

之

に

與
へ

、

曰

く

「

君
が

子

孫
を

し

て

潔

白
に

し

て
、

且

　
し

た

が

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　「
　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

　
　

　

　

　
ご

と

つ

從

ひ

て

三

公

に

登

ら

令
め

ん
。

事

此
の

環

の

如

く
な

ら

ん
」

　

　

　

　

　
お
ほ

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

さ
か

と
。

寶
の

孝

大
い

に

天

下

に

聞
こ

え
、

名

位

日

に

隆
ん

な

り
。

　

　

　

し
ル

　

　
へ
い

　

　

　

　
　

　

　

へ
い

　

　
へ
う

　

　
し

ん

子

は

震
、

震
は

秉
を

生

み
、

秉

は

彪
を

生

み
、

四

世

名
公

た

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
み

震
の

葬
時
に

及

び
、

大

鳥
の

降

る

有
り

。

人

皆
な

「

眞
の

孝

招

く

な
り
」

と

謂

ふ
。

【

通

釈
】

　
こ

う

のロ
つ

　

　

よ

う

ほ

う

　

宏

農
の

楊

寶
は
、

そ

の

性

質
は

慈

愛
に

満
ち

て

い

た
。

九

歳
の

時
、

華
陰
山

に

至

り
、

一

羽
の

黄
雀
を

見
つ

け
た

。

鴟

梟

に

搏
た

れ
、

樹
の

下
へ

逐

わ

れ
て

い

た
。

ひ

ど

く

傷
つ

き
、

転
が

り

落
ち

　

　

　

　
お

け

ら

て

今

度
は

螻
蛄

や

蟻
に

苦
し

め

ら

れ

て

い

た
。

寶
は

こ

の

黄
雀

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

り

隈
に

し

て

連

れ

帰
り

、

こ

れ

を

梁
の

上

に

置

い

た
。

夜
に

鳴
き

声

が

ひ

ど
く

切

迫
し

て

い

る

の

を

聞
き
、

自
ら

照

ら

し

て

見
て

み

る

と
、

蚊
に

刺

さ

れ
て

い

た
。

そ

こ

で

移

し

て

布

張

り
の

小

箱
の

中

に

置
き
、

黄
色
い

菊
の

花
を

食
べ

さ

せ

た
。

十
日

余

り
が

経
ち
、

毛

羽
が

揃
っ

て

飛
べ

る

よ

う
に

な
っ

た．、

朝
に

出
て

行
っ

て

暮
れ

に

や
っ

て

来
て

、

小

箱
の

中
に

宿
っ

た
。

こ

う
し

て

何

年
か

が

経

ち
、

不
意
に

雀
の

群
と

や
っ

て

来
て
、

哀
し

げ
に

鳴
い

て

堂

の

周

り

を

め

ぐ

り
、

数

日

し

て

漸

く
去
っ

て

行
っ

た
。

そ

の

タ
ベ

、

寶

は

夜
更
け

に

書
物

を

読

ん

で

い

た

が
、

黄
色
の

衣
を

身
に

つ

け

た

子

供
が

現
れ

て

言
う

に

は

「

私

は

西

王

母
の

使

者
で

す
。

む

か

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
む
く

ろ

う

蓬

莱
に

使
い

を

し

た

折
、

鴟

梟
に

搏
た

れ
て

し

ま

い

ま

し

た
。

あ

な

た

の

仁

愛
を

蒙
っ

て

救
わ

れ
、

今
ち

ょ

う
ど

賜

を

南
海
に

受
け

る

こ

と

に

な

り
ま

し

た
L

と
。

別
に

四

つ

の

玉

環

を

寶
に

与

え
、

言
う

に

は

「

あ

な
た

の

子

孫

を

清

廉

潔

白
に

し

て
、

更
に

次

第
に

三

公
へ

と

登
ら
せ

ま

し

ょ

う
。

万

事
は

こ

の

環
の

よ

う
に

な

る

で

し

ょ

う
」

と
。

寶
の

孝
は

広

く

天

下

に

知

ら
れ

、

名

声

や

官

位
は

　

　

　

　
さ

か

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

し

ん

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
へ
い

日

に

日

に

隆
ん

に

な
っ

て

い

っ

た
。

子

は

震
と

い

い
、

震

は

秉

を

　

　

　

　

　
ひ

ょ

う

生

み
、

秉

は

彪

を

生

み
、

四

世
つ

づ

け

て

名
公

と

な
っ

た
。

震

の

葬
時
に

な

る

と
、

大

き

な

鳥
が

降

り
て

来
た

。

人
々

は

口

々

に

「

眞
の

孝
が

招
い

た

の

だ
」

と

言
っ

た
。

【

語
釈
】

＊

こ

の

話

は

『

後

漢

書
』

卷

五

四
・

揚

震
傳
の

注

お

よ

び

『

類

聚
』

九

二
、

『

事

類

　

賦
』

注
一

九
、

『

御
覧
』

四

〇

三
、

四

七

九
、

九

二

二

に

引
く

『

續
薺
譜
記
』

に

　

見

え

る
。

ま

た

『

搜
神

記
』

卷

二

〇、
『

敦
煌
石

室

古

籍

叢
殘
』

の

唐
人

類
書
に

　

引

く

『

搜

神
記
』

に

見

え

る
。

 
宏

農
楊

寶
、

性
慈

愛
、

年
九

歳
1

「

宏

農
」

は
、

弘

農
。

今
の

　

河

南
省
靈

寶
縣
の

南
。

こ

の

二

字
、

『

後

漢
書
』

及
び

『

御
覧
』

　

四

〇

三

に

無
し

。

「

楊

寶
」

は
、

楊
震

（
『

後

漢

書
』

卷

五

四
）

　

の

父
。

こ

の

話

は

『

蒙
求
』

に

も

収

め

ら

れ

て

い

る
。

「

楊
」

　

字
、

『

類

聚
』

は

「

揚
」

に

作

る
。

『

御

覧
』

九

二

二

に

「

字

　

文

淵
、

後

漢

名
士

也
」

と

あ

る
。

「

性

慈

愛
」

の

三

字

は

『

後

　

漢

書
』

『

類

聚
』

『

事

類

賦
』

『

御
覽
』

『

捜
神

記
』

に

は

な
い

。

　

「

年
九

歳
」

三

字
、

『

類

聚
』

及
び

『

御
覽
』

四

七

九

に

無
し

。

 
至

華

陰
山

ー
こ

の

四

字
、

『

類
聚
』

及

び

『

御

覽
』

四

七

九

に

　

無

く
、

『

後

漢
書
』

及

び

『

御
覽
』

四

〇

三
、

『

搜
神

記
』

は

　

「

至

華

陰
山

北
」

五

字

に
、

『

事

類

賦
』

及
び

『

御

覧
』

九

二
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二

は

「

至

華
陰
北
」

四

字

に

作

る
。

「

華
陰
山
」

は
、

弘

農

郡

　

華

陰

縣
（

今
の

陝
西

省
）

に

あ

る

山
。

 
黄

雀

−
嘴
と

脚
が

黄
色
味

を

帯
び

て

い

る

雀
。

 
鴟
梟

1
ふ

く
ろ

う
。

『

御
覽
』

四

〇

三

は

「

鴉

鳧
」

に

作
る

。

 
逐

樹
下
、

傷
瘢

甚

多
、

宛

轉
復
爲

螻

蟻

所
困

　
こ

の

十
五

字
、

　

『

御
覽
』

四

七

九

に

無

し
。

「

螻
」

は
、

け
ら

。

「

蟻
」

は
、

　

あ

り
。

 

寶

懐

之

以

歸
　
こ

の

五

字
、

『

御

覽
』

九

二

二

は

「

寶

見
之

愍

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

れ

　

　

　

　

　

　
ぴ

ん

ぜ
ん

　

　

　

　

　

　

さ

　
い

う

　

然
、

命
左

右
取

之

歸
」

（

寶

之

を

見
て

愍

然

た

り
、

左

右
に

　

　

　

　

　

　

　

　

か

へ

　

命
じ

て

之

を

取

り

て

歸
ら

し

む
）

十
一

字
に

作
る

。

 

置
諸

梁
上

、

夜
聞

啼
聲

甚
切

、

親

自
照

視
、

爲

蚊

所

噛
、

乃

移

　

1
こ

の

二

十

字
、

『

後

漢

書
』

『

類
聚
』

『

事

類
賦
』

『

御

覧
』

『

搜

　

神
記
』

に

無

し
。

 

巾

箱

　
布

張

り
の

小

箱
。

「

巾
」

字
、

和

刻
本

「

搜

神

記
』

は

　

「

中
」

に

作
る

。

 
黄

花

　
菊
の

花
。

こ

の

二

字
、

『

事

類

賦
』

に

無

し
。

 

十

餘

日

1
こ

の

三

字
、

『

後

漢

書
』

『

類

聚
』

『

事

類

賦
』

『

御

　

覧
』

『

搜

神

記
』

は

「

百

餘
日
」

に

作
る

。

 

如

此

積

年
、

忽

與

羣

雀
倶

來

1
こ

の

十

字
、

『

後

漢

書
』

『

事

　

類

賦
』

『

御
覽
』

四

〇

三

お

よ

び

四

七

九
、

『

搜
神

記
』

に

無

　

し
。

「

如

此

積

年
」

四

字
、

『

類

聚
』

及
び

『

御
覧
』

九

二

二

　

は

「

後
」

に

作
る

。

 
遶
堂

ー
「

堂
」

字
、

四

庫
全

書
本

は

「

屋
」

に

作
る

。

 
王

母

i
西

王

母
。

西

の

果

て

崑

崙
山

に

住
み
、

不
死

の

薬
を

持

　
っ

て

い

た

と
い

わ

れ

る

女
の

仙

人
。

 
昔
使
蓬

莱
、

爲

鴟
梟

所

搏
ー
こ

の

八

字
、

『

後

漢
書
』

『

御

覽
』

　

四

〇
三

に

無

く
、

「

昔
使

蓬

莱
」

四

字
の

み

『

類

聚
』

に

無
し

。

　

『

事

類

賦
』

『

御

覽
』

四

七

九

お

よ

び

九

二

二
、

『

捜
神

記
』

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
つ

つ

し

　

は

「

爲
」

字
の

上

に

「

不

愼
」

（

愼

ま

ず

し

て
）

二

字
有
り

。

　

「

蓬

莱
」

は
、

神

仙
が

住

む

と

い

う

島
の

名
。

東

海
の

中
に

あ

　

る

と

い

う
。

 
今

當
受

賜

南
海

1
こ

の

六

字
、

『

後

漢
書
』

『

事
類
賦
』

『

御
覽
』

　

四

〇

三
、

『

搜
神

記
』

に

無
し

。

 
三

公

　
最
高

位
の

三

人

の

大

臣
。

「

公
」

字
、

『

後

漢

書
』

『

類

　

聚
』

『

御

覽
』

四

七

九

お

よ

び

九

二

二
、

『

搜

神

記
』

は

「

事
」

　

に

作
る

。

 
事

如
此

環
矣

　
『

蒙
求
』

に

は

「

震

よ

り

彪
に

至

る

ま

で

四

世

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

　

　

　
つ

　

太

尉
と

な

り
、

徳

業

相
ひ

繼
ぐ
」

と

あ
り
、

三

公

の

位
に

登

　
っ

た

子

孫
の

数
が
、

玉

環
の

数
と

同

じ

「

四
」

で

あ
っ

た

と

い

　

う
。

「

環
」

は

高

貴
の

象

徴
。

こ

の

五

字
、

『

類

聚
』

に

無
し

。

　

以

降
の

句
、

『

後
漢

書
』

『

御
覽
』

四

〇

三

お

よ

び

四

七

九
、

『

捜

　

神

記
』

に

無
し

。

 
寶
之

孝

大

聞
天

下
、

名

位
日

隆

　
こ

の

十
一

字
は

『

後

漢
書
』

　

『

類

聚
』

『

事

類

賦
』

『

御

覽
』

『

搜

神

記
』

に

見

え

ず
、

『

類

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

こ

　

　

お
い

　

　

つ

ひ

　

　

た

　

聚
』

『

御

覧
』

九

二

二

に

「

於

此

遂

絶
」

（

此

に

於

て

遂
に

絶

　

ゆ
）

四

字
が

あ
る

。

 

子

震
、

震
生

秉
、

秉
生

彪

ー
こ

の

八

字
、

『

類

聚
』

『

事

類

賦
』

　
『

御

覧
』

九
二

二

は

「

寶

生

震
、

震
生

秉
、

秉
生

賜
、

賜
生

彪
」

　

十
二

字
に

作
る

。

 

及

震
葬

時
、

有
大

鳥

降
、

人

皆
謂
、

眞
孝

招

也

　
こ

の

十
五

字
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は

『

後

漢

書
』

『

類

聚
』

『

事

類

賦
』

『

御
覽
』

『

搜
神

記
』

に

見

え

ず
、

『

御

覧
』

九

二

と

爲
る
）

四

宇
が

あ

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と
っ
け

い

　

せ

い
そ

く

二

に

「

爲
東
京

盛

族
」

（

東

京
の

盛

族

04

徐
景

山

　
9
　

　

　
　

　

 

　

　
　

　

　
　

　

　

 

　
魏

明

帝
遊

洛
水

。

水
中

有

臼
獺

數
頭
、

美
靜

可

憐
。

見
人

輒
去

。

　
 

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

 

　

帝
欲

見
之

、

終

莫
能

遂
。

侍
中

徐
景

山

日

「

獺

嗜

鯔
魚
、

乃

不

　

　

　

　

 

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

 

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　
 

　

避
死

。

」

畫

娵

作

兩
生

鯔

魚
、

轟

置

岸
上

。

於

是

耄

獺
競
逐
、

　
一

時

執

得
。

帝

甚

佳
之

、

日

「

聞

卿

善
畫

。

何

其

妙
也

。

」

答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
ゆ

　

日

「

臣

亦

未
嘗

執

筆
。

然
人

之

所
作
、

可
庶

幾
耳

。

」

帝
日

「

是

　

善

用

所
長

。

」

き

　

　

め

い

て

い

　
ら

く

す
ゐ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ

せ

い

魏
の

明

帝

洛

水

に

遊

ぶ
。

水

中
に

白

獺
數

頭

有

り
、

美
靜
に

し

　

　

　

　
へ
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

す
な

は

　

　
　
　

　

　
　
　

　

こ

れ

て

憐
れ

む

可

し
。

人

を

見

れ

ば

輒

ち
去

る
。

帝

之

を

見

ん

と

欲

　

　

　

つ

ひ

　
　

よ

　

　

と

　

　

　
　
　

　
　

な

　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　
い

は

す

る

も
、

終
に

能

く
遂

ぐ

る

こ

と

莫
し

。

侍

中
の

徐
景
山

曰

く
「

獺

　
し

ざ
よ

　

ニ

の

　

　

　

　

ア

な

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゑ
が

　

　

り
や

う

は

鯔
魚

を

嗜
み

て
、

乃

ち
死

を

避

け

ず
」

と
。

板
に

畫

き

て

兩

　

　

　

　

　
な

　

　

　

　
　
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

こ

　

　

お

い

　

　

　

　

　

　

き

そ

の

生

鯔
魚

を

作
し
、

懸
け

て

岸
上

に

置
く

。

是

に

於

て

羣

獺

競

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
は

な

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

は

ひ

逐
へ

ば
、

一

時
に

執
へ

得
た

り
。

帝

甚

だ

之

を

佳
と

し
、

日

　

　

　

　
よ

　

　

ゑ

か

く
「

卿
の

善
く

畫
く

を

聞

く
。

何

ぞ

其
れ

妙

な
る

や
」

と
。

答
へ

　

　

　

　

　

　
ま

い

ま

か

つ

と

し

か

　

な

て

曰

く

「

臣
も

亦
た

未

だ

嘗
て

筆
を

執
ら

ず
。

然
れ

ど

も

人
の

作

　

　

　
し

よ

き

　

へ
　

の

み

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

よ

す

所
、

庶

幾
す

可

き

耳
」

と
。

帝
曰

く
「

是

れ

善
く

長
ず

る

所
を

用

ふ
」

と
。

【

通

釈
】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
か

わ

う

そ

　

魏
の

明
帝
が

洛

水
に

巡

遊
し

た
。

水

中

に

白

い

獺

が

数

頭
お

り
、

美
し

く

整
っ

て

い

て

可

愛
ら
し

か
っ

た

が
、

人

間

を
見

る

と

直

ぐ

に

逃

げ
て

し

ま
っ

た
。

帝

は

こ

れ

を

見
た

い

と

思
っ

た

が
、

結

局

叶

う
こ

と

は

な
か
っ

た
。

侍

中
の

徐

景
山

が

言
う

に

は

「

獺

は

ボ

ラ

を

好
む

も
の

で
、

そ

れ

は

死

を

厭
わ

な

い

程
で

す
」

と
。

生

き

て

い

る

よ

う

な
二

匹

の

ボ

ラ

を

板
に

描
き

、

岸
の

ほ

と

り

に

懸

け
て

置
い

た
。

す

る

と

獺
の

群
が

競
っ

て

追
い

か

け
た

の

で
、

一

度
に

捕

ま
え

る

こ

と

が

出

来

た
。

帝
は

こ

の

事
を

大

変

評

価
し

、

こ

う

言
っ

た

「

そ

な

た

が

絵

を

描

く
の

が

巧

み

だ

と

聞
い

た
。

ど

う
し

て

そ

れ

ほ

ど

優
れ

て

い

る

の

だ
」

と
。

答
え

て

言

う
に

は
「

私

も
ま

た

今
ま

で

筆
を

執
っ

た

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん
。

け

れ

ど

も

人

の

為
す

こ

と

で

あ

れ

ば
、

そ

れ

に

近

づ

く

こ

と
は

出
来

る

も

の

で

す
」

と
。

帝

は

「

そ

れ

は

得

意
と

す

る

所
を

う
ま

く

用

い

た

わ

け

だ

な
」

と

言
っ

た
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

御
覽
』

七

五

〇
、

『

廣

記
』

四

六

六

に

見

え

る。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ
つ
べ
い

 
魏

明

帝

−
三

國
・

魏

の

第
二

代
皇

帝
、

曹
叡

。

在

位

十
三

年

に

　

し

て

崩
ず

。

没

後
、

政

権
は

司

馬
氏

に

帰
す

。

改

元

は

三

度
で
、

　
た

い

わ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
せ

い
り
よ

フ

　

太

和

（

二

二

六

〜
二

三

三
）

・

青

龍

（

二

三

三

〜

二

三

七
）
・

　
け

い

し
よ

　

景

初
（

二

三

七

〜
二

三

九
）

D

『一
二

國
志
』

卷
一
二 ．、

　

　

　

　

　

　

　

　
ら
く

す
い

 
洛

水

−
川

の

名
。

維
水

。

源
は

陝

西

省

雛
南

縣
の

冢
嶺

山
。

黄

　

可
こ

生

ぐ
。

　

〜
ー
馳
了

 
白

獺

数

頭
、

美

靜
可

憐

i
『

御

覽
』

は

「

數

頭
」

二

字
が

無

く

　

「

美

靜
」

二

字

を

「

靡
淨
」

に

作

る
。

「

靜
」

字
、

『

廣

記
』

　

は

「

淨
」

に

作
る

。

 
帝
欲

見

之
、

終

莫

能

遂

　
こ

の

八

字
、

『

御

覽
』

は

「

帝
顧

玩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

も
　
　
　

　
　
　
つ

ひ

　
　

フ

　

之
、

終

不

可

得
」

（

帝

之

を

玩

ば

ん

こ

と

を

顧
ふ

も
、

終
に

得
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べ

　
る

可

か

ら

ず
）

に
、

『

廣

記
』

は

「

帝

欲

取
之

、

終
不

可

得
」

　

　

　

こ

れ

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
つ

ひ

　
　

　
う
　

　

　
べ

　

（

帝

之

を

取

ら

ん

と

欲

す

る

も
、

終
に

得
る

可
か

ら

ず
）

に

　

作

る
。

 

獺

嗜

鯔
魚
、

乃

不

避

死

1
『

御

覧
』

は

こ

の

句
の

前

に
「

臣

聞
」

　

（

臣

聞
く

）

二

字
が

あ

り
、

こ

の

句
の

後
に

「

可

以

此

候
之
」

　

　
こ

　

　

　

　

も
つ

　

　

　

　

　

　

う

か

が

　

　

べ

　

（

此

れ

を

以

て

之

を

候

ふ

可
し

）

五

字
が

あ

る
。

『

廣

記
』

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

も
つ
　

　

　

　

　
た

わ

ら

　

　

　

　ま

　

は

こ

の

後
に

「

可

以
此

誑
之
」

（

此
れ

を

以
て

之

を

誑

か

す

可

　
し
）

五

字
が

あ

る
。

 
畫

板

作

兩
生

鯔

魚

−
『

御

覽
』

は

こ

の

句
の

前

に

「

乃

自
」

二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
す

な

は

　

字

有
り

。

こ

の

七

字
、

『

廣

記
』

は

「

乃

畫

板
作

兩

鯔
魚
」

（

乃

　

　

　

　
ゑ
が

　

　
　
　
り
や

う

　
　
　

　
　
　
　
　

な

　

ち

板
に

畫

き

て

兩

の

鯔
魚

を

作
す
）

に

作
る

。

 
懸

置

岸
上

ー
こ

の

四

字
、

『

御

覽
』

は

「

懸

岸
」

（

岸

に

懸
く

）

　
二

字
に

作
る

。

 
競

逐

1
こ

の

二

字
、

『

御

覧
』

は

「

競

赴

逐
」

（

競
ひ

て

赴

き

　

逐

ふ
）

三

字
に

作
る

。

 
帝

甚

佳

之
、

日

1
こ

の

五

字
、

『

御

覧
』

は

「

帝
嘉
之

謂

日
」

　

　

　

　

　

よ
み

　

（

帝

之

を

嘉

し

て

謂

ひ

て

曰

く
）

に

作
る

。

 
聞

卿

善

畫
、

何

其

妙

也

ー
こ

の

八

字
、

『

廣

記
』

は

「

聞
卿

能

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
よ

　
　

　
ゑ
が

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

も
つ

　

畫
。

何

以

妙
也
」

（

卿
の

能

く

畫

く

を

聞

く
。

何

を

以

て

妙

な

　

る

や
）

に

作
る

。

『

御

覽
』

は

「

聞

卿

善

畫
」

四

字

を

「

不

聞

　

卿
知

画
」

（

卿
の

画
を

知

る

を

聞
か

ず
）

五

字
に

作
る

。

 

然
人
之

所
作

　
こ

の

五

字
、

『

御
覧
』

は

「

人
之

所
作

者
」

（

人

　

　
な

　
の

作

す

所
の

者
）

に

作

る
。

「

作
」

字
、

四

庫
全

書
本
は

「

目
」

　

に

作
る

。

 

可

庶

幾
耳

i
『

御

覽
』

『

廣
記
』

は

こ

の

四

字
の

上

に

「

自
」

　

字
が

あ

る
。

 

是

善
用

所

長

i
『

御
覽
』

は

こ

の

後

に

「

者

也
」

二

字

有
り

。

　

ち

や

う
く

わ

05

張

華

　
む

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

張

華

爲
司

空
。

于

時

燕
昭

王

墓

前
、

有
一

斑

貍
。

化

爲
書
生

、

　

欲

詣
張

公
。

過

問

墓
前
華
表
日
「

以

我
才

貌
、

可

得

見
司

空

耶
。

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ゆ

　

華

表
日

「

子

之

妙
解

、

無

爲
不

可
。

但

張
公

智
度

、

恐

難
籠

絡
。

　

出

必

遇

辱
、

殆

不
得

返
。

非

但
喪

子

千

年

之

質
、

亦

當
深

誤
老

　

表
。

」

　

貍

不

從
、

遂
詣
華

。

見

其
容

止
、

風

流
雅

重

之
。

於

是

論

及

文

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

章

聲

實
、

華

未

嘗
勝

。

次
復

商
略

三

史
、

探

貫

百
氏
、

包
十

聖
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

洞
三

才
、

華
無

不
應

聲
屈

滯
。

乃

歎
日

「

天

下

豈

有

此

年

少
。

　

若
非

鬼

魅
、

則

是
狐

貍
。

」

乃

掃

榻
延

留
、

留
人

防

護
。

　

　

　

　

　

　
　

　

此

生

乃

日

「

明
公

當
尊

賢

容
衆
、

嘉
善

矜

不

能
、

奈

何
憎
人

學

　

　

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

問
。

墨
子

兼

愛
、

其

若

是

耶
。

」

言

卒
、

便
退

。

華
已

使

人

防

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

門
、

不

得

出
。

既
而

又

問

華
日

「

公

門

置

兵

甲

闌

鎬
。

當

是

疑

　

僕

也
。

恐

天

下

之

人
、

卷

舌
而

不

談
、

知

謀
之

士
、

望

門
而

不

　

進
。

深
爲

明

公

惜
之

。

」

華
不

答
、

而
使

人

防
禦

甚

嚴
。

　
ゆ
　
　
　

　
　
　

　

豐

城
人

雷

煥
、

博

物
士

也
。

謂

華
日

「

聞
、

魅
鬼

忌

狗
、

所

別

　

者

數

百

年

物
耳

。

千

年

老
精
、

不

復
能

別
。

惟

千

年
枯

木
照
之
、

　

則
形

見
。

昭
王

墓

前

華

表
、

巳

當

千
年

。

」

　

使
人

伐
之

。

至

聞

華

表
言
、

日

「

老

貍

不

自
知

。

果

誤
我

事
。

」

　

於

華
表
穴

中
、

得

青
衣

小

兒
、

長
二

尺

餘
。

使
還

。

未

至

洛
陽

　

而

變
成
枯

木
。

遂

燃
以

照
之
、

書
生

乃

是
一

斑

貍
。

茂

先

歎
日

　

「

此

二

物

不

値

我
、

千

年

不
復

可
得

。

」
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ち

や

フ

く

わ

　
し

ヒし
リ

　

ヒ

　

　

　

　

お

い

　

　

　

せ

う

わ

う

張

華

司

空
と

爲

る
。

時

に

干

て

燕

の

昭
王

の

墓

前
に

、

一

斑

貍

　

　

　
く
わ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

ぎ

有
り

。

化
し

て

書

生
と

爲

り
、

張
公

に

詣
ら

ん

と

欲

す
。

過
り

て

　

　

　

　

　

　

　

　

い

は

　
　

　

　

わ

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　
あ

墓

前
の

華

表
に

問

ひ

て

日

く

「

我
が

才

貌
を

以
て

、

司
空

に

見
ふ

　
う

へ

　

　

い
は

し

　

ゐ

か

な

　

た

を

得

可
き

や
」

と
．

華
表

曰

く
「

子
の

妙
解
、

不

可

と

爲
す

無
し
。

但

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

た

　
　

　
　

　
　
　

　
　

い

だ

張
公

の

智

度
、

恐

ら

く

は

籠

絡
し

難

か

ら
ん

。

出
つ

れ

ば

必

ず

　

　

　
あ

　
　

　
　

　
け

と
ん

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

た

辱
め

に

遇

ひ
、

殆

ど

返

る

を

得
ざ

ら

ん
。

但
だ

に

子

の

千

年
の

　

　
う

し

な

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

ら

　

　

　

　

ま

　

　

ま
さ

質
を

喪

ふ

の

み

に

非

ず
、

亦

た

當
に

深

く

老

表

を

誤
る
べ

し
」

と
。

　

　

　

　

　

つ

ひ

　
　

　

　

　
　
い

た

　

　

　

　

そ

貍

從
は

ず
、

遂

に

華

に

詣
る

。

其
の

容

止

を

見

る
に
、

風

流

に

　

　
も
と

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

こ

こ

　
　
お
い

し

て

雅
よ

り

之

を

重

ん

ず
。

是
に

於

て

論
じ

て

文

章
・

聲
實
に

及

　

　

　

い

ま

　

　
か

つ

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　

ま

び
、

華

未
だ

嘗
て

勝
た

ず
。

次
い

で

復
た

三

史

を

商
略
し
、

百

　

　

　

　

　

　

　

　

　
か

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

つ

ら

ぬ

氏

を

探

貫
し

、

十
聖

を

包
ね
、

三

才

を

洞

き
、

華

聲
に

應
じ

て

　

　

　

　

　

　

　

　
す
な

は

　
　
た
ん

　

　

　

い

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

　

　

　
こ

屈

滯
せ

ざ
る

無
し

。

乃

ち

歎
じ

て

曰

く

「

天

下

豈
に

此

の

年
少

　

　

　

　

　
も

　

　

　
き

　
み

　

　

あ

ら

　
　

　

　

　

　
　

す

な
は

　

　

こ

有
ら

ん

や
。

若
し

鬼
魅
に

非
ず

ん

ば
、

則

ち

是

れ

狐
貍

な

ら

ん
」

　

　
す

な

は

　
　
た
ふ

　
　

は

ら

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ご

と

と
。

乃

ち

榻
を

掃

ひ

て

延

留
し
、

人

を

留
め

て

防

護
せ

し

む
。

こ

　

　

　

　

す

な

は

　

　

　

　

　

　

　
め

い

こ

フ

　
ま
さ

　

　

　

　

　

に

つ

ご

　

　

　

　

　

い

　

　

　

　
ぜ

ん

此
の

生

乃

ち

曰

く

「

明
公

當
に

賢
を

尊

び

衆
を

容

れ
、

善

を

よ

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ
は

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

い

か

ん

嘉
し

て

不

能
を

矜

れ
む
べ

き

に
、

奈

何
ぞ

人
の

學

問
を

憎

む
や

。

ぼ

く

し

　

　

　

　

　

そ

　

か

　

　

ご

と

　

　

　

　

　

　

　

　

を

は

　

　

ヂ

な
は

　

し

り
そ

墨

子
の

兼

愛
、

其

れ
是

く
の

若

き

や
」

と
。

言
ひ

卒

り
、

便

ち

退

　

　

　

　

　

　

ず
で

か

ん

と

す
。

華

已

に

人
を

し

て

門

を

防

が

し

む
れ

ば
、

出

つ

る

　

　

　

　
す
で

　

　

　

　
　
　

ま

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　へ
い

か

あ

を

得
ず

。

既
に

し

て

又

た

華

に

問
ひ

て

曰

く
「

公

門
に

兵

甲
・

ら
ん

き

　

　

　

　
　
　

　

　
　

は

　

　
　
こ

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

ま

闌

錆
を

置
く

。

當
た

是

れ

僕
を

疑
ふ

や
。

天

下
の

人
、

舌
を

卷
き

て

談
ぜ

ず
、

知

謀
の

士
、

門
を

望

み

て

進
ま

ざ
ら

ん

と

す

る

を

恐

　

　

　

　

　

　

　
た

め

る
。

深

く

明
公

の

爲
に

之

を

惜
し

む
」

と
。

華

答
へ

ず
し

て
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

な
は

　
　
げ
ん

人
を

し

て

防

禦
せ

し

む

る
こ

と

甚

だ

嚴
な

り
。

ほ

う
じ

や

う

　

　

　

　

　
ら
い

ボ
わ
ん

　

　

は
く

み

つ
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
い

豐

城

の

人

雷

煥
、

博

物
の

士

な

り
。

華
に

謂
ひ

て

日

く

「

聞

　

　
み

　

き

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

わ

か

く
、

魅

鬼

狗
を

忌
む

も
、

別
つ

所
の

者

は

數

百

年
の

物

な

る

の

　

　

　

　

　

　

　

　
ま

　
　

わ
か

　

　

あ

た

　

　

　

　
　
　

た

み
。

千

年
の

老

精
、

復
た

別

つ

能
は

ず
。

惟
だ

千

年
の

枯
木

も
て

　

　

　

　

　

　

す
な

は

　

　
か

た

ら

　
あ

ら
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
す
て

之

を

照
ら

せ

ば
、

則

ち

形

見

れ

ん
。

昭
王

の

墓

前
の

華

表
、

巳

に

千

年
に

當
た

る
」

と
。

　

　

　

　

　

　
き

人

を

し

て

之

を

伐
ら

し

む
。

至

り

て

華

表
の

言
ふ

を

聞

く
に

、

日

　

　

　

　

み
つ

か

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
は

く

「

老

貍

自

ら

を
知

ら

ず
。

果
た

し

て

我
が

事
を

誤

る
」

と
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

け

華
表
の

穴

中
に

於

て
、

青

衣
の

小

兒

を

得
る

に
、

長
は

二

尺

餘
な

　

　

　

か

へ
　
　

　
　

い

ま

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

か

り
。

使

還
る

。

未
だ

洛

陽
に

至

ら

ず
し

て

變
は

り

て

枯
木
と

成

　

　
つ
ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

す

な
は

　

　

こ

る
。

遂
に

燃
や

し

て

以

て

之

を

照

ら
せ

ば
、

書

生
　
乃

ち

是

れ
一

　

　

　

　

　

　

　
た
ん

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

こ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
あ

斑

貍

な
り

。

茂
先

歎
じ

て

日

く
「

此
の

二

物

我
に

値
は

ざ
れ

ば
、

　

　

ま

　
　

　
う

　
べ

千

年

復
た

得

可

か

ら

ざ

ら

ん

や
」

と
。

【

通

釈
】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぴ

．

彊
蟄
は

塾
と

な
っ

た
・

そ

の

こ

ろ

燕
の

昭
王

の

墓

前
に
・

の

一

匹

の

ま

だ

ら

模
様
の

狸

が

い

た
。

書
生

の

姿
に

化
け
、

張

華
に

会
い

に

行
こ

う
と

思
っ

た
。

墓

前
の

華
表
の

も
と

に

立

ち

寄
っ

て

言

う
に

は

「

私
の

才
知

と

容

貌
で

、

張

司

空
に

会
う
こ

と

が

で

き

る

だ

ろ

う

か
」

と
。

華

表
は

言
っ

た

「

君
ほ

ど

物
事

を
理

解
し

て

い

る

の

な

ら
、

出
来

な
い

こ

と

は

な
い

。

た

だ

張
公

に

は

智
恵
が

あ

る

か

ら
、

恐
ら

く

言
い

く

る
め

る

こ

と

は

難
し

い

だ

ろ

う
。

出

掛

け
て

行

け
ば
必

ず

屈

辱
に

あ
い
、

き
っ

と

帰
っ

て

来
る

こ

と

は

出

来
な

い

だ

ろ

う
。

君
の

千

年
の

才
能

を

失

う
だ

け

で

な

く
、

こ

の

老
い

た

華
表

も
ま

た

ひ

ど

く

迷
惑

を

被
る

だ

ろ

う
」

と
。

　

狸

は

従
わ

ず
、

そ

の

ま
ま

華
に

会
い

に

行
っ

た
。

そ

の

立

ち

居

振

る

舞
い

を

見
る

と
、

風

流
で

あ
っ

た

の

で

華
は

は

じ

め

か

ら

こ
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れ

を

重
ん

じ

た
。

そ

こ

で

論
は

文

章
や

評

価
に

ま

で

及

び
、

何

れ

も

華
が

勝
つ

こ

と

は

な
か

っ

た
。

次
い

で

ま

た

三

史
に

つ

い

て

協

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

わ

議
し
、

百

氏

に

つ

い

て

探

貫
し

、

十
聖

を

包
せ
、

三

才
を

つ

ら
ぬ

き
、

華
は

書
生

の

言

葉

に

折
れ

ざ
る

を

得

な
か

っ

た
。

そ

こ

で

溜

息

を
つ

い

て

「

天

下

に

ど

う
し

て

こ

の

よ

う
な

若

者
が

い

る

だ

ろ

う
か

。

妖
怪
で

は

な

い

の

な

ら
、

こ

れ

は

狐

狸

で

あ

ろ

う
」

と

言

っ

た
。

そ

こ

で

椅
子

を

整
え

て

書

生
を

引
き

留
め

、

見

張
り

を

つ

け

て

防
護
さ
せ

た
。

　

そ

こ

で

こ

の

書
生

は

「

あ

な

た

は

賢
者

を

尊
ん

で

大

衆

を
包

容

し
、

善
を

良
し

と

し

て

不

能
の

者

を

憐
れ

む
べ

き

で

あ

る
の

に
、

ど

う

し

て

人

の

学

問
を

憎
む
の

で

す
か

。

墨

子
の

兼
愛
と

は
、

こ

の

様
な
こ

と

を

言
っ

て

い

る

の

で

し

ょ

う
か
」

と

言
っ

た
。

言

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す
て

終
わ

る

と
、

直

ぐ
に

退

出

し

よ

う

と
し

た
。

華
は

巳

に

人
に

門
を

守

ら

せ

て

い

た

の

で
、

出

て

行
く

こ

と

が

出
来
な

い
。

そ

こ

で

ま

た

尋

ね

て

言
う
に

は

「

あ

な

た

は

門
の

と

こ

ろ

に

武

器

や

闌

鋳
を

置
い

て

い

ま

す
。

こ

れ

は

私
に

疑
い

を

か

け

て

い

る

と

い

う
こ

と

で

し
ょ

う
か

。

世
の

人
々

は
、

舌
を

巻
い

て

何

も

言
わ

ず
、

知

謀

の

士

は
、

門
を

望

む
だ

け

で

進
ま

な

く

な
る

で

し
ょ

う
。

あ

な
た

の

為
に

深

く

残
念

に

思
い

ま

す
」

と
。

華
は

答
え

ず
、

人

に

非
常

に

厳
し

く

守
ら

せ

た
。

　
ほ

う

じ

よ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ら
い

か

ん

　

豐

城

の

人

で

あ

る

雷

煥

は
、

博

学
の

人

物
で

あ
っ

た
。

彼
は

華
に

こ

う

言
っ

た

「

聞

け

ば
、

妖

怪
は

犬

を

嫌

う
が
、

正

体

を

現

す
の

は

数
百

年
を

経
た

も
の

だ

け
だ

。

千

年
の

老

い

た

精
は

、

正

体

を

暴
く

こ

と

は

出

来

な
い

。

た

だ

千

年
の

枯
れ

木
で

妖
怪

を

照

ら
せ

ば
、

立

ち

ど

こ

ろ

に

正

体

を

現

す
だ

ろ

う．、

昭

王

の

墓

前
の

華

表
は

、

す

で

に

千
年

を
経

て

い

る
」

と
。

　

人
に

そ

れ

を

伐
ら
せ

る

よ

う

言
い

つ

け

た
。

行
き

着
く

と

華
表

の

声
が

聞
こ

え

た

が
、

言
う
に

は

「

老
い

ぼ

れ

狸
の

身

の

程
知

ら

ず
め

が
。

結

局

私
に

ま

で

迷

惑

を

掛

け
た

で

は

な

い

か
」

と
。

華

表
の

穴

の

中
に
、

青
い

服
を

着

た

子

供
を

見
つ

け
た

が
、

身

長
は

二

尺

あ

ま

り

で

あ
っ

た
。

使
い

の

者
は

帰

途
に

就
い

た
。

ま

だ

洛

陽
に

着
か

な
い

内

に

そ

れ
は

変

化
し

て

枯

木
に

な
っ

た
。

そ

こ

で

燃
や
し

て

照
ら
し

て

み

る

と
、

な

ん

と

そ

の

書

生

は
一

匹
の

ま

だ

ら

狸
で

あ
っ

た
。

茂

先

は

嘆
息

し

て

「

こ

の

二

物
は

私

に

会
わ

な

け

れ

ば
、

も
う

千
年

は

生

き

ら

れ

た

だ

ろ

う

に
」

と

言
っ

た
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

搜

神

記
』

卷
一

八
、

『

太

平

御
覽
』

九

〇
九

に

引
く

『

捜
神

記
』 、
『

太

　

平

廣
記
』

四

四

二

に

引

く

『

集
異

記
』

、
『

墹
玉

集
』

一

二

〔
出

晉

抄
〉

に

見

え

　
る

。

 

張

華
　
二

三

二

（

太
和

六
）

〜

三

〇

〇

（

永

康

元
）

年
。

晉
、

　

范

陽
方

城

（

河

北
）

の

人
。

字

は

茂

先
。

博
学
で

礼

を
修

め

義

　

に

篤
か

っ

た
。

法

律

礼
制

を

改

革
、

辺

境

政
策
に

大

き
な

功
績

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は
い

ぎ

　

を

あ

げ
、

暗
愚
な

君
主

と

淫

虐
な

賈
后

の

下
に

あ
っ

て
、

裴

顧

　

と

共

に

政
務
に

つ

く

し
、

位

は

司

空
に

至
っ

た
。

然
し

八

王

の

　

乱
が

起
こ

る

と
、

裴

頗
と

共

に

趙
王

司

馬

倫
に

殺

さ

れ

た
。

卒

　

年
六

十

九
。

著
に

『

博

物

志
』

が

あ

る
。

（

『

晉

書
』

三

六
）

 
爲
司

空

　
「

司

空
」

は
、

官

名
。

周

代
に

は

六

卿
の
一

つ

と

な

　

り
、

冬

官
、

大

司

空
と

い

い
、

水

土
の

こ

と

を
掌
っ

た
。

漢
代

　

に

は

御
史
大

夫

を

改
め

て

大

司
空

と

し
、

大

司

馬
、

大

司

徒
と

　

共

に

三

公

と

称

さ

れ

た
。

後

漢
、

大
の

字
を

取
っ

て

司

空

と
い

・91 一
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い

、

歴

代
こ

れ

に

倣
っ

た
。

明
代
に

廃

さ

れ

た
。

『

搜
神

記
』
、

　

『

廣
記
』
、

『

凋

玉

集
』

は
、

こ

の

三

字
の

前

に

「

晉

惠
帝

時
」

　
四

字

を

置
く

。

 
燕

昭
王
I
−

戰
國

燕
の

三

十
九

代

君
主

。

名
は

平
。

諡
は

昭
。

燕

　

王

膾
の

子
。

幣
を

厚

く

し

て

賢
人

を
招

き
、

郭

隗
に

師

事
し

た
。

　

そ

の

た

め

魏
か

ら

は

楽
毅
、

齊
か

ら

は

鄒

衍
、

趙
か

ら

は

劇

辛

　

と
、

賢
士

が

争
っ

て

燕
に

赴
き
、

国
は

富

強
と

な
っ

た
。

在

位

　

三

十
三

年
（

前
三
一

二

〜

前
二

七

九

年
）

。

（

『

史

記
』

三

四
）

。

 
一

斑

貍

　
「

貍
」

字
、

『

搜
神

記
』

及

び

『

御

覧
』

は

「

狐
一

　

に

作
る

。

 
智

度

1
こ

の

語
、

底

本

は

「

制

度
」

に

作
る

が
、

『

捜
神

記
』

　

及
び

『

廣
記
』

四

四

二

に

拠
っ

て

改
め

た
。

 

商
略
三

史
、

探
貫
百

氏
、

包

十
聖

、

洞

三

才

ー
「

三

史
」

は
、

　

三

つ

の

史

書
。

六

朝
で

は
、

『

史
記
』

『

漢

書
』

『

東

觀

漢
記
』

　

を

い

う
。

唐

以

後
で

は
、

『

史

記
』

『

漢

書
』

『

後

漢

書
』

を

い

　

う
。

「

百

氏
」

は
、

多
く

の

学
者

。

諸
子

百

家
。

「

十

聖
」

は
、

　

十

人
の

聖

人
。

「

三

才
」

は
、

天
・

地
・

人
の

称
。

 
天

下

豈

有
此

年
少

、

若
非

鬼

魅
、

則

是

狐

貍
、

乃

掃

榻
延

留
、

　

留

人

防

護
、

此
生

乃

日

　
こ

の

二

十

八

字
は

底

本
お

よ

び

四
庫

　

全

書

本

に

無
い

が
、

『

搜
神

記
』

に

拠
っ

て

補
っ

た
。

「

魅
」

　

字
、

『

廣
記
』

四

四

二

は

「

怪
」

に

作
る

。

 

明
公

當

尊

賢
容

衆
ー
「

當
」

字
、

四

庫

全

書
本
は

「

乃
」

に

作

　

る
。

 
墨

子

−
墨

瞿
。

戰

國
、

魯
の

人
。

或
い

は

宋
の

人
、

楚
の

人
と

　

も

い

わ

れ

る
。

生

没

年

未
詳

。

墨

家
の

祖
。

兼

愛
尚
同
の

説

を

　

唱
え

、

当
時
、

儒
家
・

楊

家
と

並

び

称

さ
れ

た
。

 

其
若

是

耶

ー
「

若
」

字
、

四
庫
全

書
本

は
「

善
」

に

作

る．、

 
兵

甲
闌

錆

　
「

兵
甲
」

は
、

武
器
と

甲

冑
。

兵

革

に

同

じ
。

「

闌

　

錆
」

は
、

門
に

さ

し

わ

た

し

て

出
入

り

を

遮

る

材
。

「

闌
一

字
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ら
ん

　
き

　

四

庫

全

書

本
は

「

蘭
」

に

作

る
。

「

蘭

鋳
」

は
、

兵

器

を

掛

け

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

し

ゆ
み

　

る

架
。

　一

般
の

兵

器
を

架

け
る

も

の

を

蘭
、

　

弩

を

架
け

る

も

　
の

を

鋳
と

い

う
。

こ

の

四

字
、

『

搜

神

記
』

及
び

『

廣
記
』

四

　

四

二

は

「

甲
兵

欄

騎
」

に

作
る

。

 
豐

城

人

　
「

豐

城
」

は
、

県

名
。

晉
に

置
か

れ
た

。

江
西

省
南

　

昌

縣
の

南
。

故

城

は

豐

水
の

西
。

「

人
」

字
、

四

庫
全

書
本

及

　

び

『

搜
神

記
』
、

『

廣

記
』

四

四

二

は

「

令
」

に

作
る

。

 

雷
煥

　
晉
、

豫
章
の

人
。

緯

象
に

精
通

し

て

い

た
。

武

帝
の

時
、

　

斗
牛

の

間
に

紫
気
が

あ

り
、

張
華
が

煥
に

尋

ね

た

と

こ

ろ
、

煥

　

は

「

宝

剣
の

精
が

天

に

上

っ

た

も
の

で
、

豫

章
の

豐

城

縣

に

あ

　

る
」

と

い

い
、

そ

の

為
に

豐
城

令
に

任
ぜ

ら

れ

た
。

（
『

晉

書
』

　

三

六
）

（

『

尚

友

録
』

四
）

　

　

　

　

　

　
つ

つ

て

ん

さ
レ

　

た

う

06

通

天

犀

纛
（

通

天

犀
の

纛）

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
東

海
蒋

潛
、

嘗

至

不

其
縣

。

路

次
林

中
、

露
一

屍．、

已

自
臭
爛

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
鳥

來
食
之
、

輒

見
一

小

兒
。

長
三

尺
。

驅

鳥
、

鳥

即

起
、

如

此

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

み

　
非
一

。

潛

異

之
、

看
見

屍

頭
上

、

着
通

天

犀

纛
。

揣

其

價
、

可

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
數

萬

錢
。

潛

乃

拔

取
。

既
去
、

見

衆

鳥

集
、

無

復
驅

者
。

潛
後

　

　

　

　

　
　

　
以

此

纛
上

晉

武

陵
王

晞
。

晞

薨
、

以

襯
衆

僧
。

王

武

剛

以
九

萬

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

錢
買
之
、

後

落

楮
太

宰

處
。

復

以

餉
齊

故
丞

相

豫

章
王

。

王

薨
、

　

　
ゆ
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　

　

後
納

入

江
夫

人
、

遂

斷
以

爲
釵

。

毎

夜
輒
見
一

兒
。

繞

牀
啼

叫
、
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云

「

何

爲
見

屠

割
。

餘

乃
亡

。

　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　

　
　

必

訴
天

、

當

相

報
。

」

江

夫

人

惡
之
、

月

と

う

か

い

　

　
　

　

　
　

　

か

つ

　

　

ふ

　
き

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
ろ

　
じ

　

　
　

　
　

　
　

　

　

い

つ

　

　
か

ば

ね

東

海
の

蒋
潛

、

嘗
て

不

其

縣
に

至

る
。

路

次
の

林
中
に
、

一

の

屍

　
さ
ら

　

　

　

　

す

　
て

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

き
に

　

　

　

　
　

　

　

く

ら

　

　
　

　

　

す

な
は

　

　
い

ち

を

露

す
。

已

自

に

臭
爛
す

。

鳥

來

り

て

之

を

食
ふ

に
、

輒

ち
一

せ

う

じ

　

　

　

　

　

　

　

た
け

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

く

　
　

　

　

　

　

　

　

　

す

な

は

　

　
た

　

　

　

　
か

小

兒
を

見
る

。

長
は

三

尺
。

鳥
を

驅

す

る

に
、

鳥

即

ち
起

つ
。

此

　

　
ご

と

　

　

　

　
　

　

い

つ

　

　

あ
ら

　

　
　

　

　

　

　
こ

れ

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

み

く
の

如
き
こ

と
一

に

非

ず
。

潛

之

を

異
と

し
、

屍
の

頭
上

を

看

見

　

　

れゴ
う

て

ん

さ
ゼ

　

た

り

　

　

つ

　

　

　

そ

　

　

　

　

　

　
は
か

　

　

　
　

す
う

ま

ん

ぜ
ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
べ

る

に
、

通

天

犀
の

纛

を

着
く

。

其
の

價

を

揣

る

に
、

數

萬

錢
な

る

可

　

　

　
す

な

は

　

　

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　
す
て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

と

し
。

潛

乃

ち

拔
き

取
る

。

既
に

去

り
、

衆

鳥
の

集
ふ

を

見

る

も
、

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ

ん

　

の

ち

　

　

ニ

　

　

た

う

　

　
も
つ

復
た

驅

す

る

者

無
し

。

潛

後
に

此

の

纛
を

以

て

晉
の

武

陵
王

の

き

　

　

た

て

ま
つ

　

　

　

　

　

　

こ

う

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

ほ

と
こ

晞
に

上

る
。

唏

薨
じ
、

以

て

衆
僧
に

襯

す
。

王

武
剛

九

萬

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ら

よ

た
い

さ
い

　

と
こ

ろ

　

　

　

　

　

　

　
ま

錢

を

以

て

之

を

買

ひ
、

後

に

楮

太

宰
の

處

に

落
つ

。

復

た

以

て

　

　
も
と

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

お
く

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
な
ふ

齊
の

故
の

丞

相

豫
章
王

に

餉
る

。

王

薨
じ
、

後

に

江

夫
人

に

納

に

み

　
　

　
　

　
　

　

つ
ひ

　

　

た

　
　

　
　

　
　

　

　

さ

　

　

　
な
　

　
　

　
　

　
　

　

　
す

な

は

入

す

る

に
、

遂
に

斷
ち

て

以

て

釵

と

爲

す
。

毎

夜

輒

ち
一

見

を

　

　

　
し

やニ　
　

め

ぐ

　

　

　

　

　

　

　

　

い

　

　

　

な

ん

す

見

る
。

牀

を

繞
り

て

啼

叫
し
、

云

ふ

「

何

爲
れ

ぞ

屠

割
さ

る

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ま

さ

　
　

あ

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
こ

れ

や
。

必

ず

天

に

訴
へ

、

當
に

相
ひ

報
ゆ
べ

し
一

と
。

江
夫

人

之

　
に
く

　

　
　

　
げ
つ

よ

　
　

　
　

　
　

す

な
は

　
　

し

を

惡

み
、

月

餘
に

し

て

乃

ち
亡

す
。

【

通

釈
】

　
と
フ

か

い

　

東

海
の

蒋
潛
は
、

あ

る

と

き

不

其

縣

を

訪

れ
た

。

道

筋
の

林
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ず
で

中
に

、

死

体
が
一

つ

晒

さ

れ
て

い

た
。

已

に

腐
り

爛

れ
て

腐

臭
を

放
っ

て

い

た
。

鳥
が

や
っ

て

来

て

そ

れ

を

食
べ

て

い

た

が
、

そ
の

度
に

子

供
が
一

人

現
れ

た
。

身
の

丈
は

三

尺

ほ

ど

で

あ
っ

た
。

鳥

を

追
い

払

う
と

、

鳥
は

直

ぐ
に

飛

び

立
っ

て

逃
げ

た
。

こ

の

様

な

こ

と

が

何

度
も
あ
っ

た
。

潛
は

こ

れ

を

不
思

議
に

思
い

、

死

体
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

とド
フ

頭
上

を
見

る
と

、

通

天

犀
の

纛
を

着

け
て

い

た
。

そ
の

価
値
を
は

か

る

に
、

数
万

銭
ほ

ど

で

あ
っ

た
。

潛
は

そ

こ

で

抜
き

取
っ

た
。

そ

の

場
を

去

り
、

鳥
た

ち
が

集
ま
っ

て

い

る

の

を

見
た

が
、

追
い

払

う

者
は

い

な
か

っ

た
。

潛
は

そ

の

後

こ

の

纛
を

晉

の

武

陵
王

　
き

の

晞

に

奉
っ

た
。

晞
が

薨
去

す

る

と
、

そ
れ

は

衆

僧
に

ほ

ど

こ

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ち
ょ

れ

た
。

王

武

剛
が

九

万

銭
で

こ

れ
を

買
い
、

そ

の

後
に

楮
太

宰

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も

と

も
の

に

な
っ

た
。

そ

れ

は

ま

た

齊
の

故
の

丞

相
の

豫
章

王

に

贈

ら

れ

た
。

王

が

薨
去

し
、

後

に

江

夫
人

に

納
め

ら

れ
た

が
、

そ

れ

は

断

ち

切

ら
れ

て

釵

に

さ

れ

た
。

夜
ご

と

に
一

人

の

子

供
が

現
れ
た

。

寝

台

の

ま

わ

り

を

め

ぐ
っ

て

泣
き

叫
び
、

言
う

に

は

「

ど

う

し

て

屠

割

さ

れ

る

こ

と

に

な
っ

た

ん

だ
。

必

ず

天

に

訴
え

て
、

き
っ

と

報
い

を

与
え

て

や

る

ぞ
」

と
。

江

夫
人

は
こ

の

こ

と

を

忌
み
、

月

余

り

後
に

亡

く

な
っ

て

し

ま
っ

た
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

御

覽
』

六

八

八
、

『

廣
記
』

四

〇

三

に

見

え

る
。

 
東

海

−
郡

名
。

晉

に

置

か

れ
た

。

江

蘇

省
常

熟

県

の

北
。

『

廣

　

記
』

は

こ

の

上

に

「

晉
」

字

が

あ

る
。

 
不

其

縣

　
県
名

。

漢
に

置
か

れ
た

。

も

と

侯

国
。

不

其

山
に

因

　
っ

て

名
づ

け
ら

れ
た

。

故
城
は

山

東

省

即
墨

縣
の

西

南
。

 
路

次
林

中
、

露
一

屍

1
こ

の

七

字
、

『

御

覽
』

は
「

於

林

野

中
、

　

見
一

死

人
」

（

林

野

中
に

於
て
、

　一

死

人

を

見

る
）

八

字

に
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

ば
ね

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
ふ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

つ

　

『

廣

記
』

は

「

見

林
下

賠
一

屍
」

（

林

下
に

賠
れ
た

る
一

の

屍

　

を

見
る
）

六

字
に

作
る

。

 
已

自
臭

爛
、

鳥

來

食
之

ー
『

御
覽
』

は

「

巳

自

臭

爛
」

四

字
が

　

無

く
、

「

烏
」

を

「

烏
」

に

作

る
。

『

廣
記
』

は

「

巳

臭

爛
、

　

　

　

　

　

　

す
で

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
き
た

　

　

　

　

こ

れ

　

　

　ロ
ら

　

烏

來

食

之
」

（

已

に

臭

爛

し
、

烏

來

り

て

之

を

食

ふ
）

七

字
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に

作
る

。

 
長
三

尺

i
『

御

覽
』

は

こ

の

後
に

「

許
」

字
が

あ
る

。

 
驅

鳥
、

鳥
即

起
、

如
此

非
一

、

潛

異
之
、

看

見

屍

頭
上

、

着

通

　

天

犀

纛
ー
こ

の

二

十
二

字
、

『

御
覧
』

は
「

來

驅

烏
、

乃
起

去
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
き

た
　

　

　

　

　
　
　

　

　

く

　
　
　

　

　

　

　
　
　
ナ

な

は

　

潛

乃

往

看
之
、

見

有

遅

導
」

（

來

り

て

烏
を

驅

す

る

に
、

乃

　

　
た

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
ゆ

　
　
　

　
　
　
　
　

　
み

　

ち

起

ち

て

去

る
。

潛

乃

ち

往

き

て

之

を

看
る

に
、

遅

導
有

る

　

を

見
る

）

十

五

字
に

作

る
。

『

廣

記
』

は

「

看

見

屍

頭
上
」

五

　

字
を

「

乃

就

看

之
、

見

死

人

頭
上
」

九

字
に

作
り
、

「

纛
」

字

　

を

「

導
」

に

作
る

。

 

通

天

犀

纛

　
「

通

天

犀
」

は
、

犀
の

角
。

角
に

上

下
に

貫

く
穴

　

が

あ

る
。

「

纛
」

は
、

髪
飾
り

の
一

種
で

あ
ろ

う
。

 
揣

其
價
、

可
數

萬
錢
、

潛

乃

拔
取
、

既
去

　
こ

の

十

三

字
、

『

御

　

覽
』

は

「

乃

拔
取
」

三

字

に

作
る

。

「

揣

其

價
、

可

數

萬

錢
、

　

潛

乃
拔

取
」

十
一

字
、

『

廣
記
』

は

「

價
數

萬
錢

、

乃

拔
取

之
」

　

　

　

　

　

　

　

　
ず

な

は

　
　

ぬ

　
　
　

　
　
こ

れ

　

（

價
は

數

萬
錢

、

乃

ち

拔

き

て

之

を

取

る
）

八

字

に

作

る
。

 

見

衆
鳥
集
−
こ

の

四

字
、

『

御
覽
』

及
び

『

廣

記
』

は

「

衆

鳥

　

　

　

　

　

　

　
あ

ら
そ

　
　
つ

ど

　

爭

集
」

（

衆
鳥

爭

ひ

集
ふ
）

に

作
る

。

 
潛

後

以
此

纛
上

晉

武

陵
王

晞

　
こ

れ

以

下

の

句
、

『

御
覧
』

に

　

無

し
。

 
晉

武
陵
王

晞
、

晞

薨

　
こ

の

七

字
、

『

廣
記
』

は

「

晉

武

陵
王

、

　

王

薨
」

六

字

に

作
る

。

 
復
以

餉
齊

故
丞

相

豫

章
王
、

王

薨

　
『

廣

記
』

は

「

復
」

字
を

　

　
ち
よ

　

　
「

楮
」

に
、

「

薨
」

字
を

「

死
」

に

作
る

。

 
納

入
−

「

納
」

字
、

四

庫
全

書
本

は

「

内
」

に

作

る．、

『

廣
記
』

　

は

こ

の

二

字
を

「

内

人
」

に

作
る

。

 

繞
牀

啼

叫

　
「

牀
」

字
、

『

廣
記
』

は

「

牀
頭
」

二

字

に

作
る

。

 

必

訴
天

、

當

相

報

ー
「

訴

天
」

二

字
、

『

廣
記
』

に

無

し
。

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

ひ

　
　

ひ

と

　
た
、

『

廣

記
』

は

こ

の

後

に

「

終

不

獨

受
枉
酷
」

（

終

に

獨

り

　

柾
酷
を

受

く

る

の

み
な

ら

ず
）

六

字
が

あ

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

ひ

　

　

ニ

う

 
月

餘
乃

亡

　
「

乃
亡
」

二

字
、

『

廣
記
』

は

「

遂
に

薨

ず
」

に

　

作
る

。

　

　

　

　

　

　

　
り
や

り

せ

フ

じ

　

　

ろ
う

か

07

兩
小

見

籠
歌

（

兩

小

兒
の

籠

歌
）

　
の
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

　

　

桓
玄

簒

位
後
、

來
朱
雀
門

中
。

忽
見

兩

小

見
、

通

身
如

墨
、

相

　

　

　

　
 

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

 

　

和

作
一

籠

歌
」

。

路
邊

小

鳧
、

從

而

和
之

者

數
十

人
。

歌

云

「

芒

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

　

籠

茵
、

縄

縛

腹
。

車

無

軸
、

倚

孤

木
。

」

聲
甚

哀

楚
。

聽
者
亡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
 

　

　

　
　

　
 

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

 

　

歸
。

日

既
夕
、

二

小

兒
入

建

康

縣
。

至

閤

下
、

遂

成

雙
漆

鼓

槌
。

吏

　

列

云

「

槌

積
久
、

比

恒

失

之
。

而

復

得
之

。

不

意

作

人

也．、
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

明

年

春

而

桓

敗
。

「

車

無
軸
、

倚

孤

木
」

、

桓

字

也
。

荊

州

送

　

　

　

　
 

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

 

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
 

　

玄

首
、

用

敗

籠
茵
包

之
、

又

芒

繩

束
縛
其

屍
、

沈

諸

江
中

。

悉

　

如

所
歌

焉
。

で

わ
ん

げ

ん

　
く

ら
ゐ

　

フ

ぱ

　

　

　

　

　

　

ザ

さ

く

も

ん

　

う

ら

　

き

に

　

　

た

ち
ま

　

り

や

フ

せ
う

じ

桓

玄

位

を

簒

ひ

て

後
、

朱

雀
門
の

中
に

來
る

。

忽

ち

兩

小

兒

　

　

　

　

　
つ

う
し

ん

　

　

　

　

　

　

　

す
み

　

　
ご

と

　

　

　
　
あ

　

　

わ

　

　

　

　

　

ろ

フ

カ

　

　

　

　

な

を

見
る

に
、

通

身

墨
の

如

く
、

相
ひ

和
し

て

「

籠
歌
」

を

作
す
．、

ろ

　へ
ん

　

　

　

　

　

　

　

し

た

が

　

　

　

ニ

れ

路

邊
の

小

兒
、

從

ひ

て

之

に

和

す
る

者

數

十
人

あ

り
。

歌

ひ

て

い

　

　

　

　

ば

う

ろ

う

　

　

む
し

ろ

　

　
な

は

　

　

　

　
は

ら

　

　

ば

く

　

　

　

　
く

る

ま

　

　
し

く

　

　

　
　

　

　

こ

ぼ

く

云

ふ

「

芒

籠
の

茵
、

繩

も
て

腹
を

縛
す

。

車

に

軸

無

く
、

孤

木

　
よ

　
　

　

　

　

　

こ

ゑ

　
は

な

は

　
　
あ
い

そ

　

　

　

　

　

き

　

　

　

　
　

に

　

　

か

へ
　

　

　

ひ

　

す
で

に

倚
る
」

と
。

聲

甚

だ

哀
楚

な

り
。

聽

く
者

亡

げ

歸
る

。

日

既

　
ゆ
ふ

へ

　

　

け

ん

か

う

い

か

ふ

か

　

つ
ひ

さ
う

に

夕

と

な

り
、

二

小

兒

建

康

縣
に

入

る
。

閤

下

に

至

り
、

遂
に

雙

　
し

つ

ニ

つ

ゐ

　

　

　

　

　

　

　

り

　

れ

つ

　

　

　

　

い

の

漆
鼓

槌

と

成
る

。

吏

列
し

て

云

ふ
「

槌

積
む

こ

と

久

し

き

も
、

こ

の

こ

　

　
つ

ね

　

　
こ

れ

　

　

　

　

　

　

　

し

か

う
　

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

比

ろ

恒

に

之

を

失
ふ

。

而

し

て

復
た

之

を

得
た

り
。

人

と

作
る
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お
も

を

意

は

ざ

る

な

り
」

と
。

明

年
の

春
に

し

て

桓

敗

る
。

「

車

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
じ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ッ

へ

　
し
ニノ

軸
無

く
、

孤

木
に

倚
る
」

と

は
、

桓
の

字

な

り
。

荊

州

玄

の

首

　

　

　

　
や

ふ

　

ろ
う

い

ん

も

つ

　

　

　

ま

ば

う

な
は

を

送

り
、

敗
れ

た

る

籠

茵
を

用
て

之

を

包

み
、

又

た

芒

の

繩

も
て

そ

か

ば

れ

　

　

こ

ハ

　

　

　

こ

と

ご
と

　

　

ご

と

其
の

屍

を

束

縛
し
、

諸

を

江

中
に

沈

む
。

　

悉

く

歌
ふ

所
の

如

き

な

り
。

【

通

釈
】

　
か

ん

げ

ん

　

桓
玄

が

帝

位
を

簒

奪
し

て

後
、

朱
雀
門
の

内
に

や
っ

て

来
た

。

不

意
に

二

人

の

子

供
が

現
れ
た

が
、

全

身
が

墨

の

様
に

真
っ

黒

で
、

唱
和
し

て

「

籠
歌
」

を

歌
っ

た
。

道

ば
た

の

子
供
た

ち

で
、

こ

れ

に

従
っ

て

唱

和
す

る

者
が

数

十

人

も
い

た
。

歌
う
に

は

「

芒

籠
の

む

し

ろ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
よ

茵
、

縄

も
て

腹

を

縛

す
。

車

に

軸

無

く
、

孤

木

に

倚
る
」

と
。

そ

の

声
は

ひ

ど

く

哀

し

げ
で

あ
っ

た
。

聴
い

た

者
は

逃

げ

帰
っ

た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
け
ん

こ

う

日

は

既
に

夕

暮
れ

と

な

り
、

二

人
の

子

供

は
建

康

縣
に

入
っ

た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ば
ち

役
所
に

来

る

と
、

そ
の

ま

ま

二

つ

の

漆

塗

り
の

太

鼓
の

撥
に

な
っ

た
。

役
人

は

奏
上

し

て
「

こ

の

撥
は

長
い

間

あ
っ

た

も

の

で

す

が
、

こ

こ

の

所
よ

く

無

く

な
っ

て

い

た

の

で

す
。

そ

う
し

て

ま

た

こ

れ

を

得
ま

し

た
。

人

に

化
け

る

と

は

思
い

ま

せ

ん

で

し

た
」

と

言
つ

た
。

明

く

る

年
の

春
に

桓
は

敗
れ

た
。

「

車

に

軸

無
く
、

孤

木

に

倚

る
」

と

は
、

桓
の

字

で

あ

る
。

荊
州

は

玄

の

首

を
送

り
、

ポ
ロ

　

　

　
ろ
う

い

ん

ポ

ロ

の

籠
茵
で

こ

れ

を

包

み
、

ま

た

芒
の

縄
で

そ

の

死

体
を

縛
り

つ

け
、

こ

れ

を

江

の

中
に

沈
め

た
。

悉

く

歌
わ

れ

て

い

た

内

容
の

通

り
に

な
っ

た
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

廣

記
』

三

六

八

に

見

え

る
。

 

桓

玄

簒

位

後
、

來

朱

雀

門

中

ー
こ

の

十

字
、

『

廣

記
』

は

「

東

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

わ
ん

げ
ん

　
　

　
　

　
　

す

ざ

く

も
ん

　

晉

桓

玄

時
、

朱

雀

門

下
」

（

東
晉

の

桓

玄

の

時
、

朱

雀

門
の

　

下
に
）

九

字

に

作
る

。

「

桓
玄
」

は
、

晉
、

龍

亢
の

人
。

温

の

　
庶

子
。

字
は

敬
道

。

一

名
は

靈

寶
。

殷

仲

堪
ら

に

推

さ

れ
て

盟

　
主

と

な

る
。

荊
州
・

雍

州

を
制
圧

し
、

都

督
荊
江
八

州

軍

事
、

　
荊

江

二

州

刺

史
と

な

る
。

つ

い

で

兵
を

挙
げ

て

建

康

に

入

り
、

　
大

尉

と

な
っ

て

百

官
を

統
べ

た
。

安
帝
よ

り

帝
位
の

禅

譲

を
受

　

け
て

即

位
し

た

が
、

劉

裕
ら
に

誅
さ

れ
た

。

（
『

晉

書
』

九

九
、

　

『

魏

書
』

九

七
）

 

朱
雀

門

−
建

康
の

門

名
。

（

『

南
史
』

宋
孝

武

帝

紀
）

　

　

　

　
か

ご

 
籠

歌

ー
籠
の

歌
。

『

廣
記
』

は

こ

の

上

に

「

芒
」

字

あ

り
。

 
芒

籠

茵

ー
「

茵
」

字

に

つ

い

て
、

『

廣

記
』

は

「

茵
原

作

首
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も

と
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

よ

　

據

明

鈔

本

改
」

（

茵

原

は

首

に

作

る
。

明

鈔

本

に

據
り

て

改

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も
ワ

こ

　
む
）

と

注

し

て

い

る
。

「

芒
」

は
、

す
す

き
。

「

籠

茵
」

は
、

畚

　
に

す

る

む

し

ろ

か
。

 

聲

甚
哀

楚
、

聽
者
亡

歸

　
こ

の

八

字
、

四

庫

全

書

本
は

「

聲

甚

　

哀

促

無

歸
」

六

字
に

作

る
。

「

亡
」

字
、

『

廣
記
』

は

「

忘
」

　

字
に

作

る
。

「

哀

楚
」

は
、

か

な

し

み

い

た

む
。

「

楚
」

は
、

　
い

た

み

か

な

し

む

こ

と
。

 
建

康

縣

　
県

名
。

晉
に

置
か

れ

た
。

三

國

呉
の

建

業
の

地
。

晉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
び
ん

　

代
、

業

を

鄰
と

改
め

、

更
に

愍
帝
の

諱

を

避
け

て

建

康
と

し

た
。

　

故

城
は

今
の

南
京

市
の

南
。

 

至

閤
下
、

遂
成
雙
漆

鼓

槌

1
こ

の

九

字
、

『

廣
記
』

は

「

至

閣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
つ

ひ

　

　
い

つ

さ

う

　

　
し

つ
　
ニ

　
つ

ゐ

　

下
、

遂

成
一

雙
漆

鼓

槌
」

（

閣
下

に

至

り
、

遂

に
一

雙
の

漆

鼓
槌

　
と

成
る

）

十
字

に

作
る

。

 

吏

列

云

1
「

列
」

字
に

つ

い

て
、

『

廣

記
』

は

「

列

原

作

劉
。
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も
と

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

よ

　

據

明

鈔

本

改
L

（

列

原

は

劉
に

作

る
。

明

鈔

本

に

據
り

て

改

　

む
）

と

注

し

て

い

る
。

 
車

無

軸
、

倚
孤

木
、

桓
字

也

　
「

桓
」

字
の

旁

コ

旦
」

は
「

車
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
よ

　

か

ら

軸
を

取
っ

た

形

を
し

て

お

り
、

そ

れ

が

「

一

木
」

に

倚
り

　

か

か
っ

て

い

る
。

こ

の

歌

が

桓
玄

の

行

く

末
を

暗
示

し

て

い

た

　

こ

と

を

い

う
。

 
用

敗

籠
茵
包

之

ー
こ

の

四

字
、

『

廣
記
』

は

「

用

敗
籠

茵
包

裹

　

　

　

や

ふ

　

　
　

　
　

　
　
ろ

う

い

ん

　

　

も
つ

　

之
し

（

敗

れ

た

る

籠

茵
を

用
て

之

を
包

裹
す
）

五

字
に

作

る
。

 
又

芒

繩
束

縛

其

屍

　
『

廣

記
』

は

「

又
」

字
の

下
に

「

以
」

字

　

が

あ

る．、

 

悉
如

所

歌
焉

ー
こ

の

五

字
、

『

廣

記
』

は
「

悉

如
童

謠

所

言
爾
」

　

　
こ

ご

ご

ど

　

　

　

　

　

　

　

　
レ

　

　

　

　

　

　

こ

と

　

　

　

　

　

の

み

　

〔

悉

く

童

謠
の

言

ふ

所

の

如
く

な
る

爾
）

七

字
に

作
る

。

　

　

　

　

　

　
や

う

せ

ん

08
 

陽

羨

書
生

転

陽
羨
の

書
生
）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
 

　
陽
羨

許
彦
、

于

綏

安
山

行
、

遇
一

書
生

。

年

十
七

八
、

臥

路
側

、

　
云

脚
痛
、

求

寄

鵝

籠
中

。

彦
以

爲
戲

言
、

書
生

便
入

籠
。

籠
亦

　
不

更

廣
、

書
生

亦

不

更
小
、

宛

然

與
雙
鵝
竝

坐
、

鵝
亦

不

驚
。

　
彦

負

籠
而

去
、

都
不

覺

重
。

前
行

息

樹
下

。

書
生

乃

出

籠
、

謂

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
彦

日

「

欲

爲
君

薄

設
。

」

彦

日

「

善
。

」

乃

口

中
吐

出
一

銅

奩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　
子

。

奩
子

中
、

具
諸

飾

饌
。

珍
羞

方

丈
、

其

器
皿

皆
銅

物
。

氣

　

味

香
旨
、

世

所
罕

見
。

酒

數

行
、

謂

彦
日

「

向

將
一

婦

人

自
隨

。

　

今

欲

暫

邀

之
。

」

彦

日

「

善
。

」

又

於
口

中
、

吐
一

女

子
。

年

　

可

十

五

六
、

衣

服

綺

麗
、

容

貌

殊
絶

。

土
ハ

坐

宴
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

俄
而

書
生

醉

臥
。

此
女

謂

彦

日
「

雖

與

書
生

結
妻
、

而

實

懐
怨

。

　

向
亦

竊
得
一

男

子
同

行
。

書
生

既
眠

、

暫
喚
之

。

君
幸

勿

言
。

」

彦
日

「

善
。

」

女
，

†

於
口

中
、

吐

出
一

男

子
。

年
可

二

十
三

四
、

亦

穎
悟
可

愛
。

乃

與
彦

敍

寒

温
。

書
生

臥
欲

覺
。

女

子
口

吐
一

　

　

　

　

錦
行

障
遮

書
生

。

書
生
乃

留

女
子

共

臥
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
男
子

謂

彦

日

「

此

女

子
、

雖

有

心
、

情
亦

不

甚
。

向

復

竊
得
一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

　
女

人

同

行
。

今

欲

暫

見
之

。

願

君

勿
洩

。

」

彦

日

「

善
。

」

男

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
子

又

於
口

中
吐
一

婦

人
、

年

可
二

十

許
。

共

酌
、

戲

談

甚

久
。

　
聞

書
生

動

聲
、

男

子

日

「

二

人

眠

巳

覺
。

」

因

取

所
吐

女
人
、

　
還

納
口

中
。

　

　

　

　

　

　

　

須
臾
、

書
生

處

女
乃

出
。

謂

彦
日

「

書
生

欲
起

。

」

乃

呑

向

男

　
子

、

獨

對

彦
坐

。

然

後
、

書
生

起

謂

彦
日

「

暫
眠

遂

久
。

君

獨

　
坐
、

當

悒

悒

耶
。

日

又

晩
。

當

與

君

別
。

」

遂
呑

其

女
子
、

諸

　

器
皿
、

悉

納
口

中
。

留
大

銅

盤

可

二

尺

廣
、

輿
彦

別
日

「

無

以

　

藉

君
。

與

君

相

憶
也

。

」

　

　
 

　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
 

　

彦

大

元

中
、

爲

蘭
臺

令
史

。

以

盤

餉
侍

中
張

散
。

散

看
其

銘

題
、

　

　

　
　

　

云

是

永

平
三

年

作
。

や
う

せ

ん

　

　

き
よ

げ
ん

　

　

す
ゐ

あ
ん

　

　

お

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

陽

羨
の

許

彦
、

綏
安
に

于

て

山

行

し
、

一

書
生
に

遇

ふ
。

年
は

十

　

　

　

　

　

　
ふ

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

い

七

八
、

路

側

に

臥
し

、

脚

痛
し

と

云

ひ
、

鵝

籠
の

中

に

寄

ら

ん

こ

　

　

　

　

　

　
も
つ

　

　

ぎ

げ
ん

　

　

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ゴ

な

は

　

　

　

　

　

い

と

を

求

む
。

彦

以

て

戲

言
と

爲

す

も
、

書
生

便

ち

籠
に

入

る
。

カ

ご
　

　
　

ま

　

　
　

さ
ら

　

　

　
　

ひ

ろ

籠
も

亦
た

更
に

は

廣

く
な

ら

ず
、

書
生

も

亦
た

更

に

は

小

と

な

ら

　

　
ゑ

ん

ぜ
ん

　

　

な

ら

ざ

　

　

ま

ず
、

宛

然

と

し

て

雙

鵝
と

竝

び

坐

し
、

鵝
も

亦

た

驚
か

ず
。

彦

　

　

　

　

　
ゆ

　
　

　

　

　

すバ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

す

す

籠
を

負

ひ

て

去

く

に
、

都
て

重

き

を

覺
え

ず
。

前
み

行

き
て

樹

下

　
い

こ

　

　

　

　

　

　

　

ア

な

は

　

　

　

　

　

　

　

い

　

　

　

　

　

　

　

い

　

　

　

　

い

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た
め

に

息
ふ

。

書
生

乃

ち

籠
よ

り

出

で
、

彦
に

謂
ひ

て

日

く
「

君

が

爲

　
い

さ

さ

　

　
ま
う

　

　

　

　

　

ほ

つ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

は

　

　

　

　

よ

に

薄

か

設

け

ん

と

欲
す
」

と
．、

彦

曰

く
「

善
し
」

と
。

乃

ち

口

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

た

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
　

も

ろ

も

中
よ

り

吐

き

て
一

の

銅

奩

子

を

出

す
。

奩
子

の

中
に
、

諸

ろ

の

96
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そ

な

　
　
　

　
ち

ん

し
う

　
は
う

ぢ

や

う

　

　

そ

　

　

　
　
　

　

　

　

み

飾
饌

を

具
ふ

。

珍

羞

方

丈
、

其
の

器
皿

は

皆
な

銅

物

な

り
。

氣

　

　

　

　

　

　
ま
れ

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
す

フ

か

フ

味

香

旨
、

世
に

罕
に

見
る

所

な
り

。

酒

數

行
し

、

彦
に

謂
ひ

て

　

　

　
さ

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ひ

　

　

　

　
み
つ

か

　

し

た

が

　

　

　

　

　

　
し

ば

ら

　

　
こ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
む
か

曰

く

「

向
に
一

婦

人
を

將
き

て

自

ら

隨

ふ
。

今

暫

く

之
を

邀

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

へ

ん

と

欲
す
」

と
。

彦

曰

く

「

善
し

」

と
。

又

た

口

中

よ

り
、

　一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ば
か

女

子

を

吐

く
。

年
は

十

五

六

可
り

、

衣

服

綺
麗

に

し

て
、

容
貌

　

　

　

　

　
と

も
　

　
　

さ

殊

絶
な
り

。

共
に

坐
し

て

宴

す
。

に

は

か

　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　

　

　
ふ

　
　
　

　

　
こ

俄

に

し

て

書
生

醉
ひ

て

臥

す
。

此

の

女

彦
に

謂
ひ

て

曰

く
「

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
さ

き
　

　

　
ま

　
　

　
ひ

そ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

だ

　

　

　

　

　

　

　
い

へ
ど

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
じ

つ

生

と

結
妻

す
る

と

雖

も
、

實

は

怨

み

を

懐

く
。

向

に

亦

た

竊
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
す
で

　

　

　

　

　

　

　
　

　
し

ば

ら

に
一

男

子
の

同

行
す

る

を

得
た

り
。

書
生

既
に

眠

れ

ば
、

暫

く

こ

れ

　
　

よ

　

　
　

　
　

　
　

　

ね

が

　

　

　
　

　
　

　
　

　

な
か

之

を

喚
ば

ん
。

君

幸
は

く
は

言
ふ

勿
れ
」

と
。

彦

曰

く
「

善
し
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

だ

と
。

女
子

口

中
よ

り
、

吐

き

て
一

男

子

を

出
す

。

年

は

二

十

三

　
は
か

　
　

　

　

　

　

　
え

い

ご

　

　

　

　

　
べ

　

　

　

　

す
な

は

四

可

り
、

亦

た

穎

悟

愛
す

可

し
。

乃

ち

彦
と

寒

温

を

敍

す．、

書

　

　

　

　

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

う
し

や

う

生

臥

よ

り

覺
め

ん

と

欲
す

。

女
子

は

口

よ

り
一

錦
の

行

障

を

吐

　

　

　

　

　
さ

へ
ぎ

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
と

ど

き

て

書
生

を

遮

る
。

書
生

乃

ち

女
子

を

留
め

て

共

に

臥
す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

　

ち

よ

し

　

こ

こ

ろ

　

　

　

い

へ
ど

　

　

　

　

ま

男

子

彦
に

謂

ひ

て

曰

く
「

此

の

女
子

、

心

有
り

と

雖

も
、

情

亦

　

　

　

　

　

　

　

さ
き

　

　
　

ま

　
　
　
ひ

そ

た

甚
だ

し

か

ら

ず
。

向
に

復
た

竊
か

に
一

女
人

の

同

行
す

る

を

得

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も

　

　

　
　
な

か

た

り
。

今

暫
く

之

に

見
は

ん

と

欲
す

。

願
は

く

は

君

洩

ら

す

勿

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

れ
一

と
。

彦

日

く

「

善
し

」

と
。

男

子

又

た

口

中

よ

り
一

婦

人

　

　

　

　

　

　

　

　

ば
か

　
　
　

　
　
　

へ

を

吐

く

に
、

年

は

二

十

許
り

な

る

可

し
。

共

に

酌

し
、

戲
談
す

る

　

　
は

な

は

　

　
ひ

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

こ

ま

こ

と

甚

だ

久

し
。

書
生

の

動

く

聲
を

聞

き
、

男
子

曰

く
「

二

人

　

　
す
で

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
ま

眠

り

已

に

覺
む
」

と
。

因
り

て

吐

く

所
の

女

人
を

取
り
、

還
た

口

　

　
を

さ

中

に

納

む
。

し

ゆ

ゆ

須
臾

に

し

て
、

書
生

の

處
女

乃
ち

出

づ
。

彦
に

謂
ひ

て

曰

く
「

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ
き

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
ひ

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
む
か

生

起

き
ん

と

欲

す
」

と
。

乃

ち

向
の

男
子

を

呑

み
、

獨

り

彦
に

對

ひ

て

坐

す
。

然

る

後
、

書
生

起

き
て

彦
に

謂
ひ

て

曰

く

「

暫
く

　

　

　
つ

ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

さ

　

　
い

ふ

い

ふ

眠

り

て

遂

に

久
し

く

す
。

君

獨

り

坐

し
、

當

に

悒

悒
た

る
べ

き

　

　

　

ま
　

　

　

　
く
　
　

　

　
　

　

ま
さ

や
。

日

又

た

晩

る
。

當

に

君

と

別

る
べ

し
」

と
。

遂
に

其
の

女

　

　
の

　

　

　

　
も

ろ

も

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

ご

ご

と

子

を

呑

み
、

諸

ろ

の

器

皿
、

　

悉

く

口

中
に

納

む
。

大

銅

盤
の

　

　
ば
か

二

尺

可

り

の

廣
さ

な

る

を

留
め

、

彦

と

別

れ

て

曰

く

「

以

て

君
に

を
さ

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

あ
た

　

　
　
　
　
あ

　

　

お

も

藉
む

る

無

し
。

君
に

與
へ

て

相
ひ

憶
は

ん
」

と
。

　

た

い

げ
ん

　

　

　

ら

ん

だ
い

れ

い

　
し

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
じ

ち

ゆ

う

　

　

　

　

　

　

　
　

も

て

な

彦

大

元

中
、

蘭

臺

令
史

と

爲
る

。

盤

を

以

て

侍

中

の

張

散

を

餉

　

　

　

そ

　
　

　

　
　
　

　

　
み

　
　
　

　

　
　
こ

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

い

す
。

散

其
の

銘

題

を

看

る

に
、

是
れ

永

平
三

年

の

作

と

云

ふ
。

【

通

釈
】

　
よ
う

せ

ん

　

　
き
ょ

げ
ん

　

　

　

す
い

あ

ん

　

陽

羨
の

許
彦

は
、

綏
安
で

山

の

中
を

歩
い

て

い

て
、

　一

人
の

書

生

に

出

く
わ

し

た
。

年
の

頃
は

十

七
・

八
、

路
側

に

臥
し

、

脚
が

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
げ

ん

痛
い

と

言
い
、

鵞
鳥
の

籠
の

中
に

入

れ

て

ほ

し

い

と

言
つ

た
。

彦

は

そ

れ

を

冗

談
だ

と

思
っ

た

が
、

書
生

は

直

ぐ
に

籠

に

入
っ

た
。

籠
も

そ

れ

以
上

は

広

く
な

ら

ず
、

書
生

が

元
の

姿
よ

り

小

さ

く

な

る
こ

と

も

な
く
、

そ
の

ま
ま

二

羽

の

鵞

鳥
と

並

ん

で

坐
っ

た

が
、

鵞
鳥

が

驚

く

こ

と

も

な
か
っ

た
。

彦
は

籠

を

背

負
っ

て

歩
い

て

行

っ

た

が
、

全

く

重

さ

を

感
じ

な
か
っ

た
。

進
ん

で

行
っ

て

樹
の

下

で

休

息

を

取
っ

た
。

書
生

は

そ

こ

で

籠
か

ら

出
て
、

彦
に

こ

う

言

っ

た
「

あ
な

た

の

為

に

少

し

御
馳

走
を

用

意
し

た

い

と

思

い

ま

す
」

と
。

彦

は

「

そ

れ

は

あ

り

が

た
い
」

と

言
っ

た
。

そ

こ

で

口

の

中

か

ら
一

揃
い

の

銅
の

箱

を

吐

き

出
し

た
。

箱
の

中

に

は
、

様
々

な

御
馳

走
が

取

り

揃

え

ら

れ

て

い

る
。

珍
し

い

料
理

が
一

丈

四

方
に

広

げ
ら

れ
、

そ

の

器

や

皿

は

皆
な

銅
で

出

来

て

い

た
。

匂
い

や

味

は

香
し

く
て

美
味

し

く
、

世

間
で

は

と

て

も

珍
し

い

も
の

ば

か

り

で

あ
っ

た
。

酒

を

何
度
か

酌
み

交
わ

し
、

彦

に

言

う
に

は

コ

人

の

女

性
を

連
れ

て

来

て

い

ま

す
。

い

ま

暫

く

彼

女
を

迎

え

た
い

と
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思

う
の

で

す

が
」

と
。

彦

は

「

構
い

ま

せ

ん

よ
」

と

言
っ

た
。

ま

た

口

の

中

か

ら
、

一

人
の

娘

を

吐

き

出

し

た
。

年
は

十

五
・

六

ほ

ど
、

綺
麗

な

着
物

を

き

て
、

容

貌
も

見

た

こ

と

が

な

い

ほ

ど

美
し

か
っ

た
。

皆

で
一

緒
に

坐

し

て

宴
会

を

開
い

た
。

　

に

わ

か

に

書
生

が

酔
っ

て

寝
て

し

ま
っ

た
。

こ

の

娘

が

彦

に

言

う
に

は

「

こ

の

書
生

と

結

婚
し

た

と

は

い

え
、

本

当
は

好

き
で

は

な
い

の

で

す
。

前
か

ら

窃
か

に
一

人

の

男
性

を

連

れ

て

来
て

い

ま

す
。

い

ま

書
生

が

眠
っ

た

の

で
、

暫
く

彼

を

呼
び

出
し

た

い

と

思

い

ま

す
．、

ど

う

か

あ

な

た

は

黙
っ

て

い

て

下

さ
い
」

と
。

彦
は
「

構

い

ま

せ

ん

よ
」

と

言
っ

た
。

娘

は

口

の

中
か

ら
、

　一

人
の

男
を

吐

き

出

し

た
。

年

は
二

十

三
・

四

程
で
、

彼
も

ま

た

才
知

に

優
れ

た

美

男
子

で

あ
っ

た
。

そ

う
し

て

彦

と

挨

拶
を

交

わ

し

た
。

書
生

が

眠
り

か

ら

覚
め

そ

う
に

な
っ

た
。

娘

は
口

か

ら

錦
の

幕
を

吐

き

出

し

て

書
生

を

遮
っ

た
。

書
生

は

そ

う

し

て

娘

を

留

め

て
一

緒
に

眠

っ

た
。

　

男
が

彦
に

言
う

に

は
「

こ

の

娘
は

、

そ

の

気

は

あ
る

の

で

す
が
、

私

に

は

そ

れ

程
の

情
は

あ

り

ま
せ

ん
。

以

前
か

ら

ま

た

窃
か

に
一

人

の

女

性
を

連
れ

て

来
て

い

ま

す
。

い

ま

暫

く

彼
女
に

会
い

た

い

と

思

い

ま

す
。

ど

う

か

こ

の

事

を

洩

ら

さ

な
い

で

ほ

し

い

の

で

す
」

と
。

彦

は

「

い

い

で

す
よ
」

と

言
っ

た
。

男

子

は

更

に

口

の

中
よ

り
一

人

の

婦

人
を

吐

き

出

し

た

が
、

そ

の

年

は
二

十

ほ

ど

に

見

え

た
。

共

に

酒
を

酌

み

交

わ
し
、

長
い

あ
い

だ

談

笑
し

て

い

た
。

書

生
の

動

く

音
を

聞

き
、

男
が

言
う
に

は

「

眠
っ

て

い

た

二

人

が

そ

ろ

そ

ろ

目

を

覚
ま

し

そ

う

で

す
」

と
。

そ

こ

で

吐

き

出

し

た

女

性

を

取
っ

て
、

ま

た

口

の

中
に

納
め

た
。

　

暫

く

し

て
、

書
生

の

妻
が

起

き

出

し

て

来
た
。

彦

に

言

う
に

は

「

書
生

が

目
を

覚
ま

し

そ

う

で

す
」

と
。

そ

こ

で

先

程
の

男

を

呑

み

込

み
、

一

人

で

彦

と

向

か

い

合

わ

せ

に

坐
っ

た
。

そ

れ

か

ら

後
、

書
生

は

起

き
て

彦
に

こ

う
言
っ

た

「

ほ

ん

の

少

し

眠

る

だ

け
の

つ

も
り

が

そ

の

ま

ま

寝
入
っ

て

し

ま

い

ま

し

た
。

あ

な

た

は
一

人

で

こ

こ

に

坐
っ

て

い

て
、

さ

ぞ

つ

ま

ら

な

か
っ

た

こ

と

で

し

よ

う
。

日

も
ま

た

暮
れ

よ

う

と

し

て

い

ま

す
。

あ

な

た

と

は

こ

こ

で

お

別

れ

で

す
」

と
。

そ

の

ま

ま

娘
を

呑

み

込

ん

で
、

諸
々

の

器

と

皿

を
、

み

な
口

の

中

に

納

め

た
。

二

尺

ば

か

り

の

大

き
な

銅
の

盤

を

残

し
、

彦

と

別

れ

て

言

う

に

は

「

あ

な

た
に

何

も
お

礼
で

き

る

も
の

が

あ

り

ま

せ

ん
。

こ

れ

を

記
念

に

あ

な
た

に

差

し

上

げ
ま

す
」

と
。

　

　

　
た
い

げ
ん

　

　

　

　

ら

ん

た
い
れ
い
し

　

彦

は

太

元

年
間

に
、

蘭

臺

令
史
に

な
っ

た
。

そ

の

盤

を

使
っ

て

じ

　
ら

ゆ

う

侍

中

の

張

散

を

も
て

な
し

た
。

散
が

そ

の

銘

を

見

る

と
、

永

平

三

年
の

作
と

記

さ

れ

て

い

た
。

【

語
釈
】

＊

こ

の

話

は

『

廣

記
』

二

八

四

に

見

え

る。

 

陽

羨

　
県

名
。

秦
に

置
か

れ

た
。

故
城

は

今
の

江
蘇

省

宜
興

県

　

の

南
。

『

廣
記
』

は

こ

の

上

に

「

東

晉
」

二

字
が

あ

る
。

 
于

綏

安

山
行

ー
「

綏

安
」

は
、

県

名
。

福

建
省
潭

浦

縣
の

西

南
。

　

「

于
」

字
、

四

庫
全

書
本
は

「

相
」

に

作

る
。

 
路

側

1
「

路
」

字
、

四

庫
全

書
本

に

無
し

。

 
一

銅

奩
子

1
『

廣
記
』

は

「

銅
」

の

後
に

「

盤
」

字
あ

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
せ
ん

か

う

 
飾

饌
1
こ

の

二

字
、

『

廣

記
』

は

「

饌
殻
」

に

作

る
。

 
珍

羞

方
丈

1
『

廣
記
』

は

こ

の

上

に

「

海

陸
」

二

字

有

り
。

 
雖

與

書
生

結

妻

1
「

妻
」

字
、

『

廣
記
』

は

「

好
」

に

作
り

、
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も
と

　

「

好

原
作
妻

。

據

明

鈔

本
改
」

（

好

原
は

妻
に

作
る

。

明

鈔

　

　

　
よ

　

本

に

據
り

て

改

む
）

と

注
し

て

い

る
。

 
懐
怨

　
「

怨
」

字
、

『

廣

記
』

は

「

外

心
」

二

字
に

作
る

。

 
遮

書
生

　
こ

の

三

字
、

『

廣

記
』

に

無
し

。

 
雖

有
心
、

情
亦

不

甚

1
こ

の

七

字
、

『

廣

記
』

は

「

雖

有
情
、

　

心

亦
不

盡
」

に

作
る

。

 

願

君

勿

洩

1
「

洩
」

字
、

『

廣

記
』

は

「

泄

言
」

二

字

に

作
る

。

 
共

酌

1
こ

の

二

字
、

『

廣

記
』

は

「

共

讌

酌
」

（

共

に

讌

酌
す
）

　

三

字
に

作
る

。

 
戲

談

1
「

談
」

字
、

『

廣

記
』

は

「

調
」

に

作
る

。

 
處
女

1
『

廣

記
』

は

こ

の

下
に

「

子
」

字
あ

り
。

 
大

元

ー
太

元
。

東

晉
、

孝

武

帝

（

司
馬

曜
）

の

年

号
。

三

七

六

　

〜

三

九

六

年
。

 
蘭
臺

令

史

ー
官

名
。

後

漢
に

置
か

れ

た
。

奏
事
お

よ

び

印
工

（

印

　

刻
）

・

文

書
を

掌
る

。

 
侍
中

−
官
名

。

秦

に

置
か

れ

た
。

も

と
丞

相
の

史
で

殿

内

東

廂

　

を

往
来
し

て

事

を

奏
上

す

る

こ

と

を

掌
っ

た
、

漢
代

に

は

加

官

　

と

さ

れ
、

乗

輿
服

物

を

分

掌
し
、

中

官
と

共
に

禁
中
に

仕
え

た
。

　

魏
晉

以

降
は

門

下

省
の

長

官
と

な

る
。

 
張

散

−
未

詳
。

 
永
平
三

年

ー
五

九

年
。

「

永

平
」

は
、

後
漢
の

明

帝
（

劉

莊
）

　
の

元

号
。

五

七

〜

七

五

年
。

『

廣

記
』

は

こ

の

上

に

「

漢
」

字

　

を

置

く
。

09

登

高
（

高
き

に

登

る
）

の

　
　

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　
　

汝
南

桓

景
、

隨
費

長
房

、

遊
學
累

年
。

長

房
謂

日
「

九

月
九

日
、

汝

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

　
　

家
中

當

有
災

。

宜

急
去

。

令

家
人

各

作

絳
嚢
、

盛

茱
萸

以

繋

臂
、

　
　
　
　

　

　
　

　

　

　
　
　
　

ゆ
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

登

高

飲

菊
花

酒
、

此

禍
可

除
。

」

景

如

言
、

齊

家
登

山
。

夕

還
、

見

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

　

鷄
犬
牛

羊
、

　一

時

暴
死

。

長

房

聞

之

日

「

此

可
代

也
。

」

今

世

人
、

九

日

登

高

飲
酒

、

婦

人

帶
茱

萸
嚢、

蓋

始
於

此
。

じ

よ

な
み

　

く

わ
の

け
い

　

　

ひ

ち
や

コ

ぱ
フ

　

し

た

が

　

　

　

い

フ

が

く

　

　

　

　

　

　

か

さ

汝

南
の

桓

景
、

費

長

房
に

隨

ひ
、

遊
學
し

て

年

を

累
ぬ

。

長

　

い

　
　
　
　
　
　
い

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

さ
　
　
　

わ

ざ

は

房

謂
ひ

て

曰

く

「

九

月

九

日
、

汝
の

家

中
に

當
に

災

ひ

有
る
べ

　

　
よ

う

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　

お

の

お

　

　
か

う

な

う

し
。

宜
し

く

急
ぎ

去

る
べ

し
。

家

人
を

し

て

各

の

絳

嚢

を

作
り
、

し

ゆ

ゆ

　

　

　
も

　

　

　

　

も
つ

　

　

ひ

　

　

つ

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き
く

く

わ

し

ゆ

茱

萸
を

盛

り

て

以
て

臂
に

繋

ぎ
、

高
き

に

登

り

て

菊

花
酒

を

飲

ま

し

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

　

　

わ

ざ

は

ひ

　
の

ぞ

　

　

　

　
へ
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

げ
ん

　

ご
と

令
む

れ

ば
、

此
の

禍

　
除
か

る

可
し

」

と
。

景

言

の

如

く

し
、

　

　
あ

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ
き

べ

　
　

か

へ
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
に

は

か

家
を

齊

げ
て

山
に

登
る

。

夕

に

還

る

に
、

鷄
犬

牛

羊
、

一

時
に

暴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

れ

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

こ

　
　
　
か

に

死

す

る

を

見

る
。

長

房

之

を

聞

き

て

曰

く

「

此
れ

代
は

り

た

　
べ

る

可

き

な

ら
ん
」

と
。

今

世

人
、

九

日

に

高

き
に

登

り

て

酒

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

　

　

　

　
　
　

　

　

　
け

だ

　
　
　
こ

飲
み

、

婦

人

茱
萸
の

嚢

を

帶

ぶ

る

は
、

蓋
し

此

れ

よ

り

始

ま

る

な

ら
ん

。

【

通

釈
】

　
じ

ょ

な

ん

　

　

か

ん

け

い

　

　

　

　

ひ

ち

エ

う

ぽ
う

　

汝

南
の

桓
景

は
、

費

長

房
の

も

と

に

遊
学
し

て

何

年
か

が

経

っ

た
。

長
房

が

言
う
に

は

「

九

月

九

日
、

お

前
の

家
の

中

で

き
っ

と

災
い

が
あ

る
だ

ろ

う
。

急
い

で

戻
る

が

い

い
．、

家

人
に

そ

れ

ぞ

　
あ
か

　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　
　
　

う
で

れ

絳
い

袋
を

作
ら

せ
、

茱

萸

を
入

れ

て

臂
に

繋
ぎ
、

高
い

所
に

登

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
わ

ざ

わ
い

っ

て

菊

花
の

酒
を

飲
ま

せ

た

な

ら
、

こ

の

禍

は

除
か

れ

る

だ

ろ

う
」

と
。

景

は

言

う
通

り

に

し
、

　

＝
豕

で

山
に

登
っ

た
。

夕

方

に

戻
っ

て

く

る

と
、

鶏

や
犬
・

牛

や

羊
が
、

急
に

み

な

死

ん

で

し

ま

っ

て

い

る

の

を

見

た
。

長

房
が

こ

の

話

を

聞
い

て

言

う

に

は

「

こ
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れ

ら

が

身

代
わ

り

に

な
っ

た

の

だ
」

と
。

い

ま

世

間
の

人
々

が
、

九

日

に

高
い

所

に

登
っ

て

酒

を

飲
み
、

婦

人
が

茱

萸
の

入
っ

た

袋

を

身

に

つ

け

る

の

は
、

お
そ

ら

く

こ

れ

か

ら

始
ま

っ

た

の

だ

ろ

う
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話
は

『

類
聚
』

四

お

よ

び

八

九
、

『

初

學
記
』

四
、

『

事

類

賦
』

注

五
、

『

御

　
覽
』

三
二
、

九

九
一
、

『

荊

楚

歳

時

記
』

に

見

え

る
．

 
汝

南

−
郡

名
。

漢
に

置

か

れ

た
。

治
は

平

輿
。

河

南
省
汝

南

県

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
え
ブ

し

ゆ

つ

　
の

東

南
。

河

南
省
の

汝

寧
・

陳
州
の

二

府
、

及
び

安

徽
省
潁

州

　

府
の

地
。

ま
た
、

東
晉
に

僑

置
さ

れ

た
。

湖

北

省
武

昌

県
の

西

　

南
。

 
桓

景

　
後

漢
、

汝

南
の

人
。

費
長
房
の

弟

子
。

 
費
長
房

　
後

漢
、

汝

南
の

人
。

仙

術
を

会

得
し

て

名

を

あ

げ
た

。

　

（

『

後

漢
書
』

一

一

二
）

 

遊

學
累

年

　
「

累

年
」

二

字
、

『

類

聚
』

八

九

お

よ

び

『

初
學

　

記
』
、

『

事
類
賦
』

、

『

荊

楚
歳

時

記
』

に

無
し

。

 
長

房
謂

団

　

『

類

聚
』

四

お

よ

び

『

初

學

記
』
、

『

御

覽
』

三

　

二
、

『

荊
楚

歳

時
記
』

は

「

長
房

謂

之

日
」

五

字

に

作

る
。

『

類

　

聚
』

八

九

は

「

謂
之

日
」

三

字

に

作

る
。

『

御
覽
』

九

九
一

は

　

「

房
謂

之

日
」

四
字

に

作
る

。

 

汝

家
中
當
有

災

1
こ

の

六

字
、

『

類
聚
』

四

お

よ

び

『

御

覽
』

　

三

二

は

「

汝

家

當

有

災

厄
」

に
、

『

類

聚
』

八

九

は

「

汝

南
當

　

有

災
厄
」

に
、

『

初
學
記
』

は

「

汝

南
當

有

大
災
厄
」

七

字
に
、

　

『

事
類

賦
』

は

「

汝

家

有

厄
」

四

字

に
、

『

御

覽
』

九

九
一

は

　

　「

汝

家
有
災

厄
一

五

字
に

作
る

。

「

災
一

字
、

『

荊
楚

歳

時
記
』

　

は

「

災
厄
」

二

字
に

作
る

。

 
宜

急
去

　
こ

の

三

字
、

『

類

聚
』

四

は

「

急
宜

去
」

に
、

『

類

　

聚
』

八

九

お

よ

び

『

初
學

記
』

、

『

荊

楚

歳

時

記
』

は

「

急
」

　
一

字

に
、

『

事
類

賦
』

は

「

急
去
」

二

字
に
、

『

御
覽
』

九

九

　
一

は

「

宜

令

急
去
」

四
字

に

作
る

。

 
令

家
人

各

作

絳

嚢
1
「

各

作

絳
」

三

字
、

『

類

聚
』

八

九

お

よ

　

び

『

初

學

記
』

、

『

荊
楚

歳
時

記
』

は
「

縫
」

一

字

に

作
る

。

「

令
」

　

字
、

『

御

覽
』

九

九
一

に

無
し

。

 
盛

茱

萸
以

繋
臂

　
「

以
」

字
、

『

類

聚
』

八

九

お

よ

び

『

初

學

　

記
』
、

『

荊

楚

歳
時

記
』

に

無
し

。

『

初

學

記
』

『

御

覽
』

九

九

　
一

は
、

こ

の

句
の

後
に

「

上
」

｝

字

有
り

。

 

茱

萸

1
か

わ

は
じ

か

み
。

呉
茱

萸
。

山

茱

萸
。

ミ

カ

ン

科
の

落

　

葉
小

高
木

。

初

夏
、

緑

白

色
の

小

花
が

集
ま
っ

て

咲
く

。

赤
い

　

実
は

漢
方

薬

と

し

て

頭
痛
・

嘔
吐

に

用

い

ら

れ

る
。

中

国
の

原

　

産
で
、

日

本

に

は

享

保

年
間

（

一

七

ー
ハ

〜
一

七

三

六

年
）

に

　

渡
来
し

た
。

 

登

高

飲
菊

花

酒

1
「

高
」

字
、

『

類

聚
』

八

九

お

よ

び

『

初

學

　

記
』

、

『

荊
楚

歳
時

記
』

は

「

山
」

に

作

る
。

「

花
」

字
、

『

類

　

聚
』

四

お
よ

び

八

九
、

『

初
學
記
』

、

『

事

類

賦
』

に

無
し

。

 
菊
花

酒

−
菊
の

花
と

葉
と

を

黍

米
に

入

れ
て

醸
し

、

重

陽
の

節

　

句
に

不

祥

を

祓

う
為
に

飲
む

酒
。

菊
酒

。

菊

酎
。

 
此

禍

可

除

1
「

除
」

字
、

『

類
聚
』

四

お

よ

び

八

九
、

『

初

學

　

記
』
、

『

事

類

賦
』

、

『

御

覽
』

三

二

お

よ

び

九

九
一

、

『

荊
楚

歳

　

時

記
』

は
「

消
」

に

作
る

。

『

御

覽
』

三

二

に

「

可
」

字

無
し

。

 
景

如

言
、

齊

家
登

山
、

夕

還

…
こ

の

九

字
、

『

事

類

賦
』

は

「

景

　

歸
」

二

字
に

作
る

。

「

景

如
言
、

齊

家
登

山
」

七

字
、

『

類

聚
』

100

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　
八

九

は

「

景

如

其

言
、

擧

家
上

山
」

四

字

に

作
る

。

「

齊

家

登

　

山
」

四

字
、

『

初
學
記
』

は

「

墨

家

坐

山
」

に
、

『

御

覽
』

九

　
九
一

は

「

擧
家

登

高
山
」

五

字

に

作
る

。

「

齊
」

字
、

『

類
聚
』

　

四

お

よ

び

『

御

覽
』

三

二
、

『

荊

楚

歳

時

記
』

は

「

擧
」

に

作

　

る
。

「

夕

還
」

二

字
、

『

類

聚
』

四

は

「

夕

還

家
」

三

字

に

作

　

る
。

 
見

鷄
犬

牛

羊

　
『

類

聚
』

四

お

よ

び

『

事

類
賦
』

は

「

見

鷄
狗

　

牛

羊
」

に

作
る

。

『

類

聚
』

八

九

お

よ

び

『

初

學
記
』

は

「

牛

　

羊
」

二

字
無

し
。

『

御

覧
』

三

二

に

「

犬
」

字
無
し

。

 
長

房
聞

之

日
、

此

可

代

也

i
こ

の

九

字
、

『

事
類

賦
』

に

無

し
。

　
『

類

聚
』

八

九

お

よ

び

『

初
學

記
』

は
「

長
房
日
、

此

可

代
之
」

　
七

字
に
、

『

御
覧
』

九

九
一

は

「

房

聞
之

日
、

此

代

矣
」

七

字

　

に

作

る
。

「

此

可

代

也
」

四

字
、

『

類

聚
』

四

は

「

代

之

矣
」

　
三

字
に

、

『

御

覽
』

三

二

は

「

此

可

以

代

矣
」

五

字

に

作
る

。

 
今

世
人
、

九

日

登

高

飲

酒
、

婦

人

帶

茱
萸
嚢

、

蓋

始
於

此

−
こ

　
の

十

九

字
、

『

類
聚
』

四

は

「

今

世

人
、

毎
至

九

日
、

登

山

飲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ご

と

　

菊

酒
、

婦

人

帶
茱
萸

嚢、

是

也
」

（

今

世

人
、

九

日

に

至

る

毎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
お

　

に
、

山

に

登

り

て

菊

酒

を

飲
み
、

婦

人

茱

萸
の

嚢
を

帶
ぶ

る

　

は
、

是

れ

な

り
）

二

十

字
に
、

『

類

聚
』

八

九

は

「

今

人

九

月

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

　
九

日

登

高
、

是
也
」

（

今
人

九

月
九

日

に

高
き
に

登

る

は
、

是

　

れ

な

り
）

十

字

に
、

『

初

學

記
』

は

「

今
世

人
、

九

日

登

高
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ニ

　

是

也
」

（

今

世

人
、

九

日

に

高

き

に

登

る

は
、

是

れ

な

り
）

　
九

字
に

、

『

事
類
賦
』

は

「

九

日

登

高

飲

酒
、

帶

茱
萸

嚢
、

因

　

此

也
」

（

九

日

高

き

に

登

り

て

酒
を

飲

み
、

茱

萸
の

嚢

を

帶

　

　

　

　

　
こ

　

　

　

　

　

　

　

よ

　

ぶ

る
は

、

此

れ

に

因

る

な

り
）

十
三

字

に
、

『

御
覧
』

三

二

は

　
「

今

世

人
、

毎
至

九

月

九

日
、

登

高

飲

酒
、

婦

人

帶
茱

萸

嚢
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ご

と

　
因

此

也
」

（

今

世

人
、

九

月

九

日

に

至

る

毎
に
、

高

き

に

登

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
お

　
　
　
　
　

　
　
　
　
こ

　
　

　
　
　
よ

　
り

て

酒

を

飲

み
、

婦

人

茱
萸
の

嚢
を

帶
ぶ

る

は
、

此
れ

に

因

　
る

な

り
）

二

十
二

字
に

、

『

御
覽
』

九

九
一

は

「

今
世

人
、

毎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

　
至

此

日
、

登

高
山

飲
酒
、

戴

茱

萸
嚢、

是

也
」

（

今

世

人
、

此

　

　

　

　

　

ご
と

　
の

日

に

至

る

毎
に
、

高
山

に

登
り

て

酒
を

飲
み

、

茱

萸
の

嚢
を

　
い

た

だ

　

　

　

　
　
　
　

こ

　

戴

く

は
、

是
れ

な
り

）

十
八

字

に

作
る

。

　

　

　

　

　

　
き
よ

く

す
ゐ

　
　

ぎ

10

曲

水
之

義
（

曲

水
の

義
）

　
ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

晉
武

帝

問

尚

書

郎
摯

虞

仲
洽
「

三

月

三

日

曲

水
、

其

義

何

旨
。

」

　

　

　

　

　

答
日

「

漢
章

帝
時
、

平

原
徐

肇
以

三

月

初
生
三

女
、

至

三

日

倶

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
亡

。

一

村
以

爲

怪
。

乃

相

與
至

水

濱

盥

洗
、

因

流
以

濫

觴
。

曲

　

水
之

義
、

蓋

自
此

矣
。

」

帝
日

「

若

如

所
談

、

便
非

嘉
事

也
。

」

　

尚

書
郎

鮒
哲

進
日

「

岬
洽
小

生
、

不

足

以

知

此
。

臣
請

説

其

始
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　

　

昔

周
公
、

成
洛

邑
、

因
流

水

泛

酒
。

故

『

逸
詩
』

云

『

羽

觴
隨

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

波

流
。

』

又

秦

昭

王
、

三

月

上

巳
、

置

酒

河

曲
。

見

金

人
、

自

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

河

而

出
。

奉

水
心

劍
日

『

令

君

制

有

西

夏

及

秦

覇

諸

侯
。

』

乃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

因

此

處
立

爲
曲

水
。

二

漢

相

縁
、

皆
爲
盛

事
。

」

帝

日

「

善
。

」

　

　

　
　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

賜

金

五

十

斤
、

左

遷

仲

洽
爲

城

陽

令
。

し

ん

　

　

ふ

て

い

　
し

や

う

し

よ

ら

う

　
　

し

　

ぐ

ち

ゆ

つ

か

ふ

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

き

よ

く

す
ゐ

縉

の

斌

癖

魂
．

郎
の

摯

演

仲

冶
 

問

ふ
「

＝

勇
活
の

曲

詠
い

其
の

義

何

の

旨
ぞ
」

と
。

答
へ

て

日

く
「

漢
の

章

帝
の

時
、

平

原

　
じ

よ

て

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
さ
ん

　ロ
よ

ゆ

徐

肇

三

月

の

初
魅

劬

を

以

て
ヒ

ニ

女

汐
牲
い

む

流
、

揖
日

加

涯

り
て

倶
に

亡

す
。

一

村

以

て

怪

と

爲
す

。

乃

ち

相
ひ

與
に

水

濱
に

至

　

　
く
わ

ん

せ

ん

　

　

　

　

　

　
　

　

　

よ

　

　

　

　

　

　

　

　
し

や

う

　
　

う

り

て

盥

洗

し
、

流
れ

に

因
り

て

以

て

觴

を

濫
か

ぶ
。

曲

水

の

義
、
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け

だ

　

　

こ

　

　

　

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

ご

蓋
し

此
れ

自
り

す
る

な

り
」

と
。

帝
曰

く

「

若

し

談

ず
る

所
の

如

　

　

　

　
す

な
は

　

　

か

　
じ

　
　

あ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ
ごヒ
せ

さ

け

れ

ば
、

便

ち

嘉

事
に

非
ざ

る

な
り

」

と
。

尚

書

郎
の

束

哲

進

　

　

　

　

　

　

　

せ
う

せ

の

　

　

　

　
　
　

こ

み

て

曰

く

「

仲

洽
は

小

生
、

以
て

此
れ

を

知

る

に

足

ら

ず
。

臣

請

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

う
こ

う

　
　
ら

く
い

ふ

ふ

其
の

始
め

を

説
」

か

ん

こ

詫
畩

。

潜
つ

凋
公
、

略…

邑

を

城

恥
”

流

水
に

因
り

て

酒
を

泛
か

ぶ
。

故
に

『

逸

詩
』

に

云

ふ

「

羽

觴

波

　

　

　

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

　

せ

う

わ

う

　

　

　

　

　

　

　
じ

や

う

し

　

　

か

き
エ

こ

　

　

ら

し

ゆ

流
に

隨
ふ
』

と
。

又

た

秦
の

昭

王
、

三

月
の

上

巳
、

河

曲

に

置

酒

　

　
き

ん

じ

ん

　

　

　

　

　

　

よ

　

　

　

　

　

　

　

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す
ゐ

し

ん

け
ん

す
。

金

人
の
、

河
自

り

し

て

出
つ

る

を

見

る
。

水
心

劍

を

奉

り

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ
い

　
か

日

く

『

君

を

し

て

制
し

て

西

夏
及

び

秦
を

有
し

て

諸

侯
に

覇

た

ら

し

す

な

は

こ

こ

令

め

ん
』

と
。

乃

ち

此

處
に

因

り

て

立

て

て

曲

水
と

爲

す
。

二

　

　
あ

　

　

よ

　

　

　

　

み

　

　

せ

い

じ

　

　

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

漢

相
ひ

縁
り
、

皆

な

盛
事

と

爲
す
」

と
。

帝
曰

く
「

善
し
」

と
。

　

　

　

　

　
た
ま

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

し

や

う

や

う
　

　
れ
い

　

　

な

金
五

十
斤

を

賜

ひ
、

仲
洽

を
左

遷
し

て

城

陽
の

令
と

爲
す

。

【

通

釈
】

　
し
ん

　

　

ふ

て

い

　

　
しト
ニコ　
し

よ

う

う

　

　

し

　

ぐ

ら

り

う

こ

う

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

き

ょ

く

す

い

　

晉
の

武

帝
が

尚

書

郎
の

摯

虞

仲

沿
に

「

三

月

三

日

の

曲

水

に

つ

い

て
、

そ

れ

に

は

ど

う
い

う

謂

わ

れ

が

あ

る

の

だ
」

と

尋

ね

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

ょ

う

て

い
　

　

　

　

　

へ
い

げ
ん

た
。

答
え

て

言

う
に

は

「

漢
の

章

帝
の

時
、

平

原

（

山

東
省
）

　
じ
よ

ら

よコ
フ

の

徐

肇

に

三

月

の

初
め

ご

ろ

三

人
の

娘
が

生
ま

れ

た

の

で

す

が
、

三

日

に
な
っ

て

そ

れ

ぞ

れ
亡

く
な

り

ま

し

た
。

村
中
の

人
々

は

こ

れ

を

怪

異
な
こ

と

だ

と

考

え

ま

し

た
。

そ

こ

で
一

緒
に

水
の

ほ

と

　

　

　

　

　
さ

か

ず

き

り

に

行
っ

て

杯

を

洗
い

、

流

れ

に

そ
っ

て

杯
を

浮
か

べ

た
の

で

す
。

曲

水
の

義
は
、

恐

ら

く

此

処

か

ら

始
め

ら

れ

た

の

で

し

ょ

う
」

と
。

帝
が

言

う

に

は

「

も
し

言

う

通

り

で

あ

る

な

ら
ば

、

そ

れ

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
そ
く

せ

き

目

出

度
い

こ

と

で

は

な

い

で

は

な

い

か
」

と
。

尚

書

郎
の

束

哲
が

進

み

出
て

言

う

に

は

「

仲

洽
は

つ

ま

ら

ぬ

者
で

す
か

ら
、

こ

の

事

を
よ

く
は

知

ら

な
い

の

で

す
。

ど

う

か

私
に

そ
の

謂
わ

れ

を

説

明

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

や

う

こ　
つ

た

ん

さ

せ

て

下

さ

い
。

か

つ

て

周

公

旦

は
、

洛

陽
（

河
南

省
）

を

都

と

し
、

流

水
に

そ
っ

て

酒

杯
を

泛

か
べ

ま

し

た
。

そ

れ

故
に

『

逸

し

う

し
よ

う

詩
』

に

は

『

羽

觴

波

流
に

隨
ふ
』

と

記

さ
れ

て

い

る

の

で

す
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

ょ

う

し

　

　

　

か

き
ょ

く

ま

た

秦
の

昭

王

が
、

三

月

の

上

巳

に
、

河

曲

（

山
西

省
）

で

酒

宴
を

開
き

ま

し

た
。

そ

の

と

き

金
人

が
、

河

か

ら

出
て

来
た

の

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
せ

い

か

見
た
の

で

す
。

水
心

剣
を

奉
っ

て

言
う

に

は

『

あ

な
た

に

西

夏

と

秦
と

を

制
圧
・

領

有

さ
せ

て

諸

侯
の

覇

者

と

し

よ

う
』

と
。

そ

う

し

て

こ

れ
よ

り

曲

水
の

宴
が

開
か

れ

る

こ

と

に

な

り
ま

し

た
。

前

漢

と

後

漢
は

ど

ち

ら

も

こ

の

事
に

従

い
、

み
な

盛

大
な

行

事
と

し

た

の

で

す
」

と
。

帝
が

言

う

に

は
「

よ

ろ

し

い
」

と
。

金
五

十
斤

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
じ

よ

うド
よロ
ブ

を

賜
い
、

仲

洽

を
左

遷

し

て

城

陽
縣

（

山

東

省
）

の

長

官
と

し

た
。

【

語
釈
】

＊

こ

の

話

は

『

類
聚
』

四
、

『

初

學
記
』

四
、

『

御

覽
』

三

〇、
『

廣

記
』

一

九

七
、

『

事

　

類
賦
』

注
四
、

『

荊

楚

歳

時

記
』 、
『

玉

燭

貸
典
』

三

に

見

え

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

　
ば

え

ん

 

晉
武

帝

　
西

晉

の

第
一

代
皇

帝
、

司

馬
炎

。

昭
（

文

帝
）

の

長

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

い

　
し

　

子

で
、

字
は

安
世

、

在

位
二

十
六

年
。

改
元

は

四

度

で
、

泰

始

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

ん

ね

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

い

かロ
ブ

　

（

二

六

五

〜

二

七

四
）

・

咸

寧

（

二

七

五

〜

二

七

九
）

・

太

康

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た
い

　
き

　

（

二

八

〇

〜
二

八

九
）

・

太
煕

（

二

九

〇
）

。

『

晉

書
』

卷
三

。

 
尚

書
郎

　
官

名
。

尚
書
省
の

郎

官
。

文

書
を

発

す

る

こ

と

を

掌

　

る
。

晉
の

尚

書

郎
は

極
め

て

地

位
が

高

く
、

大

臣
の

副
と

さ

れ

　

た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ら
ゆ

う
こ

う

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

う

ほ

ひ

つ

 
摯
虞
仲
洽

　
晉

、

長

安
の

人
。

字
は

仲

洽
。

若
く

し

て

皇

甫

謐

　

に

師

事
し
、

才

学

通

博
、

賢
良
に

挙
げ

ら
れ

た
。

武

帝
の

時
に

　

は

太

子

舍
人

に

擢

ん

で

ら

れ
、

聞

喜

令

に

除

さ

れ

た
。

（

『

晉

　

書
』

五
一
）

。

「

洽
」

字
、

底

本

お

よ

び

『

廣

記
』

は

「

冶
」
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に

作
る

が
、

『

晉
書
』

に

拠
っ

て

改

め

た
。

ま

た
、

四

庫

全

書

　

本

お

よ

び

『

玉

燭

寶
典
』

は

「

治
」

に

作
る

。

「

仲

洽
」

二

字
、

　

『

類

聚
』

『

初

學
記
』

『

御
覧
』

『

事

類

賦
』

『

荊

楚

歳

時
記
』

　

に

無
し
。

 
曲

水

−
曲

折

し

た

流

水
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
り

ゆ

う

た
つ

 
漢

章
帝
−

後

漢
、

第
三

代
の

皇

帝
、

劉

坦
。

明

帝
の

第
五

子
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
け

ね

し

よ

　

在

位

十

三

年
。

（

『

後
漢

書
』

卷

三
）

。

改

元

は

三

度
で

、

建

初

　

　

　

　

　

　

　

　

げ
ん

わ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

よ

う

わ

　

（

七

六

〜

八

三
）
・

元

和

（

八

四

〜
八

六
）

・

章

和

（

八

七

〜

　

八

八
）

。

『

初

學

記
』

に

「

章
」

字
無

し
。

 
乃

相

與
至

水

濱
盥

洗
、

因

流

以

濫

觴

　
こ

の

十

三

字
、

『

荊
楚

　

歳

時
記
』

は

「

乃

相

與
攜
酒

、

至

東

流
水
邊

、

洗

滌
去

災
。

遂

　

　

　

　

　

　

　

　

す
な

は

　

　

あ

　

　

と

も

　

　
　

　

　

　
た

つ

さ

　

因

流

水

以

泛

觴
」

（

乃

ち

相

ひ

與

に

酒

を

攜

へ

、

東

流
の

水

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
つ

ひ

　
　
　

　

　

　
　
　

よ

　

邊
に

至

り
、

洗

滌
し

て

災
ひ

を

去

る
。

遂
に

流
水

に

因

り

て

以

　

　
し

や

う

　
　

う

　

て

觴

を

泛
か

ぶ
）

二

十
一

字
に

作
る

。

 
束

哲
ー
晉

、

元

城
の

人
。

字
は

廣

微
。

若
い

時
、

国
学
に

游
び
、

　

「

玄

居

釋
」

を

作
っ

て

客

難
に

擬
す

。

張

華
が

こ

れ

を

見

て

奇

　
と

し
、

召

し

て

掾
と

し

た
。

つ

い

で

賊
曹
屬
と

な

り
、

佐

著

作

　

郎
、

博
士
、

尚
書
郎

を

歴

任
し

た
。

趙
王

倫
が

記

室
に

し

よ

う

　
と

す
る

も
、

病
を

以
て

辞
し
、

棄
官
し

て

帰
郷
し
、

亡

く
な
っ

　
た

。

『

晉

書
』

帝

紀

十
志

を

撰
し

た
。

そ

の

他
、

著

に

「

五

經

　

通

論
」

、

「

發

蒙

記
」

、

「

補
亡

詩
」
、

文

集
が

あ

る
。

（

『

晉

書
』

　
五
一
）

。

「

哲
」

字
、

四

庫
全

書

本

お

よ

び

『

類

聚
』

『

廣
記
』

　

　

　

　

　

　

　

せ

き

　

『

事
類

賦
』

は

「

皙
」

に

作
る

。

 

仲

洽
小

生

ー
「

仲

洽
」

二

字
、

四

庫
全

書

本
お

よ

び
『

初

學
記
』

　

『

御
覽
』

『

事
類

賦
』

『

荊

楚

歳

時

記
』

は

「

摯

虞
」

に
、

『

類

　

聚
』

『

玉

燭

寶
典
』

は

「

仲
治
」

に

作

る
。

底

本
お

よ

び

『

廣

　

記
』

は

「

冶
」

に

作
る

が
、

『

晉
書
』

に

拠
っ

て

改

め

た
。

 
逸
詩

ー
古
詩
で

、

今
の

『

詩

經
』

三
一

一

篇

中
に

見
え

な

い

詩
。

 
羽
觴

隨

波
流

ー
「

波
」

字
、

『

廣
記
』

は

「

東
」

に

作
り
、

「

明

　

鈔

本

東

作
按

、

太

平

御

覽
三

〇

引
、

東

作
波
」

（

明

鈔

本

は

東

　

　
あ
ん

　

を

按
に

作
り

、

太

平

御

覽
三

〇

引

は
、

東
を

波
に

作

る
）

と

注

　

し

て

い

る
。

「

羽
觴
」

は
、

酒

杯
を

い

う
。

雀
の

形
に

作

り
、

　

頭
尾

と

翼
の

あ

る

も
の

。

酒

杯

を

飛
ば

す
義
に

と
つ

た

も
の

と

　

い

う
。

羽

杯
。

羽

爵
。

「

流
」

字
、

『

類

聚
』

『

御

覧
』

『

事

類

　

賦
』

に

無
し

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
エ

い

し

ょ

く

 
秦

昭
王

−
秦
の

昭

襄
王

（

贏

稷
）

。

戦

國
・

秦
の

二

十
八

代

　

君
主

。

孝
文

王

の

父
。

始
皇

帝
の

曽
祖

父
。

在

位

前
三

〇
七

〜

　

前
二

五
一

。

（

『

史

記
』

五
）

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

 
上

巳

　
五

節
句
の
一

つ
。

陰
暦
三

月
の

最
初
の

巳
の

日
。

こ

の

　

日
、

流

水
の

ほ

と

り

で

禊

ぎ

を
し

て
、

年

中
の

不

祥

を
祓

う
。

　

魏
以

降
は

三

月

三

日

と

定
め

た
。

雛
の

節
句

。

桃
の

節
句

。

 
金

人

ー
銅
で

製
し

た

人

像
。

秦
の

始

皇

帝
が

天

下
の

兵

器

を
咸

　

陽
に

集
め

て
、

金

人
十

二

体

を

鋳
造
し
、

そ

れ

を

鐘

懸
け

の

台

　

と

し
、

宮
廷

の

中
に

羅
列

し

た
。

 
自
河

而

出

1
こ

の

四

字
、

『

類

聚
』

及

び
『

御

覽
』
、

『

事
類

賦
』

　

は

「

出
」

一

字

に
、

『

初

學

記
』

及

び

『

荊

楚

歳
時

記
』

は

「

自

　

　

　

　

　

　

よ

　
　

　
　

　
　

　
　
い

　

東

而

出
」

（

東

自

り

し

て

出
づ
）

に
、

『

廣

記
』

及

び

『

玉

燭

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
よ

　

寶

典
』

は

「

自

淵
而

出
」

（

淵
自
り

し

て

出
づ
）

に

作
る

。

 
水
心

劍

ー
剣
の

名
。

秦
の

昭
王

が

三

日

間
河

曲
に

置

酒
し

た

時
、

　

金

人

が

諸

侯

に

覇

た

ら

し

め

ん

と

し

て

王

に

献

じ

た

も
の

。

一103

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　

（

『

晉

書
』

五
一

・

東

晢

傳
）

。

 

西

夏

−
中
夏

の

西

部
。

中

国
本

土

の

西

部
を

い

う
。

南

北

朝
時

　

代
、

西

部

中
国
は

北

狄

に

侵
入

さ

れ

て

い

た

の

で
、

そ

う

で

な

　
い

部
分
と

区

別
し

て

特
に

い

う
。

 
及

秦
覇

諸

侯
i
こ

の

五

字
、

『

玉

燭
寶

典
』

に

無
し

。

 
盛

事
　
甚

だ

立

派

な

事

柄
。

盛
ん

な

事

業
。

「

事
」

字
、

四

庫

　

全

書

本
お

よ

び

『

類
聚
』

『

初
學

記
』

『

御

覧
』

『

事

類
賦
』

『

玉

　

燭

寶
典
』

は

「

集
」

に

作

り
、

『

廣
記
』

は

「

業
」

に

作
る

。

 
五

十
斤

1
『

初

學
記
』

は

「

十

五

斤
」

に

作
る

。

 
城

陽

−
県

名
。

晉

に

置
か

れ

た
。

漢
、

成

陽

縣
の

地
。

故

城
は

　

　

　

　
ぽ

ヒ

　

山

東

省
濮

県
の

東

南
。

こ

の

二

字
、

『

類

聚
』

及

び

『

初

學
記
』

　

『

御

覧
』

『

廣

記
』

『

事

類

賦
』

『

荊

楚
歳

時

記
』

『

玉

燭

寶
典
』

　

は

「

陽
城
一

に

作
る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

た

n

織
女
詣

牽
牛

（

織

女

牽
牛

に

詣
る
）

　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ゆ

　

　
　

　

　
　
　
　

　
　

　

桂

陽

成
武

丁

有

仙

道
。

常

在
人

間
。

忽

謂

其

弟
日
「

七

月

七

日
、

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
　

　

織
女

當

渡
河
、

諸

仙

悉
還

宮
。

吾

訥
已

被
召

、

不

得
停

。

與
喃

　

別

矣
。

」

弟
問

日

「

織

女

何

事
渡

河
去

。

當
何

還
。

」

答
日

「

織

　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
の

　

女

暫

詣

牽
牛

。

吾

復
三

年

當
還

。

」

明
日

失
武

丁
。

至

今
云
、

　

織

女
嫁

牽
牛

。

け

い

や

う

　

せ
い

ぶ

て
い

　

せ

ん

だ
う

　

　

　

　

　
か

つ
　

じ

ん

か

ん

　

　
あ

　

　

　

た

ら

ま

　

　
そ

桂

陽
の

成
武
丁

に

仙

道

有

り
。

常
て

人

間
に

在

り
。

忽

ち

其
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
た

　

　
レ

　

　

　

　

へ
す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
し
よ

く
ち

よ

　
か

は

弟

に

謂

ひ

て

曰

く
「

七

月
七

日
、

織

女

河
を

渡
る

に

當
り
、

諸

　

ニ

と

ご

と

　

　

　
　
　

　
か

へ
　
　

　

　

わ

れ

　

さ
き

　
　
す
ぐ

　

　
　
　

　

　

　
　
か

う
む

　

　
　
　

　

　

ご

ご

仙

　
悉

く

宮
に

還

る
。

吾

向
に

已

に

石

し

を

被

れ

ば
、

停

ま

　

　

　

　

　
な
ん

ち

る

を

得

ず
。

爾

と

別
れ

ん
」

と
。

弟

問
ひ

て

曰

く

「

織
女

何

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
さ

　
　

い

つ

　

か

へ

の

事

あ

り

て

河

を

渡
り

て

去

る

や
。

當
に

何

還

る
べ

き
か
」

と
。

　

　

　

　

　

　

　

　
し

ば

ら

　

　
け

ん

ぎ
う

　

　
い

た

　

　

　

わ
れ

　

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

さ

答
へ

て

曰

く
「

織
女

暫

く

牽
牛
に

詣
る

。

吾

復
た
三

年
し

て

當

　

　

　

　

　

　

　

　
め

い

し

つ

に

還

る
べ

し
」

乏
。

明

日

武

丁

を

失
す

。

今

に

至

り

て

云

ふ
、

織
女

牽
牛

に

嫁

す
と

。

【

通

釈
】

　
け
い

よ

う

　

　

せ

い

み

て

い

　

桂

陽
の

成

武
丁

は

仙

術
が

使

え

た
。

か

つ

て

人
間
の

世

界
に

い

た
。

突
然
そ

の

弟
に

言

う
に

は

「

七

月

七

日

に
、

織

女
が

河
を

渡

る

に

あ

た

り
、

仙

人

達
は

み

な
宮

に

還

る
の

だ
。

私
は

先

頃

す
で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と
ど

に

召
さ

れ

て

い

る

か

ら
、

こ

こ

に

停
ま

る

こ

と

は

出

来

な

い
。

お

前
と

は

お

別
れ

だ
」

と
。

弟

が

問

う
に

は

「

織

女

は

ど

う

い

う

理

由
で

河

を

渡
っ

て

去

る

ん

だ
。

い

つ

還
っ

て

く

る

ん

だ
」

と
。

答

え

る

に

は

「

織

女
は

暫
く

牽
牛

に

会
い

に

行
く

の

だ
。

私

は

ま

た

三

年

後
に

戻
っ

て

来

ら

れ

る

だ

ろ

う
」

と
。

翌
日

武

丁

は

姿
を

消

し

た
。

現
在

で

は
、

織

女
は

牽
牛

に

嫁
い

だ

の

だ

と

い

わ

れ

て

い

る
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

類

聚
』

四
、

『

初

學
記
』

四
、

『

玉

燭

寶
典
』

七

に

見

え

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ち
ん

 
桂

陽

ー
郡

名
。

漢
に

置
か

れ

た
。

湖

南

省

槨

縣
。

『

玉

燭

寶
典
』

　

に

こ

の

二

字

無
し

。

 
成

武

丁

−
後

漢

代
の

神

仙
。

「

成
」

字
、

『

類
聚
』

及

び

『

初

　

學
記
』

は

「

城
」

に

作

る
。

 
有
仙

道

1
こ

の

三

字
、

『

玉

燭

寶
典
』

に

無
し

。

 
常

在
人

間

1
こ

の

四

字
、

『

類
聚
』

『

初

學

記
』

『

玉

燭

寶
典
』

　

に

無

し
。

 
忽

1
こ

の

字
、

『

類
聚
』

『

玉

燭

寶
典
』

に

無
し

。
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織

女
−
星

の

名
。

牛

宿

中
の

三

星
。

琴

座
α

星
ベ

ガ
。

た

な

ば

　

た

つ

め
。

織
女

星
。

天

河

の

東
に

位

置
す

る
、

俗

説
に

、

陰
暦

　

七

月
七

日

の

夜
、

天

河

を

渡
っ

て

牽
牛

星

と

会

う
と

い

う
。

 

諸

仙

悉

還

宮

ー
こ

の

五

字
、

『

初

學

記
』

及

び

『

玉

燭

寶

典
』

　

に

無
し

。

 
吾

向

已

被
召

、

不

得
停

、

與
爾

別

矣

i
こ

の

十
二

字
、

『

類

聚
』

　

に

無
し

。

「

不

得

停
、

與
爾
別

矣
」

七

字
、

『

初
學

記
』

及
び

　

『

玉

燭

寶
典
』

に

無
し
。

 
去

、

當

何
還

1
こ

の

四
字

、

『

初
學

記
』

『

類
聚
』

『

玉

燭

寶
典
』

　

に

無

し
。

 

織

女

暫
詣

牽

牛

1
「

織

女
」

二

字
、

『

初

學

記
』

及

び

『

玉

燭

　

寶

典
』

に

無
し

。

 
牽
牛

−
星

の

名
。

ひ

こ

ぼ

し
。

牽
牛

星
。

鷲
座

α

星

ア

ル

タ

イ

　

ル

に

当
た

る
。

毎
年
一

回
、

陰

暦
七

月

七

日
の

夜
、

銀

河
を

渡

　
っ

て

織
女
星

と

会

う

と

い

う

伝
説

が

あ

る
。

 
吾

復
三

年

當
還

、

明
日

失
武

丁

1
こ

の

十
一

字
、

『

初

學

記
』

　

『

類

聚
』

『

玉

燭
寶
典
』

に

無
し

。

 
至

今

云
、

織
女

嫁

牽
牛

−
『

初

學
記
』

は

「

世
人

至

今

云
、

織

　

女

嫁

牽

牛

是
也
」

（

世

人

今
に

至

り

て

云

ふ
、

織

女

牽

牛
に

　

嫁
す

る

は

是
れ

な

り

と
）

十

二

字

に

作
る

。

『

類

聚
』

は

「

世

　

人

至

今
云

、

織
女

嫁

牽

牛

也
」

（

世

人

今

に

至

り

て

云

ふ
、

　

織
女

牽
牛

に

嫁
す

る

な

り

と
）

十
一

字

に

作

る
。

『

玉

燭

寶

　

典
』

は
、

「

至

今
云
、

七

日

織
女
嫁

牽

牛

是

也
」

（

今
に

至

り

　

て

云

ふ
、

七

日

織

女

牽
牛
に

嫁

す

る

は

是

れ

な

り

と
）

十
二

　

字
に

作
る

。

　

眼

明
袋

12

が
農

鄲

紹
・

響
八

月
旦
・

漕
華
山

採

藥
。

見
一

童

子
、

裸
五

綵

　
嚢

、

承

柏

葉
上

露
。

齢
如
珠
、

滿

嚢
。

纃
問

日

「

用

此

何

爲
。

」

答
日

罸
松
先

叢
以
明
目

・

」

譌

暴
、

便
失

所
在

。

華
世
人
、

　

　

　

　

　

　
八

月

旦

作

眼

明
袋

、

此

遺
象

也
。

療
．

麗
の

籍
・

雀
て

八

月

の

壁

に
、

蝋
雌

に

ル

り
て

．

菊
を

撫

る
・

．一
．

薯
を

見

る

に
・

蕎
の

鶉
を

執
り

て
、

襟
無
上

の

鑑

を

蜘

く
・

寮
嚇

の

妨
く

嚢
に

瀞
つ

。

繕

問
ひ

て

印

く

露

　

　

　

　

　

　

　

　
な

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
せ

き

し

よ

う

　
れ

を

用

ひ

て

何
を

爲

す

や
」

と
。

答
へ

て

日

く

「

赤

松

先
生

取

り
て

鵬
て

目

を

明

ら
か

に

す
」

と
・

言

ひ

纜

り
、

．

機
ち

所

　

　

　

　

　

　

　

せ

じ

ん

　

　

　

　

　

　

　

た

ん

　

　

が

ん

め
い

た

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　
在
を

失

ふ
。

今

世

人
、

八

月

の

旦

に

眼

明

袋
を

作
る

は
、

此

　

　
ゐ

し

や

う

　
の

遺

象

な
り

。

【

通

釈
】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
か

ざ
ん

　
こ

う

の

ラ

　

　
と

つ

し

よ

う

　

宏

農
の

鄲

紹

は
、

あ

る

八

月

の

朝
に

、

華
山

に

登
っ

て

薬

草

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

し
わ

を

採

取
し

て

い

た
。

　一

人
の

子

供
が

お

り
、

五

色
の

袋
で

柏

の

葉
の

上

の

露
を

承

け
て

い

た
。

す
べ

て

真
珠
の

よ

う

で
、

袋

に
一

杯
に

な
っ

て

い

た
。

紹
は

尋

ね
た

「

そ

れ

を

使
っ

て

何
を

す

る
ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
せ

き

し

ょ

う

だ
」

と
。

答

え

る

に

は

「

赤

松

先
生

が

こ

れ

を

使
っ

て

目

が

良

く

見

え

る

よ

う

に

さ

れ

る
ん

だ
よ

」

と
。

言

い

お

わ

る

と
、

直
ぐ

に

姿
を

消
し

て

し

ま
っ

た
。

い

ま

世

間

の

人

々

が
、

人

月

の

朝
に

か

ん

め

い

た

い

眼

明

袋
を

作
る

の

は
、

こ

の

名

残
で

あ
る

。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

事
類

賦
』

注

五
、

『

御
覽
』

二

四
、

『

荊
楚

歳

時

記
』 、
『

玉

燭

寶
典
』
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八

に

見

え

る
、

ま

た
、

『

古

小

説

鉤
沈
』

に

『

雑

鬼

神

志

怪
』

と

し

て

引
か

れ

て

　
い

る、、

 
宏
農
−
弘

農
。

今
の

河

南

省
靈

寶

縣
の

南
。

 
嘗

八

月

旦

1
こ

の

四

字
、

『

事

類

賦
』

及

び

『

御
覧
』

は

「

八

　

月

朝
」

三

字
に

作
る

。

『

荊

楚
歳

時

記
』

は

「

嘗
以

八

月
旦
」

　

五

字
に

作

る
。

『

玉

燭

寶
典
』

に

は

「

嘗
」

字
が

無
い

。

 
入

華
山

採

藥
1

「

採

藥
」

二

字
、

『

事

類

賦
』

及
び

『

御

覧
』

　

に

無
し

。

「

華

山
」

は
、

山

名
、

江
蘇

省
に

あ

る
。

 

執

五

綵

嚢
、

承

柏
葉
上

露

　
こ

の

九

字
、

『

事

類

賦
』

は

「

以

　

五

色

綵
嚢
、

盛

取

柏
葉
下

露
」

（

五

色
の

綵
嚢
を

以

て
、

盛

り

　

て

柏

葉
下

の

露

を

取

る
）

十
一

字

に
、

『

御
覧
』

は

「

以

五

色

　

嚢
、

承

取

柏

葉
下

露
」

（

五

色
の

嚢

を

以

て
、

承

け

て

柏

葉

下

　

の

露

を

取

る
）

十

字

に

作
る

。

「

承
」

字
、

『

玉

燭
寶
典
』

は

　

「

承

取
」

二

字
に

、

『

雜

鬼
神

志

怪
』

は

「

盛
」

に

作
る

。

「

柏
」

　

字
、

『

玉

燭

寶

典
』

は

「

拍
」

に

作

る
。

ま

た
、

『

雜

鬼

神

志

　

怪
』

は

こ

の

後

に

「

嚢

似

蓮
花
、

内

有

青

鳥
」

（

嚢
は

蓮

花

に

　

似

て
、

内
に

青

鳥

有

り
）

八

字

が

あ

り
、

「

玉

燭

寶

典
八

引
志

　

怪
」

（

玉

燭

寶
典

八

志

怪
を

引

く
）

と

注

し

て

い

る
。

「

五

綵

　

嚢
」

は
、

五

彩
（

青
・

黄
・

赤
・

白
・

黒
）

を
施

し

た

ふ

く

ろ
。

 

皆
如
珠
、

滿

嚢
ー
こ

の

五

字
、

『

事

類
賦
』

に

無
し

。

『

御
覽
』

　

は
一

露

皆
如

珠
」

（

露

皆
な

珠

の

如
し

）

四

字
に

作
る

。

『

玉

　

燭

寶
典
』

及

び

『

雜
鬼

神

志
怪
』

は

こ

の

上

に

「

露
一

字
が

あ

　

る
。

 

紹
問

日
、

用

此

何

爲
、

答
日

1
「

紹
問

日
、

用
此

何

爲
」

七

字
、

　

『

事

類

賦
』

は

「

云
」

一

字
に
、

『

御

覧
』

は

「

子

亦
云
」

三

　

字
に
、

『

玉

燭

寶

典
』

は

「

紹

問
、

何
用
、

云
」

五

字
に

作
る

。

　

「

紹

問

日
」

三

字
、

『

荊

楚

歳

時

記
』

は

「

紹
問
」

二

字
に

作

　

る
。

 
赤

松

　
赤

松
子

。

上

古

の

仙
人
の

名
。

神

農

氏
の

時
の

雨
神

で
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

い

こ

く

　

後
、

崑

崙

山
に

入
っ

て

仙

人

と

な

る
。

帝

黌
の

師
と

も

言
わ

れ

　

る
。

『

三

才

圖

會
』

卷
一

〇

に

見

え

る
。

 
言

終
、

便

失

所

在

　
こ

の

六

字
、

『

事
類

賦
』

及

び

『

御

覧
』

　

に

無
し

。

 
今

世
人
、

八

月

旦

作
眼

明

袋
、

此

遺
象
也

1
こ

の

十

四

字
、

『

事

　

類

賦
』

及
び

『

御

覧
』

は

「

今
八

月

朝
作

眼

明

嚢
、

象
此

也
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

　

（

今

八

月

の

朝
に

眼

明

嚢
を

作
る

は
、

此

れ

に

象

る

な

り
）

　

十
一

字

に
、

『

玉

燭

寶
典
』

は

「

故

今

人
、

常

以

八

月

旦

作

眼

　

　

　

　
ゆ
ゑ

　

明

嚢
」

（

故
に

今

人
、

常
に

八

月

の

旦

を

以

て

眼

明

嚢
を

作

る
）

　

十

二

字
に

作

る
。

『

雜

鬼

神

志
怪
』

に

は

無

し
．、

『

荊

楚

歳

時

　

記
』

は

こ

の

後
に

「

或

以

金

箔
爲

之
、

逓

相

餉

焉
」

（

或
い

は

　

　

　

　
も

つ

　

こ

れ

　

つ

く

　

　

た

が

　

　

　

あ

　

　
お

く

　

金

箔
を

以

て

之

を

爲
り

、

逓
ひ

に

相

ひ

餉

る

な

り
）

十
字

あ

り
。

 

眼

明
袋

−
八

月
一

日

（

或
い

は

十

四

日
）

に

錦

綵
で

作
っ

て

贈

　

り

合

う
袋
の

名
。

こ

れ

を

使
え

ば

目

を

明

ら
か

に

す
る

と

い

う
。

B

棟

葉

綵
絲

（

楝

葉
・

綵
絲
）

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
ゆ

　

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　
屈

原
五

月

五

日

投

汨

羅

水
。

楚

人
哀

之
、

至

此

日
、

以

竹
筒

子

貯

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

　
米

、

投

水
以

祭
之

。

漢

建

武
中

、

長
沙

區
曲
、

忽

見
一

士

人
。

　

　

　
む
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
自

云

三

閭
大

夫
、

謂

曲

日

「

聞

君

當

見

祭
。

甚
善
、

常

年

爲

蛟

　

　

　

　

ゆ

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
龍

所
竊

。

今
若

有
惠

、

當

以

棟
葉
塞

其
上

、

以

綵
絲
纒

之
。

此

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
二

物

蛟

龍

所

憚
。

」

曲

依

其

言
。

今
五

月
五

日

作

粽
、

并

帶

楝
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葉
五

花

絲

遺
風

也
。

く

つ
げ

ん

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
べ

き

ら

す
ゐ

　
　

　
　

　
　

　
　

そ

ひ

と

　

こ

れ

　
　
あ
は

　
　

　
　

　
　

こ

屈

原

五

月

五

日

に

汨

羅

水

に

投

ず
。

楚

人

之

を

哀

れ

み
、

此

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も
つ

　
　
　

　

　
　
た

く
は

日

に

至

り
、

竹
の

筒

子

を

以
て

米

を

貯

へ

、

水
に

投

じ

て

以

て

　

　

　

　

　

　

　
け
ん

む

　

　

　
ら

や

う

さ

　

お
う

き

よ
く

　

た

ら

ま

　

い

う

し

じ

ん

之

を

祭

る
。

漢
の

建

武

中
、

長

沙
の

區

曲
、

忽

ち
一

士

人

を

　

　

　
み

つ

か

　

　
さ
ん

り

よ

た

い

ふ

　

　

　
い

　

　

　

　

　

　

　

　
い

　

　

　

　
い

は

　

　

　

き
み

　

　
ま

さ

見

る
。

自

ら

三

閭

大

夫

と

云

ひ
、

曲

に

謂
ひ

て

日

く

「

君
の

當

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
は

な

は

　

　

よ

　

　

　

　

　

　
じ

や

う
ね
ん

　
か

う

り

よ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ

す

に

祭

ら

る

る
べ

し

と

聞

く
。

甚

だ

善
き

も
、

常

年

蛟

龍

の

竊

　
と

こ

ろ

　

　

な

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ま
さ

　

れ
ん

え

ふ

　

も
つ

む

所

と

爲

る
。

今

若
し

惠
ま

る

る

有

ら
ば
、

當
に

楝
葉

を
以

て

そ

　

　

う
へ
　

　

ふ

さ

　

　

　

　

さ
い

　

し

　

　

　

　

　

　
こ

れ

　

　

ま
と

　
　

　

　

　

　

　

　
こ

　

　

　
に

ぶ

つ

其
の

上

を

塞

ぎ
、

綵

絲
を

以
て

之

に

纒
ふ
べ

し
。

此

の

二

物
は

蛟

　

　
は

ば

か

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

　

　

　

　

　

　

よ

龍
の

憚

る

所

な

り
」

と
。

曲

其
の

言

に

依
る

。

今

五

月

五

日

　
そ

う

　

　

　

　

　

あ
は

　

　

　

　

　

　

　

ご

く
わ

し

　

　

お

　

　

　

　

　
ゐ

ふ

う

に

粽
を

作

り
、

并
せ

て

楝

葉
・

五

花

絲

を

帶
ぶ

る

は

遺
風

な
り

。

【

通

釈
】

　
く

つ

げ
ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
べ

き

ら

ア

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

そ

　

屈

原
は

五

月

五

日

に

汨

羅
水

に

身
投

げ
し

た
。

楚

の

人
々

は

彼

を

哀

れ

み
、

こ

の

日

に

な

る

と
、

竹

筒
の

中
に

米

を

入

れ
、

水
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
お

う

き
ょ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
け
ん

む

　
　

　
　
　
　

ら

エ

う

さ

投
げ

入

れ

て

屈

原

を
祭
っ

た
。

漢
の

建

武

年

間
、

長

沙
の

區

曲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
さ
ん

り

ょ

た
い
　
み

は
、

不

意
に
一

人
の

士

人

に

会
っ

た
。

自
ら

三

閭
大

夫
と

名
乗

り
、

曲

に

こ

う

言
っ

た

「

あ
な

た

が

祭
っ

て

く

れ

て

い

る

こ

と

を

聞
い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

う

り
ょ

う

　

　
に

す

た
。

大

変

あ

り

が

た

い

の

だ

が
、

毎
年

蛟

龍

に

竊
ま

れ

て

し

ま

う
の

だ
。

今

も
し

そ

の

気

持

ち
が

あ

る

な

ら

ば
、

棟
の

葉
で

竹
筒

の

上

を

塞

ぎ
、

色
の

つ

い

た

糸
を

周
り

に

巻

き
つ

け

て

ほ

し

い
。

こ

の

二

つ

は

蛟

龍
が

恐
れ

る

も
の

な

の

だ
」

と
。

曲
は

そ

の

言
葉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ら
ま

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

せ

バ

た
ん

の

通

り

に

し

た
。

今

五

月
五

日

に

粽

を

作

り
、

更

に

栴

檀
の

葉

　
こ

　
か

　
し

と

五

花

絲
で

巻

く

風

習
は

こ

の

名

残
で

あ

る
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

類

聚
』

四
、

『

初

學
記
』

四
、

『

廣
記
』

二

九
一
、

『

事

類

賦
』

注

四、

　
『

御
覽
』

三
一
、

八

五
一
、

九

三

〇、
『

玉

燭

寶
典
』

五

に

見

え

る
。

ま

た
、

こ

　
の

事
は

『

御

覽
』

九

三

〇

に

引
く

『

齊
諧

記
』

に

見

え

る
。

　

　

蛟
龍

畏

練

樹
葉
五

色
絲

。

（

『

御
覽
』

九

三

〇

引
『

齊
諧
記
』）

　
か

う

り
よ

う

　

れ
ん

じ

ゆ

　

蛟

龍

　
練

樹
の

葉
・

五

色

絲
を

畏

る
。

 

屈

原

−
戰

國
、

楚
の

人
。

名

は

平

（

正

則
）

。

字
は

原
。

号

は

　

靈

均
。

楚
の

王

族
と

し

て

生

ま

れ

た
。

博
聞

で

詩

文
に

優

れ
、

　

懷
王

に

仕
え

て

三

閭

大

夫
と

な

り
、

国

政
を

執
っ

て

信
任
さ

れ

　

た

が
、

同

列
の

大

夫

に

妬
ま

れ

て

疎
ん

ぜ

ら

れ
、

そ
こ

で

「

離

　

騷
」

を

作
っ

て

王

の

感

悟
を

冀
っ

た
。

懐
王

の

子
、

襄
王

が

立

　

つ

に

及
び

、

讒

言
を

信

じ

て

屈

原
を

長

沙
に

遷
し

た
。

そ

こ

で

　

「

漁

父
」

の

諸

篇
を

作
っ

て

志

を

表
し

、

五

月
五

日
、

時

に

秦

　

の

圧

迫

を

受

け

諸

侯

か

ら

も

孤
立

し

て

い

た

楚
の

国

運

を

嘆

　

　

　

　

　

　

　

べ

き

ら

　

き
、

石

を

抱
い

て

汨

羅

に

身

を

投
げ

て

死

ん

だ
。

著
に
「

離
騒
」

　
・

「

九

歌
」

・
「

九

章
」

・

「

天

問
」
・

「

遠
遊
」

・

「

卜

居
」

・
「

漁

　

父
」

な
ど

二

十
五

篇

が

あ

る
。

（

『

史

記
』

八

四
）

。

 
五

月
五

日

1
こ

の

四

字
、

『

廣

記
』

は

「

五

月

日
」

三

字

に

作

　

る
。

 

汨
羅

水

　
川

の

名
。

源
は

江

西

省

修

水

縣
の

西

南
。

上

流

を

汨

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

べ

き

　

水
と

い

い
、

西

流
し

て

湘
水

に

注

ぐ
。

二

水
の

合

す

る

所
を

汨

　
ら

　

羅

淵
、

又

は

屈

潭
と

い

い
、

楚

の

屈

原
が

身
を

投
じ

た

所
で

あ

　

る
。

 

楚

−
国
名

。

戰

國

の

七

雄
の
　

。

建

国

年

未

詳
〜

前
二

二

三

年
。

　

戰

國
の

時
の

領
域

は
、

湖

南
省
、

湖

北

省
、

安

徽

省
、

江

蘇
省

、

　

浙

江

省
、

及

び

四

川

省
の

巫

山
以

東
、

廣
西

省
の

蒼
梧

以

北
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

え

い

　

陝

西

省
の

洵

陽
以

南
の

地

域
。

首

都
は

郢
。
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貯

米

1
こ

の

二

字
、

『

御

覧
』

九

三

〇

は

「

貯

粉
米
」

三

字
に

　

作
る

。

 

漢
建

武
中

1
「

建

武
」

は
、

後
漢

の

光
武

帝
（

劉

秀
）

の

元

号
。

　

二

五

〜

五

六

年
。

『

御

覽
』

九

三

〇

は

「

漢
武

建

中
」

に

作
る

。

 
長

沙

−
郡

名
。

秦

に

置
か

れ

た
。

今
の

湖
南

省
東

半

部
の

地
。

 
區

曲

　
こ

の

二

字
、

『

類

聚
』

及
び

『

初

學
記
』

、

『

事

類

賦
』 、

　

『

御
覽
』

三
一

は
「

歐

回
」

に
、

『

御

覽
』

八

五
一

お

よ

び

『

玉

　

燭

寶
典
』

は

「

區

廻
」

に
、

『

御

覧
』

九

三

〇

は

「

區
回
」

に

　

作
る
．．

 
忽

見
一

士

人

　
『

類

聚
』

『

廣

記
』

『

御
覧
』

八

五
一

お

よ

び

　

九

三

〇

は
、

こ

の

句

の

前
に

「

白

日
」

二

字

有

り
。

 
士

人

　
学

問
修

行
を

積
ん

だ

人
。

 
三

閭
大

夫

　
楚

國
の

職
名

。

楚

の

三

王

族
、

昭
・

屈
・

景
の

こ

　

と

を

掌
る

。

 
甚
善
：

「

善
」

字
、

『

御

覽
』

八

五
一

は

「

誠
」

に

作
る

。

 
蛟
龍

i
龍
の

一

種
。

 

今

若

有

惠

　
こ

の

四

字
、

『

事

類

賦
』

及
び

『

初

學

記
』
、

『

玉

　

燭

寶
典
』

に

無
し

。

 
棟
葉
…

「

楝
」

は
、

お

う
ち

。

栴

檀
の

古

名
。

「

棟
」

字
、

『

事

　

類

賦
』

は

「

棟
」

に
、

『

初

學

記
』

は

「

菰
」

に
、

『

御

覽
』

　

三
一
、

八

五
一
、

九

三

〇
お

よ

び

『

玉

燭

寶

典
』

は

「

練
」

字

　

に

作
る

。

 
綵

絲

1
い

ろ

い

と
。

 
曲

依
其

言
、

今
五

月
五

日

作

粽
、

并

帶

棟

葉
五

花

絲

遺
風

也

　

　
『

御
覽
』

三
一

は

「

曲

依
其

言
］

の

句
の

後
に

「

後

乃

復

見
感

　

　

の

ら

　

す
な

は

　

　
　
ま

之
一

（

後

　
乃

ち

復
た

之

に

感
ず

る

を

見
る
）

六

字

が

有
る

。

『

御

覽
』

八

五
一

は
、

こ

の

三

句
の

後
に

「

異

苑
云

、

椶

屈

原

婦

所

作
也
」

（

異

苑
に

云

ふ
、

椶

は

屈

原

の

婦
の

作

る

所
な

り

と
）

十

字

が

有
る

。

『

玉

燭

寶

典
』

は
、

こ

の

三

句

を

「

廻

言

依
二

日
、

世

又

五

日

作

粽
、

并
帶

練
葉
五

綵
」

十
七

字
に

作
る

。

『

初
學
記
』

及

び

『

御

覽
』

九

三

〇

は

こ

の

三

句
に

該

当

す
る

記

述

が

無
い

。

「

五

花

絲
」

は
、

五

色
の

糸
。

「

遺

風
」

は
、

名

残
。

余

風
。

14

蠶

神

　
む

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
　
ロ

　

　

　

　

　

　

　

　
ゆ

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　
呉

縣
張

成

夜
起
、

忽

見
一

婦

人
立

於
宅

上

南
角

。

擧

手

招

成
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ロ

　
成
即

就
之

。

婦

人

日
「

此

地

是
君

家
蠶
室
、

我
即

是
此

地

之

神
。

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　
　

の

　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　
　

　
明

年
正

月

半
、

宜

作

白

粥
、

泛

膏
於

上

祭
我

也
。

必

當
令
君
、

蠶

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
桑

百

倍
。

」

言

絶

失
之

。

成

如

言

作
膏

粥
。

自

此

後
、

大

得

蠶
。

今

　
正

月

半

作
白

膏

粥
、

自
此

始
也

。

ご

け
ん

　

　
ら

や

う
せ

ド

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

ち

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

く

し

や

う

呉

縣
の

張

成

夜
起

く

る

に
、

忽

ち
一

婦

人
の

宅

上

の

南
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

す

な
は

　
　
こ

れ

角
に

立

つ

を

見
る

。

手
を

擧

げ
て

成

を
招

け

ば
、

成

即

ち
之

に

つ

　

　

　

　

　

　

　
ド

は

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

さ

ん

し

つ

就

く
。

婦

人

日

く

「

此
の

地
は

是
れ

君

が

家
の

蠶
室

に

し

て
、

我

　
す
な

は

　

　

こ

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な

か

　
　

　

よ

う

は

即

ち

是

れ

此
の

地
の

神

な

り
。

明

年
の

正

月

半

ば
、

宜
し

く

は
く

し

ゆ

く

　

　

　

　
　

　

　

か

フ

　

　

ラヘ
　

　

フ

白

粥

を

作

り
、

膏
を
上

に

泛

か
べ

て

我
を

祭

る
べ

き

な

り
。

必

　
ま
さ

　

さ
ん

さ
フ

し

　

た

ず

當
に

君

を
し

て
、

蠶

桑

百

倍
な

ら

令
む
べ

し
」

と
。

言
絶

え

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

こ

　

　

　

　

　

　

だ

う
し

ゆ
く

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

よ

　

　

の

ち

て

之

を

失
す

。

成

言
の

如

く

し

て

膏

粥

を

作
る

。

此

れ

自
り

後
、

お

ぽ

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

こ

大

い

に

蠶
を

得

た

り
。

今

正

月

半

ば

に

白

膏

粥

を

作
る

は
、

此

　
よ

れ

自

り

始
ま

る

な
り

。
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【

通

釈
】

　

ご

け

ん

　

　
ち

よ

う

せ

い

　

呉

縣
の

張

成

が

夜
中

に

目

を

覚

ま

し

た

時
、

ふ

と
一

人
の

婦

人
が

家
の

南
の

角
に

立
っ

て

い

る
の

を

見

た
。

手

を

挙
げ
て

成
を

招
い

た

の

で
、

成
は

そ

の

ま

ま

婦

人
に

近
づ

い

た
。

婦

人

が

言
う

に

は

「

こ

の

土
地

は

あ

な
た

の

家
の

蚕
室

で

あ
り
、

私
は
つ

ま

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な

か

こ

の

地

の

神
で

あ

る
。

年

が

明
け

て

正

月

の

半

ば
、

白

粥
を

作
り
、

膏

を
上

に

泛
か
べ

て

私

を

祭

る

と

良
い

だ

ろ

う
。

必

ず
あ

な
た

の

為
に
、

蚕
の

収

穫
を

百

倍
に

さ

せ

よ

う
」

と
。

言

葉
が

絶
え

る

と

姿
も

消
え

た
。

成
は

言

葉
の

通

り

に

膏
粥
を

作
っ

た
。

そ

れ

か

ら

ノコ
ら後

は
、

沢

山
の

蚕
を

収

穫
し

た
。

今

正

月

半
ば

に

白

膏
粥
を

作

る
の

は
、

こ

れ
か

ら

始
ま
っ

た

の

で

あ

る
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

初

學
記
』

四
、

『

御

覽
』

八

五

九
、

『

廣
記
』

二

九

三
、

『

荊

楚

歳
時

　

記
』 、
『

玉

燭

寶
典
』

一

に

見
え

る
。

ま

た
、

こ

の

事
は

『

御
覽
』

三

〇
，

八

二

　

五

お

よ

び

『

荊
楚

歳

時

記
』

に

引
く

『

齊

諧
記
』

、
『

搜
神
記
』

四

に

見

え

る
、

　

　

正

月

半
、

有
神

降

陳

氏

之

宅
、

云

「

我

是

蠶

神
。

若
能

見

祭
、

當

　

　

令

蠶
桑

百

倍
。

」

今
人

正

月

末

作
醺

糜
、

爲

此

也
。

（
『

齊
諧

記
』

）

　

　

　
な

か

　

　

　

く

だ

い

わ

れ

二

さ

ん

し

ん

　

正

月

半

ば
、

神

有
り

て

陳
氏

の

宅

に

降

り
、

云

ふ

「

我
は

是

れ

蠶

神

　

　

　

　
も

よ

ま

さ

さ
ん

さ

う

し

　

な

り
。

若
し

能

く

祭

ら

る

れ

ば
、

當

に

蠶

桑

を
し

て

百

倍
な

ら

令

む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
か

う

び
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
こ

　

　

　

　
　

た
め

　

べ

し
」

と
。

今

人

正

月
の

末

に

餝
糜

を

作
る

は
、

此

れ

が

爲

な
り

。

　

　

正

月

半
、

有
神

降
陳

氏

之

宅
、

云

「

是

蠶
室

。

若
能

見

祭
、

當

令

　

　

蠶

桑
百

倍
。

」

（
『

御
覽
』

三

〇
、

『

荊
楚

歳

時
記
』

引
『

齊

諧
記
』

）

　

　

　
な
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

く
た

　

　

　
い

　

　

　

こ

　

　
さ
ん

し

つ

　

　

　

　

も

　

正

月

半
ば
、

神
有

り
て

陳
氏
の

宅

に

降

り
、

云

ふ
「

是

れ

蠶
室

な

り
。

若

　

　
よ

ま

さ

さ
ん

さ

う

し

　

し

能
く

祭

ら

る

れ

ば
、

當
に

蠶

桑

を

し

て

百

倍
な

ら

令

む

べ

し
」

と
。

　

　

正

月

半
、

有
神

降

陳
氏

之

宅
、

云

「

我

是

蠶
神

。

能

見
祭
、

當
令

　

　

蠶
百

倍
。

」

今
人
正

月

半

作

餘
糜
、

像
此
也

。

一

云

呉

郡

張
誠
。

〔
『

御

　

　

覽
』

八

二

五

引

『

齊

諧
記
』

）

　

　

　
な

か

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く
た

　

　

　

　
い

　

　

　

わ
れ

　

　
こ

　

　
さ
ん

し

ん

　
正

月

半

ば
、

神

有
り

て

陳
氏

の

宅

に

降

り
、

云

ふ

「

我

は

是

れ

蠶

神

　

　

　

　
よ

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

ま
さ

　

さ
ん

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

し

　

な

り
。

能

く

祭

ら

る

れ

ば
、

當
に

蠶
を

し

て

百

倍
な

ら

令

む
べ

し
」

　

　

　

　

　

　

　

な

か

　

　

　

か

う

ひ

　

　
　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

か

た

ど

　

　
　

　

　

　

い

つ

　

と
。

今

人

正

月

半

ば

に

鰈

糜
を

作
る

は
、

此
れ

に

像

る

な
り
。

　一

　

　

　

　

ら

や　
つ

せ

い

　

　

　

い

　

に

呉

郡
の

張

誠

と

云
ふ
。

 
呉
縣

張

成
−
「

呉

縣
」

は
、

県

名
。

秦

に

置
か

れ

た
。

今
の

江

　

蘇
省

崑
山

県
の

西
。

「

張

成
」

二

字
、

『

廣

記
』

は

「

張

誠
之
」

　

三

字
に

作
り
、

各

書
に

引
く

『

齊

諧

記
』

は
「

陳
氏
」

に

作
る

。

　

『

御

覽
』

八

二

五

に

引
く

『

齊

諧

記
』

は

コ

云

呉
郡

張

誠
」

　

　
い

つ

　

　

　

　
　

　

　

ち
や

う
せ

い

　

　

ゾ

　

（

一

に

呉
郡

の

張

誠
と

云

ふ
）

と

注

し

て

い

る
。

 
一

婦

人

i
各

書
に

引
く

『

齊

諧
記
』

は

「

神
」

一

字
に

作
る

。

 
宅

上

南
角

！
「

上
」

字
、

『

搜

神

記
』

に

無

く
、

『

初

學

記
』
、

　

『

御

覽
』

八

五

九
、

『

廣
記
』

二

九

三
、

『

荊
楚

歳
時

記
』

、

『

玉

　

燭

寶
典
』

一

は

「

東
」

に

作
る

。

各

書
に

引
く
『

齊
諧

記
』

に

　

は

無
い

。

 
擧

手
招

成
、

成

即

就
之

　
こ

の

八

字
、

『

御
覽
』

八

五

九

は
「

擧

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

な
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

　

手

招

成
、

成
便

往

就
之
」

（

手

を

爆

げ
て

成
を

招

け
ば
、

成

即

　

　
こ

れ

　
　
　つ

　

ち

之

に

蹴

く
）

九

字
に

、

『

廣

記
』

湛
「

欅
手

招

誠
、

誠

就

之
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『

玉

　

　（

手

を

舉

げ
て

誠
を

招
く

に
、

誠

之

に

就

く
）

七

字
に
、

　

燭

寶
典
』

は

「

招

成
」

（

成

を

招

く
）

二

字

に

作

る
。

『

初

學

　

記
』

及

び

各

書
に

引
く
『

齊

諧

記
』

に

は

無
い

。

「

成
即

就
之
」

　

四

字
、

『

搜
神

記
』

に

無
し

。

 
此

地

是

君

家
蠶
室
、

我

即

是

此

地
之

神

　
こ

の

十

四

字
、

『

御

　

覽
』

八

二

五

お

よ

び

『

齊

諧

記
』

（

『

古

小

説

鉤

沈
』

所

収
）
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は

「

我
是

蠶

神
」

四

字

に

作

る
。

『

御

覧
』

三

〇
お

よ

び

『

荊

　
楚

歳

時

記
』

に

引

く
『

齊

諧

記
』

は
「

是
蠶
室
」

三

字

に

作
る

。

　

「

此

地

之

神
」

四

字
、

『

廣
記
』

は

「

地

之

神
」

三

字
に

、

『

初

　

學

記
』

及

び

『

玉

燭
寶
典
』

は

「

地

神
」

二

字
に

作

る
。

「

蠶

　

室
」

は
、

蚕

を
飼

う

部

屋
。

 
明

年
正

月

半

　
「

明

年
」

二

字
、

『

初

學

記
』

及
び

『

御

覽
』

　

八

五

九
、

『

玉

燭

寶
典
』

は

「

明
日

」

に

作
る

。

「

半
」

字
、

『

搜

　

神

記
』

は

「

十

五
」

二

字

に

作
る

。

 
粥

−
か

ゆ
。

特

に

薄
い

か

ゆ

を
い

う
。

 
蠶

桑

1
桑
を

植
え

て

蚕

を

飼

う

こ

と
。

『

初
學

記
』

及

び

『

御

　

覽
』

八

二

五

は

「

蠶
」

一

字

に

作
る

。

 
今

正

月

半
作

白

膏
粥
、

自

此

始
也

　
こ

の

十
二

字
、

『

初

學

記
』

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

う

　

　
ま
つ

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

み

　

は

「

祠

膏

見

敍

事
」

（

膏

を

祠

る

は

敍
事

に

見

ゆ
）

五

字

に

作

　

り
、

『

御

覽
』

三

〇
、

『

荊

楚

歳

時

記
』

に

引

く

『

齊
諧

記
」

　

に

は

無

い
。

「

半
」

字
、

『

荊

楚

歳
時

記
』

は

「

十
五

日
」

に
、

　

『

齊
諧
記
』

（
『

古

小

説
鉤

沈
』

所
収
）

は

「

末
」

に

作

る
。

「

白

　

膏
粥
」

三

字
、

『

御

覽
』

八

五

九

お

よ

び

『

玉

燭

寶
典
』
、

『

搜

　

　

　

　

　

　
か

う

　
ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

か

う
し

ゆ
く

　

神

記
』

は

「

膏
糜
」

に
、

『

廣

記
』

は

「

膏

粥
」

に
、

『

荊

楚

　

歳
時

記
』

は

「

粥
」

に
、

『

御

覽
』

八

二

五

に

引
く
『

齊
諧
記
』

　

　

　
カ

う

　
ひ

　

は

「

饒

糜
」

に

作
る

。

　
せ

き

ま

15

石

磨

　
　

　
呉

興

故
鄰

縣
東
三

十

里
、

有

梅

溪

山
。

山
根

直
竪
一

石
。

可

高

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
百

餘
丈

。

至

青
而

圓
、

如

兩

問
屋

大
。

四

面

斗

絶
、

仰
之

于

雲

　

　

　

　

　
外
、

無
登

陟

之

理
。

其
上

復
有
盤
石
、

圓
如

車
蓋

。

恒

轉
如

磨
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

聲
若
風

雨
。

土

人

號

爲
石

磨
。

　

　

　

　

欲
知

年
之

豐
儉

、

驗
之

無

失
。

轉

快
則

年

豐
、

轉

遲

則

歳
儉

。

こ

　
こ

う

　
　

　

ニ

げ
ふ

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

ぱ

い

け

い

さ

ん

　

　
　

　

　

　

や
ま

　

　
　
ね

呉

興
の

故

鄭

縣
の

東
三

十
里

に
、

梅
溪

山

有
り

。

山

の

根

に

直
に

　

　

　

　

　

　

　

ひ

や

　
よ

ら

や

う

　

　

へ
　

　

し

ぜ

い

　

　

　

ま

る

い
ら

せ

き

　

　

　
た

一

石

を

竪
つ

。

高

さ

百

餘

丈

な

る

可

し
。

至

青

に

し

て

圓

く
、

　

　

　
を
ぐ

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　
こ

ど

　
　

　

　

　
　
　

　

　

ど

ぜ
つ

　

　
　
　

こ

れ

　

　
う
ん

げ
わ
い

　

　
あ

み

兩

間
の

屋

の

大

き

さ
の

如
し

。

四

面

斗
絶
し
、

之

を

雲

外

に

仰

　

　
ご

フ

ら
よ
ぐ

　

　

リ

　

　

　

　

　

　

モ

　

　

う

へ
　

　

ま

　

　

は
ん

せ

き

　

　

　

　

　

　
ま
る

ぎ
、

登

陟

の

理

無
し

。

其
の

上

に

復
た

盤

石

有
り
、

圓

き
こ

と

し

や

か

い

　

　

ご
と

　

　

　

　
つ

ね

　

　

て

ん

　

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

ゑ

　

　

　

　

　

　

　
ご

と

車

蓋

の

如

し
。

恒

に

轉
じ

て

磨
す

る

が

如

く
、

聲

風

雨
の

若

し
。

　

　
が

う

　

　

　

　
せ

き

ま

　

　

　
な

　

　

　

　

ぐ

へ
　

　

　

　

　

　

　

こ

わ
い

　

　

　

　

　

　
す

な

は

土

人

號
し

て

石

磨
と

爲

す
。

轉
ず

る
こ

と

快

な

れ

ば

則

ち

年

ゆ

た

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
う

豐

か

に

し

て
、

轉

ず
る

こ

と

遲

な
れ

ば

則
ち

歳

儉

と

な

る
。

年

　
ほ

うロ
け

ん

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
た

め

の

豐

儉
を

知

ら

ん

と

欲
し

、

之

を

驗
せ

ば

失
す

る

こ

と

無

し
。

【

通

釈
】

　
ご

ニ

ラ

　

　

こ

ぎ

ょ

う

ば

い

娯

襖
の

故

鄭

縣
か

ら

東
へ

三

十

里

ば

か

り

行
っ

た

と

こ

ろ
ピ

に
、

梅

溪
山
が

あ

る
。

山
の

ふ

も
と

に

真
っ

直
ぐ

に

石

が

ひ

と

つ

竪
つ

て

い

る
。

そ

の

高
さ

は

百

丈

余
り

あ

る
。

色

は

真
っ

青
で

形

は

丸

く
、

間
口

は

二

間
の

家
の

大

き
さ

程

も

あ

る
。

四

方

は

絶
壁

で
、

天

辺

は

雲
の

上

に

仰

ぎ

見

て
、

と

て

も

登
れ

そ

う
に

な
い

。

そ

の

上

に

は

ま

た

大

き
な

岩
が

あ

り
、

そ

れ

は

車
の

覆
い

の

よ

う
に

丸

い
。

い

つ

も
回

転
し

て

研

磨
し

て

い

る

よ

う
で

あ

り
、

そ
の

音

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ

き

ま

風

雨
の

よ

う
に

聞
こ

え

る
。

土

地

の

人
々

は

こ

れ

を

石

磨
と

呼
ぶ

。

速

く

転
ず

る
な

ら
ば

そ

の

年

は

豊

作
で

あ

り
、

遅
く

転

ず
る

な

ら

ば

そ
の

歳
は

不

作
と

な

る
。

　一

年

の

豊

作
不

作
を

知

り

た

い

と

思

　

　

　

　

　

た
め

　

　
　
　
た

が

い
、

こ

の

石

で

驗
せ

ば

違

う

こ

と

が

な
い

。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

廣
記
』

三

九

八

に

見

え

る
。
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呉
興

故

鄰

縣

　
「

呉

興
」

は
、

郡

名
。

三

国
呉
、

置
く

。

今
の

　

浙
江

省
呉

興

県
。

「

鄰
」

字
、

『

廣

記
』

は

「

彰
」

に

作
る

が
、

　

　

　

　

　
し

ょ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

し

ょ

う

　

何
れ

も

「

郵
」

の

譌

字
で

あ
ろ

う
。

故

鄭

縣

は
、

県

名
。

漢

　

に

置

か

れ

た
。

今
の

浙

江

省
安

吉

縣
の

西

北
。

 
間

ー
家
の

間
口

の

長

さ
。

 
斗

絶
　
懸

け

離
れ

て

突
き

出

る
。

切
り

立
っ

た

よ

う
に

険

し
い

。

 
登

陟

　
の

ぼ

る

こ

と
。

 
石

磨

　
ひ

き

臼
。

 
豐

儉
　
豊

作
と

不

作．、

　

に

よ

し

う

ふ

16

徐

秋

夫

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

錢

塘
徐

秋

夫
、

善

治

病
。

宅

在

湖

溝
橋

東
。

夜
聞

空

中

呻
吟
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

聲

甚
苦

。

秋

夫
起

、

至

呻
吟

處
、

問
日

「

汝

是
鬼

邪
。

何
爲

如

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　
　
　

　

此
。

饑
寒

須

衣

食

邪
。

抱

病
須

治

療

邪
。

」

鬼

日

「

我

是

東

陽

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

人
、

姓

斯
名

僧
。

平
昔

爲

樂
遊

吏
。

患

腰
痛

死
、

今
在

湖

北
。

雖

　

爲
鬼

、

苦

亦

如

生
。

爲

君

善
醫
、

故

來

相

告
。

」

秋

夫
日

「

煙

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

汝
無

形
、

何

由

治
。

」

鬼

日

「

但
縛

茅
作

人
、

按
穴

鍼
之

。

訖
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

棄
流

水

中
、

可

也
。

」

秋

夫

作
茅
人
、

爲

鍼

腰
目

二

處
。

并
復

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

薄
祭

、

遣

人

送
後

湖
中

。

及

暝
、

夢
鬼

日
「

巳

差
。

并

承

惠
食

、

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

感

君

厚
意

。

」

秋

夫
宋

元
嘉
六

年
爲

奉

朝
請

。

せ

ん

た

う

　

　
じ

よ

し

う

ふ

　
　

よ

　

　

や

ま

ひ

　

　

ち

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

こ

う

け

う

　

　

　

　

　

　
あ

錢
塘
の

徐

秋

夫
、

善
く

病

を

治

す
。

宅

は

湖

溝
橋
の

東

に

在
り

。

　

　

　

　
し

ん

ぎ
ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

ゑ

　

は
な

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

う

ふ

夜

空

中

に

呻
吟
す

る

を

聞

く

に
、

聲

甚

だ

苦
し

む
。

秋
夫
起

　

　

　

　

　

と

こ

ろ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

は

　

　

　

な
ん

ち

　

　
こ

　

　

き

き
、

呻

吟
す

る

處

に

至

り
、

問
ひ

て

曰

く
「

汝

は

是
れ

鬼
な

る

　

　

　

　

　

　
か

　
　

　
　

ご

と

　

　
　

　
　

　
き

か

ん

　
　

　
　

　
　

　

　
　

も

と

　

　
な

ん

す

か
。

何
爲

れ

ぞ

此
く

の

如

き

や
。

饑
寒
し

て

衣

食
を

須
む

る

か
。

や

ま
ひ

　
　
い

だ

　

　
　

　

ち

れ
う

　
　
も
と

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

き

　

　

　
　

　
　

わ
れ

　
　

こ

　
　

と
う

や

ラ

病

を

抱
き

て

治

療
を

須

む
る

か
」

と
。

鬼
曰

く
「

我

は

是
れ

東

陽

　

　

　

　

　
し

　

　

　

　

　

そ
う

　

　
へ
い

せ

き

　

ら
く

い

う

　

　

り

　
た

　

　

　

　

え

う

つ

う

　

　
わ

つ

ら

の

人
、

姓

は

斯

名
は

僧
。

平

昔

樂
遊
の

吏
爲
り

。

腰

痛

を

患

　

　

　

　

　

　

こ

は

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

　

　

　

い

へ
ど

ひ

て

死

し
、

今

湖

北
に

在

り
。

鬼
と

爲
る

と

雖

も
、

苦
し

む

こ

　
ま

　

　

い

　

　

　
　

　

ご

と

　

　

　

き
み

　

　

よ

　

　

い

　

　

　

　

　

た
め

　
　

　

ゆ
ゑ

　

　
き
た

と

亦

た

生

く

る

が

如
し

。

君
の

善
く

醫
す
る

が

爲
に
、

故
に

來
り

　
あ

　

し

う

ふ

た

か

た

ち

な

て

相
ひ

告

ぐ
」

と
。

秋

夫

曰

く

「

但
だ

汝
は

形

無
け
れ

ば
、

何

　
よ

　

ち

　

　

　

　

た

ば

う

ば

く

　

　

な

に

由

り

て

か

治
せ

ん
」

と
。

鬼
日

く
「

但
だ

茅
を

縛
し

て

人

と

作

　

　

　

　
あ
ん

　

　

　

　

　
　
　

は
り

　

　
　
　

　

を
は

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

す

し
、

穴
を

按
じ

て

之

に

鍼

せ

よ
。

訖
り
て

、

流

水
の

中
に

棄
つ

れ

　

　
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ば

う

じ

ん

　

　

　

　

　

　

　

た

め

　

　
え

う
も
く

に

し

よ

　

　

は
り

ば
、

可
な

り
」

と
。

秋

夫

茅

人

を

作

り
、

爲
に

腰
目
二

處
に

鍼

　

あ

は

ま

は
く

さ

い

し

す
。

并
せ

て

復
た

薄

祭
し

、

人
を

し

て

後
ろ

の

湖
中
に

送

ら

遣
む

。

く

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

す
で

　

　

い

　

　
　

　

あ

は

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
う

暝

る

る

に

及

び
、

夢
に

鬼
曰

く

「

巳

に

差

ゆ
。

并
せ

て

惠

食
を

承

　

　

　

　
こ

う

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

げ

ん

か

　

　

　

　

　

　
ほ

う

で

う

せ

い

け
、

君

の

厚

意
に

感
ず
一

と
。

秋

夫

宋
の

元

嘉
六

年

に

奉

朝

請

　
な

と

爲
る
。

【

通

釈
】

　
せ

ん

と

う

　

　
じ

よ

し
ゆ

う

ふ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

錢

塘
の

徐

秋

夫

は
、

病

気
の

治

療

に

長

け

て

い

た
。

家
は

湖

こ

フ

き
ょ

う

溝

橋

の

東
に

あ
っ

た
。

夜
に

空

中
か

ら

呻

く

声
が

聞
こ

え

た

が
、

そ

の

声

は

ひ

ど

く

苦
し

そ

う
だ
っ

た
。

秋
夫
は

起

き

出

し
、

呻
い

て

い

る

と

こ

ろ

に

行

き
、

尋
ね

て

言

う
に

は

「

お

前

は

幽

霊

な
の

か
。

ど

う

し

て

そ

の

よ

う
に

苦
し

ん

で

い

る
の

か
。

飢
え

凍

え
て

服

や

食
べ

物

を
求

め

て

い

る
の

か
。

病

気
に

な
っ

て

治

療

を

求
め

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と

う
よ

う

て

い

る

の

か
」

と
。

幽

霊
が

言

う
に

は

「

私

は

東

陽
の

者

で
、

姓

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

つ

　
　

ら

く

や

う
え

ん

は

斯
で

名
は

僧
と

申
し

ま

す
。

嘗
て

樂

遊

苑
の

役

人
で

し

た
。

腰

痛

を

患
っ

て

死

に
、

今
は

湖

北
に

い

ま

す
。

幽
霊

に

な
っ

た

と

は

い

え
、

苦
し

み

は

生

き
て

い

る

時
と

同
じ

で

す
。

あ

な
た

が

治
療

に

長
け

て

い

る

と

い

う
の

で
、

そ

れ
で

や
っ

て

き

て

告

げ

る

の

で

す
」

と
。

秋

夫
が

言

う
に

は

「

た

だ

お

前
に

は
形

が

無
い

か

ら
、

一ll1
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ど

う

や
っ

て

治

療
し

た

ら

い

い

の

だ
一

と
。

幽

霊
が

言

う
に

は
「

た

　
か

や

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
つ

ぼ

だ

茅

を

縛
っ

て

人

形

を

作
り
、

壺
を

探
し

て

其

処

に

針

を

刺
し

て

下

さ

い
。

そ

れ

が

終
わ
っ

て
、

流
水
の

中
に

棄
て

れ

ば
、

そ

れ

で

良
い

の

で

す
」

と
。

秋
夫

は

茅

で

人
形

を

作

り
、

そ

れ

に

腰
と

目

の

二

ヶ

所
に

針
を

刺

し

た
。

そ

の

上

ま

た

簡

単
に

祭
っ

て
、

人

に

後
ろ

の

湖
の

中

に

送

ら

せ

た
。

夕

暮

れ
に

な

り
、

幽
霊

が

夢
に

出

　

　

　

　

　

　

　

す
で

て

来

て

言

う

に

は

「

巳
に

癒
え

ま

し

た
。

そ

の

う

え

供
え

物
ま

で

承

け

る

こ

と

に

な

り
、

あ

な
た

の

ご

厚

意
に

感
謝

致

し

ま

す
」

と
。

　

　

　

　

　
げ

ム
う

　

　

　

　

　

ほロ
ち　
よ

う

せ

い

秋
夫

は

宋

の

元

嘉
六

年
に

奉

朝

請

に

な
っ

た
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

事

は

『

南

史
』

三

二
、

『

御

覽
』

七

二

二

に

引
く

『

宋

書
』 、

『

廣

記
』

二
一

　
八

に

引

く

『

談

藪
』

に

見

え

る。

 
錢
塘

　
錢
唐

縣
。

秦
に

置
か

れ

た
。

浙
江

省
杭

縣
。

唐

代
に

国

　

号

を
避

け

て

土

偏
を

加

え

た
。

こ

の

二

字
、

『

南
史
』

『

御

覽
』

　

『

廣
記
』

に

無
し

。

 
徐

秋
夫
−

南
朝
宋
の

人
。

煕

の

子
。

官
は

射

陽
（

江
蘇

省

淮

安

　

縣
の

東
南
）

令
。

医
者

。

（

『

南

史
』

三

二
）

 
宅

在

湖

溝

橋

東

−
「

湖

溝
橋
」

は
、

未

詳
。

（

今
の

湖

溝

鎮
は

　

安
徽

省
に

あ

る
。

）

こ

の

六

字
、

『

南
史
』

『

御
覽
』

『

廣

記
』

　

に

無
し

。

 
呻

吟

ー
苦
し

ん

で

呻

く

こ

と．、

 
汝

是

鬼
邪

〜

抱

病

須
治

療

邪

ー
こ

の

二

十
字

、

『

南
史
』

は
「

何

　

　

　

　

　

も

と

　

須
」

（

何
を

須
む

る

か
）

二

字
に
、

『

御
覧
』

は

「

何

所

須
」

（

何

　

　
も
と

　

の

須

む

る

所
ぞ
）

三

字

に
、

『

廣
記
』

は

「

汝

是

鬼

也
、

何

所

　

　

　

　
な
ん

ら

こ

き

　

　

も

と

　

須
」

（

汝

は

是
れ

鬼

な

る

か
。

何
の

須

む

る

所

ぞ
）

七

字

に

　

作
る

。

 

我
是

東

陽

人
、

姓

斯
名

僧
。

平

昔
爲

樂

遊

吏

　
こ

の

十

五

字
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
け

へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と

う

や

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

　
『

南

史
』

は

「

姓

某
、

家
在

東

陽
」

（

姓
は

某
、

家
は

東

陽
に

在

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

　
　
し

へ

　

り
）

六

字
に

、

『

御

覽
』

は

「

姓

斯
、

家
在

東

陽
」

（

姓
は

斯
、

家

　

　
と

う

や

ラ
　

　
　

あ

　

は

東

陽
に

在

り
）

六

字

に
、

『

廣

記
』

は

「

我

姓

斛

斯
、

家
在

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

く

し

　
　

　
　

　

と

う

や

つ

　

東

陽
」

（

我
が

姓
は

斛

斯
、

家
は

東

陽
に

在
り
）

八

字
に

作
る

。

 

東

陽

ー
地

名
。

春
秋

魯
の

邑
。

山

東
省
費
縣
の

西

南
。

ま

た

は
、

　

郡

名
。

三

国
呉
に

置
か

れ

た
。

浙

江

省

金

華

縣
。

ま

た
は

、

県

　

名
。

漢

に

置
か

れ

た
。

山

東

省

省
恩

縣
の

酉

北
。

ま

た
、

秦
，

　

漢
に

置
か

れ

た
。

安

徽
省

天

長
縣
の

西

北
。

ま
た
、

南
朝
宋

に

　

置
か

れ

た
。

江
蘇

省
の

境
。

 
樂

遊

−
苑
の

名
。

江

蘇

省
江

寧

県
の

東

北
。

南

朝

宋
の

太

祖
が

　

建

て

た
。

 
今

在

湖

北

−
こ

の

四

字
、

『

南

史
』

『

御
覽
』

『

廣

記
』

に

無
し

。

 
雖
爲

鬼
、

苦
亦
如

生
、

爲

君

善
醫
、

故

來

相

告
I
−

こ

の

十

五

字
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な

　

『

南
史
』

は

「

雖

爲

鬼
、

痛
猶

難

忍
、

請
療
之
」

（

鬼
と

爲
る

　

　
い

へ
ど

　
　

　

　
　

　

　
な

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　
れ

う

　

と

雖

も
、

痛

み

猶

ほ

忍

び

難

け

れ

ば
、

之

を

療
せ

ん

こ

と

を

　

請

ふ
）

十

字
に
、

『

御

覽
』

は

「

爲

鬼
、

痛

猶
難

忍
、

請

療
之
」

　

　

　

　
な

　
　

　

　
　
　

　

　
　
な

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
れ
う

　

　
（

鬼

と

爲
る

も
、

痛

み

猶
ほ

忍

び

難

け

れ
ば
、

之

を

療
せ

ん

こ

　

と

を

請
ふ
）

九

字
に
、

『

廣

記
』

は

「

雖

爲

鬼
、

疼
痛

猶
不

可

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な

　

　

　

も
へ
ど

　

　

と

う
つ

フ

　

な

　

忍
。

聞

君
善

術
、

願
見

救
濟
」

（

鬼
と

爲

る

と
、

賠

も
、

疼

痛

猶

　

　

　

　
べ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

よ

　

ほ

忍

ぶ

可

か

ら

ず
。

君
の

術
を

善

く

す
る

を

聞
き
、

救
濟

さ
れ

　

ん

こ

と

を

願

ふ
）

十

七

字
に

作
る

。

 
但

汝

無

形
、

何
由

治

1
こ

の

七

字
、

『

南
史
』

及
び

『

御

覽
』

　

　

　

　

　

　

　

　

い

　

か

　
　

　

　

　

　
　

そ

　

は

「

云

何

暦

法
」

（

云

何
に

法
を

暦
せ

ん
）

四

字
に
、

『

廣

記
』
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は

「

汝

是

鬼

無
形

。

云

何

措

治
」

（

汝

是

れ

鬼

に

し

て

形

無

　

　

　
い

　
か

　

　

　
　
　
　

　
そ

　
し

。

云

何
に

治

を

措
せ

ん
）

九

字
に

作

る
。

 
但

縛
茅

作
人

〜

可

也

1
こ

の

十

六

字
、

『

南
史
』

及

び
『

御

覽
』

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
す
う

じ

ん

　
　

つ

く

　

は

「

爲

芻

人
、

案

孔

穴

鍼
之
」

（

芻

人

を

爲
り
、

孔
穴

を

案
じ

　

　

　

　
は
り

　

て

之

に

鍼

せ

よ
）

八

字

に

作

る
。

『

廣

記
』

は

「

君

但

縛

芻
作

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

　

　

す

う

　

　
ば
く

　
　

　
　

　

　
　

　
な

　

人
、

按

孔
穴

鍼

之
」

（

君

但

だ

芻
を

縛
し

て

人

と

作

し
、

孔

　

　

　
あ
ん

　
　
　

　
こ

れ

　
　
は

り

　

穴

を

按
じ

て

之

に

鍼
せ

よ
）

十
一

字

に

作
り
、

「

穴

原

作

定
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も

と
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　
　
よ

　

據

明

鈔

本

改
」

（

穴

原

は

定

に

作
る

も
、

明

鈔
本

に

據

り

て

　

改

む
）

と

注
し

て

い

る
。

 
秋

夫

作

茅
人
〜

遣
人
送

後
湖

中

1
こ

の

十

六

字
、

『

南
史
』

及

　

び

『

御

覧
』

は

「

秋

夫

如

言
、

爲
灸
四

處
、

又

鍼

肩

井
三

處
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　
げ
ん

　
　

ご
と

　

　

　

　
　

　
た

め

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
ま

　

設

祭

埋

之
一

（

秋

夫

言
の

如

く

し
、

爲

に

四

處
に

灸
し

、

又

　

　
け

ん

せ

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

う

　

　

　

こ

れ

　

　
う
つ

　

た

肩

井
の

三

處
に

鍼
し

、

祭
を

設

け
て

之

を

埋

む
）

十
八

字
に
、

　

『

廣
記
』

は

「

秋
夫

如

其

言
、

爲
鍼

四

處
、

又

鍼

肩

井
三

處
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
そ

　

　

げ
ん

　

　

ご

と

　

　

　

　

　

た

め

　

設

祭

而

埋

之
」

（

秋

夫

其

の

言
の

如
く

し
、

爲
に

四

處
に

鍼

　

　

　
ま

　

　

け

ん

せ

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

う

　

　

　

　

　

　

　

う
つ

　

し
、

又

た

肩
井

の

三

處
に

鍼
し
、

祭

を

設

け
て

之

を

埋

む
）

二

　

十
字
に

作
る

。

 

及

暝

〜

感

君

厚

意

ー
こ

の

十
五

字
、

『

南

史
』

及

び

『

御

覽
』

　

は

「

明

日

見
一

人

謝

恩
、

忽

然

不

見
」

（

明

日

　一

人

の

恩

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

つ

せ

ん

　

謝

す

る

を

見
る

に
、

忽

然
と

し

て

見
え

ず
）

十
一

字

に
、

『

廣

　

記
』

は

「

明

日
、

見
一

人
來

謝
、

日

『

蒙
君
療

疾
、

復
爲

設
祭

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
き
た

　

除

飢

解

疾
、

感

惠

實
多

。

』

忽

然

不

見
」

（

明

日
、

一

人
の

來

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ま
　

　
　
た

め

　

り

て

謝
す

る

を

見
る

に
、

日

く
「

君
の

疾
を

療
し
、

復
た

爲
に

　

　

　
ま

う

　
　

　
　

　
　
か

う
む

　

祭

を

設
く

る

を

蒙

る
。

飢
を

除
き

疾

を

解
く
、

惠

に

感

ず

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

つ
ぜ

ん

　

こ

と

實
に

多
し

」

と
。

忽

然
と

し

て

見

え

ず
）

二

十
八

字
に

作

　

る
。

 
秋

夫

宋

元

嘉
六

年

爲

奉
朝

請

1
こ

の

十
一

字
、

『

南

史
』

『

御

　

覽
』

『

廣

記
』

に

無

く
、

『

南
史
』

及

び

『

御

覧
』

に

は

「

當

　

　

　

　

　

　

　
と

う
せ

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

　

世

伏
其

通

靈
」

（

當

世

其
の

通
靈

に

伏
す
）

六

字
が

あ

り
、

『

廣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

う

だ

い

　
　
そ

　

記
』

に

は

「

當

代

服

其

通

靈
」

（

當

代

其
の

通

靈

に

服

す
）

　

六

字
が

あ

る
。

 
宋

元

嘉
六

年

1
四

二

九

年
。

「

元

嘉
」

は
、

年
号

。

南
朝

宋
、

　

文

帝
（

劉
義
隆
）

の

年

号
。

四
二

四

〜
四

五

三

年
。

 
奉
朝

請

1
官
名

。

朝
廷

で

儀
式

を

行

う
時

、

臨
時

に

任
命

す

る

　

官
。

漢

代
は

多
く

外

戚
や

将

軍
、

公

卿
、

列

侯

な
ど

が

任
じ

ら

　

れ
、

朝

会
の

請

召

を

奉
ず

る

こ

と

を

掌
る

。

晉

以

後
、

奉
車
・

　

馴

馬
・

騎
三

都

尉
を

以

て

し
、

南
朝
に

及

ん

で

六

百

人

の

多

数

　

に

至
っ

た
。

　

て

う

ふ

ん

せ

う

17

趙
文

韶

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

　

　

會

稽

趙
文

韶
、

爲
東

宮

扶

侍
、

坐

清

溪
中

橋
。

與
尚

書
王

叔

卿

　

　

　

　
　

　

家
隔
一

巷
、

相
去

二

百

歩
許

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

秋

夜
嘉
月
、

悵
然

思

歸
、

倚
門

唱
「

西

夜

烏

飛
」

。

其
聲

甚

哀

　

怨
。

忽

有

青
衣

塑
。

年
十

五

六
、

前

日

「

王

家

磁

子

白

扶

侍
“

　

聞

君

歌

聲
。

有

門

人

逐

月

遊

戲
、

遣

相

聞

耳
。

時

未

息
。

」

文

　

韶

不
之

疑
、

委
曲

答
之

。

亟

邀

相

過
、

須

臾
女

到
。

年
十

八

九
、

　

行

歩
容
色

可

憐
。

猶

將
兩
婢

自

隨
。

問

家
在
何

處
、

墨

手

指
王

　

尚

書

宅

日

「

是

聞

君

歌

聲
、

故
來

相
詣

。

豈

能
爲
一

曲
邪

。

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

文

韶

即

爲

歌

「

草
生

盤

石
」

。

音
韻
清

暢
。

又

深

會
女
心

。

乃

　

日

「

但

令

有

瓶
。

何

患

不

得
水
。

」

顧

謂

婢

子

還

取

箜
篌
、

爲
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ゆ

扶

侍
皷

之
。

須

臾
至

、

女
爲

酌
兩
三

。

彈

洽
冷
更

増

楚

絶
。

乃

令

婢
子

歌

「

繁

霜
」

。

自

解

裙

帶
繋

箜

篌
腰

。

叩
之

以

倚

歌
。

歌
日

「

日

暮

風

吹
、

葉

落

依

枝
。

丹

心

寸

意
、

愁

君

未
知

。

」

　

　

　

　

　
　

歌

「

繁

霜

侵

曉

幕
。

何

意

空

相

守
。

坐

待

繁

霜

落
。

」

歌

關
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

夜
巳

久
。

遂

相

佇
燕

寢
、

竟

四

更

別
去

。

脱
金

簪
以

贈

文

韶
、

文

韶
亦

答

以

銀

椀

白

瑠

璃

匕

各
一

枚
。

ぷ
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

む

既
明
、

文

韶
出
。

偶

至

清
溪

廟
歇
、

神
坐

上

見

椀
。

甚
疑
而

悉

委
之
、

屏

風

後

則

瑠

璃

匕
在

焉
。

箜

篌

帶
縛
如

故
。

祠

廟
中

惟

女

姑
神

像
、

青
衣

婢
立

在
前

。

細
視
之
、

皆
夜

所

見

者
。

於

是

　

　

　

　
　

遂

絶
。

當

宋

元

嘉
五

年

也
。

ヒ
わ
い

げ

い

　

　

て

う

ふ

ん

せ

う

　

と

う

も

う

ふ

　
じ

　

　

　

な

　

　

　

　
せ

い

げ

い

　

　

　

　

　

　

さ

　

　

　
　
し

や
う

し

よ

會

稽
の

趙

文

韶
、

東
宮

扶

侍
と

爲
り
、

清

溪
中

橋
に

坐

す
。

尚

書

わ

う

し

ゆ

ヒ

け

い

　

　

　

　

　

　

い

つ
か

う

　

　

へ
た

　

　

　

　

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ば

か

王

叔

卿
の

家
と
一

巷
を

隔
て
、

相
ひ

去

る

こ

と

二

百

歩

許

り

な

り
。

　
し

ちら
や

　

　

か

け

つ
　

　

ら

やド
フ

ぜ
ん

　

　

　

　

　

　

か

へ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

　
秋

夜

嘉
月
、

悵

然
と

し

て

歸
る

を

思
ひ
、

門
に

倚

り

て

「

西

　

　

　

　

　

　

　

そ

こ

ゑ

は

な

は

あ

い

ゑ
ん

た

ら

ま

ひ

夜

烏
飛
」

を

唱

ふ
。

其
の

聲

甚

だ

哀

怨
な

り
。

忽

ち

青
衣

の

婢

　

　

　

　

　

　

　

　

ザ
す

　

　

　

　
い

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

じ

や

う

し

　

　
ふ

　

じ

　

　

ま
う

有
り

。

年

は

十

五

六
、

前
み

て

曰

く

「

王

家
の

娘

子

扶

侍
に

白

　

　

　

か

　
せ

い

　

　

　

　

　

　

も
バ

じ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

う

ぎ

す
。

君
の

歌

聲
を

聞
く

。

門
人

の

月

を

逐

ひ

て

遊

戲

す

る

有
れ

ば
、

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

の

み

　

　

　

　

　

　
い

ま

　

　
し

こ

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

こ

れ

相
ひ

聞
か

し

む

る

耳
。

時

に

未
だ

息

は

ず
」

と
。

文

韶

之

を

疑

　

　

　
ゐ

き

よ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ア

み

　

　

　

　

　

　
む
か

　

　

　

　

あ

は

ず
、

委

曲

之

に

答

ふ
。

亟

や
か

に

邀
へ

て

相
ひ

過
ぐ

る

に
、

し

ゆ

ゆ

　

　

　

　

　

　

む

す

め

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

う

ほ

　

　

よ

う

し

よ

く

　

あ

は

須
臾
に

し

て

女

到

る
。

年
は

十

八

九
、

行

歩
・

容

色
　
憐

れ

む

へ
　

　

　

な

　

り

や

う

ひ

　

　

ひ

　

　

　

み

つ

か

　

　

　

　

　

　

　

い

つ

く

可

し
。

猶

ほ

兩

婢
を

將
き

て

自

ら

隨

ふ
。

家

何

處
に

か

在

る

　

　

　

　

　

　

　
あ

　

　

　

　

わ

う

し

や

う

し

よ

　

　

　

　

　

　

さ

　

　

　

　

い

は

　

　

　

　

こ

と

問

ふ

に
、

手

を

墨
げ

て

王

尚

書

の

宅

を

指

し

て

曰

く

「

是

れ

　

　
カ

セ

い

　

　

　

　

　

　
　

　

ゆ
ゑ

　

　
き
た

　

　

　

　
あ

　

　
い

た

　

　

　

あ

　

　

よ

　
　

い

つ

き
よ

く

君
の

歌
聲

を

聞

き
て

、

故
に

來
り

て

相
ひ

詣
る

。

豈
に

能

く
一

曲

　
な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

な

は

　

　

た
ぬ

　

　

　

　

く
き

　

ば
ん

せ

き

を

爲
さ

ん

邪
」

と
。

文

韶

即

ち

爲
に
一

草

盤

石

に

生

ず
」

を

　

　

　
お

ん

ゐ

ん

　

せ

い

ら

や

う

　

　

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

わ
い

歌

ふ
。

音

韻

清

暢

な
り

。

又

た

深

く

女
の

心

に

會

す
。

乃

ち

　

　

　
に

か

め

し

　

み

つ

　

う
れ

目

く
「

但
だ

瓶

有
ら

令
め

よ
。

何
ぞ

水
を

得
ざ

る

を

患
へ

ん
」

と
。

か

ヘ
ビ

　

ひ

し

　

い

　

　

ま

　

く

ご

　

　

　

　

　

　

　

　

た

め

顧

み

て

婢

子

に

謂
ひ

て

還
た

箜

篌

を

取

ら

し

め
、

扶

侍
の

爲

に

　

　

　

　

　

　

し

ゆ

ゆ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ぐト

之

を

皷

せ

し

む
。

須
臾

に

し

て

至

り
、

女

爲
に

酌

む
こ

と

兩
三

。

　

　

　

　
れ
い

れ
い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

ぜ

つ

彈

く

こ

と

怜
冷
と

し

て

更
に

楚

絶
を

増
す

。

乃

ち

婢
子

を

し

て
「

繁

　

　

　

　

　
し

み

つ

か

く

ん

た

い

霜
」

を

歌

は

令

む
。

自

ら

裙

帶

を

解
き

て

箜

篌

を

腰

に

繋

ぐ
。

之

を

叩

き

て

以

て

歌

に

倚
ら

し

む
。

歌

ひ

て

曰

く

「

日

暮
れ

て

風

　

　

　

　

　

　

　

　

　
よ

　

　

　

　

た
ん

し

ん

　

す
ん

　
ド

　

　

　

　
　
　

い

ま

吹

き
、

葉

落
ち

て

枝
に

依
る

。

丹
心

寸

意
、

君

の

未
だ

知

ら

ざ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
げ
う

ば
く

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

る

を

愁

ふ
」

と
。

「

繁

霜

曉

幕
を

侵

す
。

何

ぞ

空

し

く

相
ひ

守

　

　
お
も

　
　

　
　
　
　

さ

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
を

は

る

を

意

喬
や

。

坐

し

て

繁
帚

朔

吻

落
も

る

筆
待

つ

ト

括
歌

ふ
”

ひ

歌

関

り
、

夜

已

に

久

し

く

す
。

遂
に

相
ひ

佇

ち

て

燕
寢
し

、

竟
に

四

更

に

別
れ

去

る
。

金

簪
を

脱
し

て

以

て

文

韶

に

贈
れ

ば
、

文

韶
も

ま

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

さ

じ

　

お

の

お

亦
た

銀

椀

と

白

瑠

璃
の

匕

各

の

一

枚
を

以
て

答

ふ
。

　
す
で

　

　

　
あ

　

　
　

　

　

　

　

　
　

い

　

　

　
　

た

ま

た

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
や
す

　

既
に

明

け
、

文

韶

出

づ
。

偶

ま

清

溪
廟
に

至

り

て

歇

む

に
、

げ
み

さ

　

　
ほ

と

り

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

は

な

は

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
つ

ゐ

神

坐

の

上

に

椀

を

見

る
。

甚

だ

疑

ひ

て

之

を

悉

委

す

る

に
、

屏

　

　

　

　

　
す

な

は

　

　

　

　

　

　

　

　
さ
じ

　

あ

　

　

な

り

風

の

後
ろ

に

則

ち

瑠

璃
の

匕

在

る

焉
。

箜

篌

帶

も

て

縛
す

る

　

　
も

と
　
　

　
こ

と

　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
た

こ

と

故
の

如

し
。

祠

廟

中

惟
だ

女

姑

神
の

像
あ

り
、

青
衣

の

婢

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

ま

　

　

　
　
　
　

　

　

み

立

ち

て

前

に

在
り

。

細

か

に

之

を

視

る

に
、

皆

夜
に

見

し

所
の

　

　

　

　
こ

こ

お
い

つ

ひ

た

　

　

げ

へ
か

　

あ
た

者

な

り
。

是
に

於
て

遂
に

絶
ゆ

。

宋
の

元

嘉
五

年
に

當

る

な
り

。

【

通

釈
】

　
か

い

け

い

　

　
ら

よ　
り

ふ

ん

し

ょ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ざ

　

會
稽
の

趙

文

韶

は
、

東
宮

扶

侍
と

な
り
、

清
溪

中

橋

に

坐

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　
お
う

し

や

く

け
い

て

い

た
。

尚

書
で

あ

る

王

叔

卿
の

家
と

は

道
で

隔

て

ら

れ
、

二

百

歩
ほ

ど

離

れ
て

い

た
。

　

秋
の

夜
で

月

が

美
し

く
、

悲
し

み

嘆
い

て

故

郷
に

帰
る

こ

と

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
う
た

思
い
、

門
に

寄

り

掛
か

っ

て

「

西

夜

烏
飛
」

を

唱
っ

た
。

そ
の

声
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は

哀

怨
の

響
き
に

満
ち

て

い

た
。

不

意
に

青
い

衣

を

身
に

つ

け
た

女
中

が

現
れ
た

。

年
は

十

五
・

六

ほ

ど

で
、

文

韶
の

も
と
へ

や
っ

て

来

て

言

う

に

は

「

王

の

家
の

娘
が

扶

侍
に

申
し

上

げ
ま

す
。

あ

な

た

の

歌

う

声
を

聞

き

ま

し

た
。

月

を

逐
っ

て

遊
ん

で

い

る

家
人

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

ず

が

い

た

の

で
、

あ

な
た

に

問
ね

さ
せ

ま

し

た
。

ま

だ

お

休

み
に

な

っ

て
い

ら
っ

し

ゃ

い

ま

せ

ん
」

と
。

文

韶

は

こ

の

事
を

不

思

議
に

思

わ

ず
、

こ

の

女

中
に

詳
し

く

答
え

て

や
っ

た
。

す

ぐ

に

迎
え

に

行
っ

て

待
っ

て

い

る

と
、

暫

く

し

て

娘
が

や
っ

て

来
た

。

年
の

頃

は

十

八
・

九

歳
、

歩

く

様
子

や

容

貌
が

可

愛

ら

し

か
っ

た
。

ま

た

二

人
の

女

中
が

娘
に

随
っ

て

い

た
。

家
が

何

処
に

あ

る
の

か

を

尋

ね

る

と
、

手

を

挙

げ
て

王

尚

書
の

家
宅

を

指
し

て

「

あ

な
た

の

歌

う
声

を

聞
い

て
、

そ

れ

で

あ
な

た

の

も

と
へ

や
っ

て

来
た

の

で

す
。

ど

う

か
一

曲
歌
っ

て

下

さ
い

ま

せ

ん

か
」

と

言
つ

た
。

す

ぐ
に

文

　
　

　

　

　

　

　

　

　
ぱ
ん

せ

き

韶
は

娘

の

為

に

「

草

盤

石

に

生

ず
」

を

歌
っ

た
。

そ

の

音

色
は

清
ら
か

で

伸
び

や
か

だ
っ

た
。

ま

た

深

く

娘

の

心

を

打
っ

た
。

そ

こ

で

「

酒
の

瓶

を

持
っ

て

来

な

さ
い

。

水

は

無

く

て

も

構
い

ま
せ

ん
」

と

言
っ

た
。

振

り
返
っ

て

女
中

に

言

い

つ

け

て

ま

た

箜

篌

を

取
ら

せ
、

扶
侍
の

為
に

こ

れ

を

弾
か

せ

た
。

暫

く

し

て

女

中
が

戻

っ

て

来
た

の

で
、

娘

は

文
韶

に

酒
を

二

・

三

度
つ

い

だ
。

弾

け
ば

音
色

は

清
く

涼

や
か

で

更
に

悲
し

み

が

増
し

た
。

そ

う

し

て

女

中

に

「

繁

霜
」

を

歌
わ

せ

た
。

自
ら

裳

裾
の

紐

を

解
い

て

箜

篌
を
腰

に

繋
い

だ
。

こ

れ
を

叩
い

て

歌
に

合

わ
せ

た
。

歌
っ

て

言

う

に
は

「

日

が

暮

れ
て

風
が

吹
き

、

葉
が

散

り

落
ち

て

枝
に

依
る

．

私
の

こ

の

気

持
ち

を
、

あ

な
た

が

ま

だ

知

ら

な
い

こ

と

を

愁

う
」

と
。

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
む

な

「

繁

霜
が

明
け

方
の

と

ば

り
を

侵

す
。

ど

う
し

て

空
し

く

守
る

こ

　

　
お
も

と

を

意

う

だ
ろ

う
か

。

坐

し

て

繁
霜

が

お

り

る

の

を

待
っ

て

い

る
」

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
す
で

と

歌
っ

た
。

歌
い

終

わ

る

と
、

夜
は

已
に

更

け
て

い

た
．、

そ
の

ま

ま

留
ま
っ

て

共

に

休

み
、

そ

う

し

て

四

更

の

こ

ろ

別

れ

て

去
っ

た
。

　

　
か

ん

ざ

し

金
の

簪

を

外
し

て

そ

れ

を

文

韶
に

贈
っ

た

の

で
、

文

韶
も
ま

た

銀

椀
と

白

い

瑠

璃
の

ス

プ

ー

ン

を

そ

れ
ぞ

れ
一

つ

ず
つ

娘
に

贈
っ

た
。

　

既
に

夜
が

明

け
た

の

で
、

文

韶
は

出
て

行
っ

た
。

偶
々

清

溪

廟

に

立

ち

寄
っ

て

休

憩
し

た

折
、

神
坐

の

そ

ば
に

椀

を

見
つ

け

た
。

た

い

そ

う

不

思

議

に

思
っ

て

こ

れ

を

よ

く

見
て

み

る

と
、

屏
風

の

後
ろ

に

は

瑠

璃
の

ス

プ

ー

ン

が

あ
っ

た
。

箜

篌
が

帯
で

縛
っ

て

あ

る

様
子

は

昨

晩
の

ま

ま

だ
っ

た
。

祠

廟
の

中
に

は

た

だ

女
姑

神

の

像
が

あ

り
、

青
い

衣
の

女
中

が

そ
の

前
に

立
っ

て
い

た
。

そ

の

様

子

を
よ

く

見
て

み

た

が
、

ど

う

見

て

も

夜
に

見

た

者
で

あ
っ

た
。

そ

う
し

て

そ

の

ま

ま

何
事

も

起
こ

ら

な
か

っ

た
．、

宋
の

元

嘉
五

年

の

こ

と

で

あ
っ

た
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

御

覽
』

七

六

〇

に

見

え

る。

ま

た、

こ

の

事

は

『

廣

記
』

二

九

五

に

　
引
く

『

八

朝
窮
怪

録
』

に

見

え

る
。

　

　
宋
文

帝

元

嘉
三

年
八

月
、

呉

郡

趙
文

昭
、

字
子

業
、

爲

東
宮

侍
講

。

　

　
宅

在

清

溪

橋
北

。

與

吏

部

尚
書
王

叔

卿
、

隔

牆
南

北
。

嘗

秋

夜
、

　

　
對

月

臨

溪、

唱

「

烏
棲
之

詞
」

。

音

旨
閑
怨
。

忽
有
一

女

子
、

衣
青

　

　
羅

之

衣
、

絶

美
。

云

「
王

尚

書
小

娘

子
、

欲

來
訪

君
。

」

文

昭

問
其

　

　
所

以
、

答
日

「

小

娘

子

聞

君

歌

詠
、

有

怨
曠
之

心
。

著

清
涼

之

恨、

　

　
故
來

願

薦
枕
席
。

」

言

訖
而

至
、

姿
容

絶
世

。

文

韶
迷

誤

恍
惚
、

盡

　

　
忘

他
志
。

乃

揖
而

歸
、

從

容
密
室

。

命
酒

陳

筵
、

遞

相

歌

送
。

然
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後
就

寢
。

至

曉

請
去
、

女

解

金

纓

留

別
。

文

昭

答

瑠

璃
盞

。

後

數

　

夜
、

文

昭

思
之

不

已
。

偶

遊

清

溪

神

廟
、

忽

見

所

與

瑠

璃

盞
、

在

　

　
神

女
之

後
。

及

顧

其

神
、

與

畫
侍

女
．

竝

是
同

宿

者
。

（
『

廣

記
』

　

　
二

九

五

引

『

八

朝

窮
怪
録
』）

　

　

　

　

　
げ

ん

か

　
　

　

　

　

　

　

　

ご

だロ
ん

　

て

う

あ

ん

ゼ

う

　

あ
さ

な

　

　
し

け
き

　

と

う

　
宋
の

文
帝
の

元

嘉
三

年
八

月
、

呉

郡

の

趙

文

昭
、

字

は

子

業
、

東

　
く

う

じ

か

う

　

　

な

　

　

　

　

た

こコ
　

　
せ

い

け

い

け　
つゴ
　

　

　

　

　

あ

　

　

　

　

り

　
か

　ロ
や

つ
ヒ

エ

　

　
わ

うド

　
宮

侍

講

と

爲
る

。

宅

は

清

溪

橋
の

北

に

在

り
。

吏

部

尚

書

の

王

　
し

ゆ

く

け

い

　

　

　

し

や

う

　

　

　

　
　

　

　
へ
た

　

　

　

か

つ

　

　
し

う

や

　

　

　

　

　

た

い

　

　

　

た

に

　

叔

卿

と
、

牆

を

南
北

に

隔
つ
。

嘗

て

秋

夜
、

月

に

對
し

て

溪

に

　

　

　

　
みず
ぽ

い
　

ヒ

　

　

ど

な

　

　

お
ん

し

　
か

ん

ゑ
ん

　

　

　

に

ら

ま

　

い

に　
ビ　
よ

し

　
臨

み
、

「

烏

棲
の

詞
」

を

唱

ふ
。

音

旨

閑

怨

な

り
。

　
忽

ち
一

女

子

　

　

　

せ

い

ら

　
　

こ

る

も

　

　

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

　

　

　

わ

う

ヒ

や
う

し

よ

　

ゼ

ニィ
じ

や

う

　
有
り
、

青

羅
の

衣

を

衣

て
、

絶
美
な

り
。

云

ふ

「

王

尚

書
の

小

娘

　
し

き

た

　

お

と
な

　

　

　

　

ふ

ル
ぽ

う

そ

ゆ

ゑ

　
子
、

來

り

て

君

を

訪

は

ん

と

欲
す
」

と
。

文

昭

其
の

所

以
を

問
ふ

　

　

　

　

　

し
は

　

　

せ

う
し

や

う

し

　

　

　

か

え

い

　

　

　

　

え

へ

ごロ
わ

チノ

　
に
、

答
へ

て

曰

く

「

小

娘

子

君

の

歌

詠
を

聞

き
、

怨

曠

の

心

有

　

　

せ

い

り
ゃ

う

　

　

　

　

　

　

　

あ
ら

は

　

　

　

　

　

ゆ

ゑ

　

　

き
た

　

　

　

ら

ん

せ

き

　

　
ぐ

す

　
り

。

清

涼

の

恨

み

を

著

せ

ぱ
、

故

に

來

り

て

枕

席

を

薦

め

ん

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
を

は

　

　

　

　

　

　

　

し

よ

う

　
よ

　
と

を

願
ふ
」

と
。

言

ひ

訖

り

て

至

る

に
、

姿

容

世
に

絶

す
。

文
韶

　
や

い

ご

く

わ
つ
こハヂ
　

　

　

　

ニ

と

ご

と

　

　

　

　

　
ニ

こ

ろ

ざ
し

　

　

　

　

　

　

す
な

は

　

い

ふ

　

　

　

き

　

迷

誤

恍

惚

と

し
、

　

盡

く

他
の

　
志

　
を

忘

る
。

　
乃

ち

揖
し

て

歸

　

　

し

た
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

む
し

ろ

　
　
つ

ら

　

　

　

に

か

　

　

　

　
あ

　
し
、

　
從

ひ

て

密
室

に

容

る
。

酒

を

命
じ

て

筵

に

陳
ね
、

遞
ひ

に

相

　

　

　

　

　

　

　
し

か

　

の

も

　

し

ん

　

　
つ

　

　

　

あ
か

つ

き

　
ひ

歌

ひ

て

送

る
。

然

る

後

に

寢
に

就

く
。

曉

に

至

り

て

去

る

を

請

　

　

　

む

オ

め

　

　

　

　
え
レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

る

　
　

　

　

さ
か

つ

き

　
ふ

に
、

女

金
の

纓

を

解
き

留

め

て

別

る
。

文

昭

瑠

璃
の

盞

も

て

　

　

　

の

う

　

す
っ

や

　

　

　

　

　

こ

れ

　

　

　

　

　

　

や

　

　

　

　

た

ま

た

　

せ

い

け

い

し

ん

　

ヘロ
フ

　

答

ふ
。

後

數

夜
、

文

昭

之

を

思

ひ

て

巳

ま

ず
。

偶

ま

清
溪

神

の

廟

　

　

　

　

た

ち

ま

　

あ

た

　

　

　

と

こ

ち

　

　

　

　

　

さ

か

つ

き

　

に

遊
び
、

忽

ち

與
へ

し

所

の

瑠

璃
の

盞

の
、

神

女
の

後
ろ

に

在

　

　

　

　

　

そ

か

へ
り

　

と

も

じ

ち
よ

ら

か

な

ら

　

る

を

見

る
。

其
の

神

を

顧

み

る

に

及

び
、

與

に

侍

女

を

畫

く
。

竝

　

　

　
こ

　

　

と
も

　

　
ヒ

ゆ

く

　

び

に

是

れ

同

に

宿

す
る

者
な
り
。

 
會
稽
ー

郡

名．

秦

に

置
か

れ
た

。

江

蘇
の

東
部

と

浙
江
の

西

部

　

の

地
。

今
の

江

蘇

省
呉

県
。

『

御
覧
』

に

こ

の

二

字

は

無
く
、

　

『

廣
記
』

二

九

五

は

「

呉

郡
」

に

作
る

。

 
趙

文
韶

1
こ

の

三

字
、

『

御
覽
」

は

「

趙
文

詔
」

に
、

『

廣

記
』

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
て　
つ

か

ん

せ

う

　

あ

さ

な

　

し

げ
ふ

　

は

「

趙
文

昭
、

字

子

業
」

（

趙

文

昭
、

字

は

子

業
）

六

字
に

　

作
る

。

 

扶

侍
i
官

職

名
。

『

廣
記
』

は

「

侍

講
」

に

作

る
。

「

侍
講
」

　

は
、

天

子

ま

た

は

東

宮
の

御

前
で

書

物
を

講

義
す

る
こ

と
。

ま

　

た
、

そ

の

人
。

 
坐

清

溪

中
橋

　
こ

の

五

字
、

四

庫
全

書

本
は

「

住
青

溪
中

橋
」

　

　

　

　

　

　

　
と
と

　

（

青

溪
中

橋
に

住
ま

る
）

に
、

『

御

覽
』

は

「

廨
在

青

溪

中

橋
」

　

　

　

せ

い

け

い

　

（

廨

青

溪

中

橋
に

在

り
）

六

字

に
、

『

廣

記
』

は

「

宅

在

清

　

　

　

　

　

　
た
ぐ

　

　

せ

い

け

い

け　
フ

　

　

　

　

　

　

あ

　

溪

橋

北
」

（

宅

は

清

溪

橋
の

北

に

在
り
）

六

字

に

作

る
。

「

青

　

溪

中

橋
」

は
、

地

名
。

『

陳

書
』

七
・

張

貴

妃

傳
に

「

晉

王

廣
、

　

命

斬
貴

妃
、

膀

於

青

溪

中

橋
」

（

晉

王

廣
、

命
じ

て

貴

妃

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゐ

　

斬
ら

し

め
、

青
溪
中

橋
に

膀
く

）

と

あ

る
。

 
與
尚

書
王

叔

卿
家

隔
一

巷
〜

竟
四

更

別
去

1
こ

の

部
分
、

『

御

　

覧
』

は

「

與
神

女

燕

寢
」

（

神

女

と

燕

寢

す
）

五

字

に

作
る

。

 
尚

書
王

叔

卿
1

『

廣

記
』

は

こ

の

前

に
「

吏

部
」

二

字
が

あ

る
。

 
巷
ー
町

中
の

通

り

道
。

 
西

夜

烏
飛
1
こ

の

四

字
、

『

廣
記
』

は

「

烏

棲
之

詞
」

に

作
る

。

 
哀
怨

1
か

な
し

み

う

ら
む

。

 
門
人

−
家
の

者
を

指

す
か

。

　

　

　

　

　

　

　
や

ア

 

時
未

息

ー
未
だ

息

ん

で

い

な

か
っ

た

こ

と

を

い

う
。

 

文

韶

不

之

疑

ー
こ

の

五

字
、

『

廣
記
』

は

「

文

昭
問

其

所

以
」

　

　
ふ
ん

せ

う

そ

　

ゆ

ゑ

ね

　

（

文

昭

其
の

所

以
を

問

ふ
）

六

字
に

作
る

。

 
盤

石

−
大
き

な
い

わ

お
。

大

石
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

つ

　

　
　

　

　

ふ

せ

 
箜

篌
−
弦

楽
器

の

名
。

瑟

に

似
た

臥
箜

篌
、

西

欧
の

ハ

ー

プ

に

　

　

　
に

て

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　

ぽ

う

し

サ

　

似

た

竪

箜

篌
、

先

端
に

鳳

首

の

装
飾
の

あ

る

鳳

首

箜

篌
が

あ
つ
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た
。

く

ぐ
。

く
う
ご

。

 
冷

怜

　
清
ら
か

に

涼
し

い

さ

ま
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

ば

り

 
曉

幕
ー

明

け
方
の

部
屋

の

幕
。

 

脱

金

簪
以

贈
文

韶
、

文

韶
亦

答

以

銀
椀

白

瑠

璃
匕

各
一

枚

　
こ

　
の

二

十
一

字
、

『

御

覽
』

は

「

脱

金

簪

與

扶

侍
、

亦

贈

以

銀

椀

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

　

及

流

離

匕
」

（

金

簪
を

脱
し

て

扶

侍
に

與
ふ

る

に
、

亦
た

銀

椀

　

及

び

流
離
の

匕

を

以

て

贈
る
）

十

五

字

に
、

『

廣

記
』

は

「

女

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

す
め

　
　
　
　
　

え
い

　

解

金

纓

留

別
。

文

昭

答

瑠

璃
盞
」

（

女

金
の

纓

を

解
き

留
め

　

　

　

　

　

　

　

　
る

　
り

　
　

さ
か

つ

き

　

て

別

る
。

文

昭

瑠
璃
の

盞

も

て

答
ふ
）

十
二

字
に

作
る

。

 

既

明

〜

當

宋

元

嘉
五

年

也

　
こ

の

部

分
、

『

御

覽
』

に

無
し

。

　

「

於

是

遂

絶
」

四

字
、

『

廣
記
』

に

無
し

。

 
清

溪
廟

−
廟
の

名
。

祭

神

は

青
溪
小

姑
。

江

蘇

省
江

寧

縣
。

 
宋

元

嘉
五

年

−
四

二

八

年
。

「

元

嘉
」

は
、

年

号
。

南

朝

宋
、

　

文

帝
（

劉
義
隆
）

の

年

号
。

四

二

四

〜

四

五

三

年
。

『

廣

記
』

　

は

「

宋

文

帝
元

嘉
三

年
八

月
」

の

事
と

す

る
。

　

　

　

『

續
齊
諧

記
』

補

遺

　
わ

う

け
い

は
く

「

王

敬
伯
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

　

王

敬

伯
、

夜
見
一

女

子
。

命
婢
取
酒
、

須
臾

持
一

銀

酒
鎗

。

わ

う

け
い

は

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ひ

王

敬

伯
、

夜
に
一

女
子

を

見
た

り
。

婢
に

命
じ

て

酒
を

取
ら

し

む

　

　

　
し

ゆ

ゆ

　

　

　

　

　

　

い

つ

　

　

　

　

　

し

ゆ

さ

う

る

に
、

須

臾
に

し

て
一

の

銀
の

酒

鎗

を
持
つ

。

【

通

釈
】

　
お

う

け
い

は
く

　

王

敬
伯

は
、

夜

中
に
一

人
の

娘
を

見

た
。

女
中

に

命

じ

て

酒
を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

ゆ

そ
う

持
っ

て

来

さ
せ

る

と
、

間

も
な

く
し

て

銀

の

酒

鎗
を

持
っ

て

来

た
。

【

語
釈
】

＊

こ

の

話

は

『

御
覽
』

七

五

七

に

見

え

る
。

 
酒
鎗

　
酒
を

入

れ

た

器
。

　
わ

う
け

い

は

く

「

王

敬

伯
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

　
　
　
　

　

王

敬

伯
、

夜

見
一

女
。

命

婢
取

酒
、

提
一

濠
沈

漆
櫨

。

わ

う
け

い

は

く

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
ひ

王

敬

伯
、

夜
に
一

女

を

見
た

り
。

婢
に

命
じ

て

酒

を

取
ら

し

む

る

　

　
い

つ

　

　
ろ

く

ち
ん

　
　
し

つ

か

き

　

　

さ

に
、

　一

の

禄

沈
の

漆

櫨
を

提

ぐ
。

【

通

釈
】

　
お

う
け

い

は

く

　

王

敬

伯

は
、

夜
中
に
一

人

の

娘

を

見

た
。

女
中
に

命
じ

て

酒

を

持
っ

て

来

さ
せ

る

と
、

湶
沈
の

漆
塗

り

の

酒

樽
を

持
っ

て

来
た

。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

御
覽
』

七

六
一

に

見

え

る
。

 

濠
沈

−
未

詳
。

 

漆
櫨

−
漆
塗

り

の

酒

樽
。

　
こ

　
か

ん

「

呉

龕
」

　
の

　

武
昌

小

吏
呉

龕
、

渡
水

得
五

色

石
。

夜

化

爲
女

子
、

稱

是

龕
婦

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ロ

　

至

家

見

婦
。

翁
被
白

羅
袍
、

隱

漆

几

銅
唾

壺
。

状
如

天

府
。

自

ぶ

禰
舸

憩
り

こ

か

ん

み

つ

繊

昌

ρ

渉
旋

唄

龕、

詠
を

鍍
り

て

五

色
の

石

を

得
た

り
。

夜
に

化
し

て

女
子

と

爲

り
、

是
れ

龕
の

婦

な

り

と

稱

す
。

家
に

至

れ
ば

　

　

　

　

　
お

き
な

　

は
く

ら

　

　

　

　

　

　
　

き

婦

を

見

る
。

翁

白

羅
の

袍

を

被
、

漆
几
の

銅

唾

壺
に

隱

る
。

状

　

　

　

　
ご
と

　
　

　
　
み

つ

カ

は

天

府
の

如
し

。

自

ら

河

伯
と

稱

す
。
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【

通

釈
】

　
ふ

し

よ

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

か

ん

　

武

昌

の

小

役

人

で

あ
っ

た

呉

龕
は
、

河

を

渡
っ

て

い

て

五

色

の

石

を

見
つ

け

た
。

夜
に

娘

の

姿
に

変
化
し

て
、

龕
の

妻
で

あ

る

と

言
っ

た
。

家
に

戻
る

と

妻
が

い

た
。

白

羅
の

袍

を

着
た
｝

人
の

老

人
が

い

て
、

漆

塗
り

の

机
の

側
の

銅

唾

壷
に

隠
れ

た
。

そ

れ

は

天

の

役

所
の

よ

う
だ
っ

た
。

自

ら

河

伯
と

名

乗
っ

た
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

御
麑
』

七

〇

三

に

見

え

る
．

ま

た
、

こ

の

事

は

『

述

異
記
』

（
『

書

鈔
』

　
七

七

引
｝
、

任

防

『

述

異

記
』

下

に

見

え

る
。

　

　
武

昌
小

吏

呉

龕
、

得
一

浮

石
。

取

置

床

頭
、

化

成
一

女
。

端

正
。

　

　
與

龕
爲

夫
妻
。

（
『

述

異
記
』）

　
き

し

や

う

　

せ

う

り

　

こ

か

ん

　

　
ズ

つ
　

　

ふ

せ
き

　

　
エ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

や

う

と

う

　
武

昌

の

小

吏

呉

龕
、

　一

の

浮

石

を
得

た

り
。

取

り

て

床

頭

に

置

　

　

　

く

わ

　

　

　

い

ち
お　
よ

　

　
な

　

　

　

た

ん

せ

い

　

　

　

　

か

ん

　

　
ふ

さ
い

　

く
に
、

化

し

て
一

女
と

成
る

。

端

正

な

り
。

龕
と

夫

妻
と

爲
る
。

　

　

陽
羨
縣
小

吏
呉

龕、

家
在
溪

南
。

偶
一

日

以

掘

頭
船

、

過

水

溪

内
、

　

　

忽

見
一

五

色

浮

石
。

龕
遂

取
、

歸

置
於

牀

頭
。

至

夜
、

化

爲
一

女

　

　

子
。

至

曙
、

仍
是
石

。

後

復
投
於

本
溪

。

（
任

肪

『

述
異
記
ヒ

　
や

う

せ
ん

け
ん

　

ぜ

う

ウ

　

ご

が

ん

　

い

へ
　

け

い

　

み

な

み

　

　
あ

　

　

　

た

ま
た

　

い

ち

じ

つ

　
く
つ

　

陽

羨

縣
の

小

吏

呉

龕
、

家
は

溪
の

南

に

在
り

。

　
偶

ま
一

日

掘

　
と

う

せ

ん

　

も
つ
　

　

　

す
ゐ

け
い

　

う

ら

　

　

　

　

　
　

　

　

　

た

ち

ま

　

い

れヂ
　

　

　

　

　

　

ふ

せ

き

　

頭

船

を

以

て
、

水

溪
の

内

を

過
ぐ

る

に
、

忽

ち
一

の

五

色
の

浮

石

　

　
み

　

か

ん

つ

ひ

と

　

か

へ

　

し

や

う

と

う

　

よ

る

　

く

わ

　

を

見

る，、

龕

遂
に

取
り

、

歸

り

て

牀

頭
に

置

く
。

夜

に

至

り
、

化

　

　

　
い

ら

ら
よ

し

　

な

　

　

あ
け

ぼ

の

　

い

た

　

　

　

な

　

こ

　

　

　

　

　

の

ら

　

ま

　

し

て
一

女
子

と

爲
る

。

　
曙

に

至

る
に

、

仍

ほ

是
れ

石

な

り
。

後

復

　

　
も

と
　

　　
す

ロ

　

た

本
の

溪
に

投
ず
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

が

く

じ

ょ

う

 

武

昌

　
郡

名
。

三

国
呉
に

置
か

れ

た
。

今
の

湖

北

省

鄂

城

県
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
や

う

せ
ん

け

ん

　

任

防

『

述

異

記
』

は

「

陽

羨
縣
」

三

字
に

作

る
。

「

陽
羨
縣
一

　

は
、

県

名
。

秦
に

置
か

れ

た
。

故
城
は

今

の

江
蘇

省
宜

興

県
の

　

南
、

 

銅
唾

壼

−
銅
製
の

唾

壺
。

　

う
D

机
の

側
に

置
い

て

あ
っ

た

の

で

あ
ろ

「

天

台
二

女
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ロ　

　

劉
晨

阮

肇

入

天

台

山
、

有
女
仙

人
、

爲

設

胡
麻

飯

山
羊

脯
。

因
留

　

連
之

。

ワ

う

し

ん

　

　
げ

ん

て

う

　

　

　

　
　

　

　

　

　
い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

た
め

劉

晨
・

阮
肇

天

台

山

に

入

る
。

女
の

仙

人

有

り
、

爲
に

胡

麻

飯

　

　

　

　
ほ

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　

よ

　
　

　

　

　

こ

れ
　
　

り
う

れ

ん

・

山

羊
の

脯
を

設
く

。

因
り

て

之

に

留
連

す
。

【

通

釈
】

　

劉
晨

と

阮
肇

は

天

台
山

に

登
っ

た
。

女
の

仙

人
が

お

り
、

二

人

の

為

に

胡

麻
入

り

の

ご

飯

と

山

羊
の

干

し

肉

を
用

意
し

た
。

（

二

人

は
）

そ

こ

で

こ

の

場
に

留
ま
っ

た
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

御

覽
』

八

六

二

に

見

え

る
。

ま

た
、

こ

の

事

は

『

幽

明

録
』

（
『

太

平

　

御

覧
』

四
一
、

九

六

〇

引）

に

見

え

る。

 
留

連

−
遊

興
に

ふ

け
っ

て

家
に

帰
る
の

を
忘

れ

る

こ

と
。

夢

中

　

に

な

る

こ

と
。

「

王

彦

伯
」

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

王

彦

伯、

會
稽
餘

姚

人
也

。

善

鼓
琴
、

仕

爲
東

宮

扶

持
。

赴

告

還

都
、

行
至

呉

郵

亭
。

維

舟

中

渚
、

秉
燭

理

琴
。

見
一

女
子

、

披

幃
而

進
、

二

女

從

焉
。

先
施

錦

席
、

於

東

床
乃

就
坐

。

女
取

琴

調
之
、

似

琴
而

聲

甚

哀
雅

。

有
類

今
之

登

歌
。

女

子
日

「

子

識

此

聲

否
。

」

彦

伯
日

「

所

未

曾

聞
。

」

女

日

「

此

曲

所

謂
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

楚

明

光
”

者

也．、

唯
秕
山

叔

夜

能

爲
此

聲
。

自

此

以
外

、

傳
習

數
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人
而

已
。

」

彦

伯

欲
受

之
。

女
日

「

此

非

艶

俗

所

宜
。

唯
岩

栖

谷

隱
、

可
以

自

娯

耳
。

當

更

爲
子

弾
之．、

幸

復

聽
之

。

」

乃

鼓

琴
且

歌
、

歌

畢
止

於

東

榻
。

遅
明

將

別
、

各
深

怨

慕
。

女

取
四

端

錦
、

臥

具

繍
、

臂

嚢
一

、

贈
彦

伯

爲
別

。

彦

伯

以
大

籠
井
玉

琴
、

以

答
之

而
去

。

わ

う

げ
ん

は

く

　

　
　

　
く
わ

い

け
い

よ

え

ラ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

よ

　
　

　

　
　

　

こ

王

彦

伯
は
、

會

稽

餘
姚
の

人

な
り

。

善

く

琴

を

鼓

し
、

仕
へ

て

と
つ

ぐ

う

ふ

　
ち

　

　

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ご

　

　

い

う
て

い

東

宮
扶

侍
と

爲

る
。

告

に

赴

き

て

都
に

還

り
、

行

き

て

呉
の

郵

亭

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

な

　

　

　

　

　

　

　

と

　

　

　

　

　

　

　

　
ひ

に

至

る
。

舟
を

中

渚
に

維
ぎ

、

燭
を

秉
り

て

琴
を

理

く
。

一

女
子

　

　

　

　

　
と

ば

り

　

　
ひ

ら

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

こ

れ

　

　
し

た

が

　

　
　

　

ま

を

見

る

に
、

幃

を

披

き

て

進

み
、

二

女

焉

に

從

ふ
。

先
づ

錦

　

　

　

　

　

　

　

　

お
い

　
　

す
な

は

　
　

き

　
　
　
つ

の

席
を

施
し

、

東

床
に

於

て

乃

ち

坐
に

就

く
。

女

琴
を

取

り

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

お

　

は

な
は

　

　

あ
い

　
が

之

を

調

す

る

に
、

琴
に

似
て

聲

甚

だ

哀

雅

な

り
。

今
の

登

歌
に

に

　

　

　

い

は

　

こ

こ

ゑ

し

　

い

な

類
た

る

有
り

。

女
子

曰

く

「

子

此

の

聲

を

識

る

や

否

や
」

と
。

　

　
い

は

　

　

　

　
い

ま

　

　
か

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

彦
伯

曰

く

「

未
だ

曾
て

聞
か

ざ
る

所

な

り
」

と
。

女
日

く

「

此
の

　

　
い

は
ゆ

る

　

　
そ

め
い

く

わ

う

　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
た

　

　

け

い

し

ゆ

く

や

　

　

　
　

よ

　
　

　
こ

曲

は

所

謂

楚

明

光
”

な
る

者
な

り
。

唯
だ
秕
山

叔

夜
の

み
能

く

此

　
こ

ゑ

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

ん

し

み

　

　

　

　

の

　
み

の

聲

を

爲
す

。

此

れ

自
り

以

外
は

、

數

人
に

傳

習
す

る

而
已
」

と
。

　

　

こ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

　

　
え

ん

ぞ
く

　

　

ぎ

彦

伯

之

を

受

け
ん

と

欲

す
。

女
曰

く

「

此
れ

艶

俗
の

宜
と

す

る

　

　
あ

ら

に

す

か

く

も
つ

み

つ

か

た
の

べ

所
に

非
ず

。

唯
だ

岩
に

栖

み

谷

に

隱

れ
、

以

て

自

ら

娯
し

む

可

　
の

み

　

　

ま

さ

　

　
さ

ら

　

　

　
　

　

　
た
め

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

が

　

　
　

　

　

　

ま

き

耳
。

當
に

更
に

子
の

爲
に

之

を

弾

く
べ

し
。

幸

は

く
は

復
た

之

　
き

　

　

　

　

　
　

　

す

な

は

　
　

　

　

　

　
こ

　

　

か

　
　

　

　

　

　

　

　

　

を
は

　

　
　

　

　

　

　

た
ふ

を

聽
け
」

と
。

乃

ち

琴

を

鼓

し

且
つ

歌

ひ
、

歌

畢
り

て

東
の

榻

　
と
と

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
ま

　

　
　

　

ま
さ

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
お

の

お

加

吐

ま

る
。

潤
遭
舶

避

晦
し

く

將
び

姙

棚
沸
菊

と

け
喝

に
、

各

の

深

く

怨

慕
す

。

女

四

端
の

錦
、

臥
具
の

繍
、

臂

嚢
の
一

を

取
り
、

彦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぎ

よ
く

き
ん

伯
に

贈

り
て

別

れ

を

爲
す

。

彦

伯

大

籠

井
の

玉

琴
を

以

て
、

之

に

答
へ

て

以

て

去

る
。

【

通

釈
】

　
お

う

げ
ん

は
く

　

　

　

　

か

い

け
い

　

　

よ

よ
う

　
王

彦

伯
は
、

會
稽

郡

餘
姚

県
の

人

で

あ
る

。

琴

を

演
奏
す

る
の

　

　

　

　

　

　

　

　

と

う

ぐ
う

ふ

じ

が

得
意
で
、

出

仕
し

て

東
宮

扶

侍
と

な
っ

た
。

報

告
の

為
に

都
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ
フ

て

い

戻
り

、

そ
の

道

中

で

呉
の

郵
亭
に

着
い

た
。

舟
を

繋
い

で

波

打
ち

際
に

泊
め
、

灯

火

を
つ

け
て

琴
を

弾
い

た
。

　一

人
の

娘
が

現
れ
、

垂

れ

幕

を

開
い

て

進

み
、

二

人
の

娘

が

こ

れ
に

従
っ

て

い

た
。

先

に

錦
の

席
を

用

意

し
、

そ
こ

で

東
の

床
に

つ

い

て

座
っ

た
。

娘
は

琴
を

取
っ

て

調
律

し

た

が
、

琴
に

似
て

い

て

そ

の

音

は

ひ

ど

く

哀

し

げ

で

雅
や

か

で

あ
っ

た
。

今
の

登

歌
に

似
て

い

る

も
の

が

あ

る
。

娘
が

言

う
に

は
「

あ
な

た

は

こ

の

音
楽

を

知
っ

て
い

ま

す
か
」

と
。

彦

伯
は

「

今
ま

で

聞
い

た

こ

と

が

あ

り

ま

せ

ん
」

と

言
っ

た
。

娘

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

め
い

こ　
フ

が

言
う

に

は

「

こ

の

曲
は

所
謂

、

楚
明

光
”

と

い

う

も
の

で

す
。

た
だ

嵒
叔

夜
だ

け
が

こ

の

音
を

奏
で

る
こ

と

が

出

来

ま

す
。

そ

の

他
に

は
、

数
人

に

伝
え

習
わ

せ

る

だ

け

な
の

で

す
」

と
。

彦

伯
は

こ

の

曲

を

習
い

た

い

と

思
っ

た
。

娘

が

言

う
に

は

「

こ

れ
は

俗

世

間
で

奏

で

る

曲

で

は

あ
り

ま

せ

ん
。

た

だ

岩
に

栖

み

谷

に

隠

れ
、

自

分
だ

け

で

楽

し

む
べ

き

も
の

で

す
。

も

う
一

度

あ

な
た

の

為
に

こ

の

曲

を

弾
き

ま

し

ょ

う
。

ど

う

か

ま

た

こ

れ

を

聴
い

て

下
さ

い
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
お
わ

と
。

そ

う

し

て

琴

を

弾
き

な

が

ら

歌

い
、

歌
が

畢
っ

て

か

ら

東
の

榻
に

泊
ま
っ

た
。

夜
が

明
け

る

の

を

待
っ

て

別

れ

よ

う
と

す

る

時
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

た
ん

　
　
に
し

き

そ

れ

ぞ

れ

深

く

別
れ

を

怨
み

互

い

を

慕
っ

た
。

娘

は

四

端
の

錦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ひ

　
の

う

と
、

臥

具
の

繍
、

一

袋
の

臂
嚢
を

取
り

、

彦
伯
に

贈
っ

て

別

れ
の

し

る

し

と

し

た
。

彦
伯

は

大

籠

井
の

玉

琴
で

、

娘
に

応

え

て

去
っ

て

い

っ

た
。

【

語

釈
】

＊

こ

の

話

は

『

御
覽
』

五

七

九
、

『

珊

玉

集
』

一

二
、

『

事
類

賦
』

注
一
一

に

見

え

る
。
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王

彦

伯
、

嘗

至

呉

郵

亭
。

維

舟

理

琴
。

見
一

女
子
、

披

帷
而

進
。

　
取

琴

調

之
、

似

琴
而

非
。

聲

甚
哀
。

彦

伯

問

「
何

曲
。

」

答
日

「

此

　
曲

所

謂
、

楚

明

光
”

也
。

唯

奮
叔

夜

能

爲
此

聲
。

自

此

以

外
、

傳

　

者
數

人
而

巳
。

」

彦

伯

欲
請

受
。

女

日

「

此

非

艶
俗

所

宜
。

唯
岩

棲

　

谷

隱
、

可

以

自
娯

爾
。

」

鼓

琴
且

歌
、

歌

畢
止

於
東

榻
。

遅

明

辭
去

。

　

（
『

事

類
賦
』

一

ご

ヨ

副

鐸

獣
て

紫
の

蛾

郭
に

至

る
・

舟
を

繊
ぎ

て

琴

を

理

す
。

妄

　

　
　

　

　

と

ば

り

　

　
ひ

ら

子

を

見

る

に
、

　
帷

を

披
き

て

進

む
。

琴

を

取
り

て

之

を

調

す

る

に
、

　

　
　

　

　

　

　

こ

ゑ

　
は

な
は

　

　
か

な

琴

に

似
て

非

な

り
。

聲

　
甚

だ

哀

し
。

彦
伯

問
ふ

「
何
の

曲

な

る

や
」

　

　
　

　

い
は

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

い

は

ゆ

る

　

モ

カ

い

く

わ

う

　

　

　

　

　

た

　

　

け
い

し

ゆ

く

や

と
．

答
へ

て

曰

く
「
此
の

曲

は

所

謂

楚

明

光
”

な

り
。

唯
だ

嵒

叔

夜

　

　
よ
　

　

　
こ

　

　

ニ

ゑ
　

　

　

　

　

　
　
　

れ
　

　
　

よ

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　つ
た

の

み

能

く

此
の

聲

を

爲

す
。

此

れ

自
り

以

外
は
、

傳

ふ

る

者

數
人

な

　
の

　
み

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
二

る

而

巳
」

と
。

彦

伯

請
ひ

受

け

ん
こ

と

を

欲

す
。

女
曰

く

「
此

れ

艶

　

　
よ

ら

　

た

す

か

く

も
つ

み

つ

か

俗

の

宜

し

と

す

る

所

に

非
ず

。

唯
だ

岩

に

棲
み

谷

に

隱

れ
、

以

て

自

　
た
の

　

　

　

　
べ

　

　

の

み

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

か

　

　

　

　

　

　

　

　

を

は

　

　

　

　

　

　

た
ふ

ら

娯

し

む

可

き

爾
」

と
。

琴

を

鼓

し

且
つ

歌

ひ
、

歌

畢

り

て

東
の

榻

　
と

と
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　

ま

に

止

ま

る
。

明

を

遅
ち

て

辭
去

す
。

（
『

事
類

賦
』

一
心
）

　

敬

伯
姓

王
、

晉

末

會
稽

餘
姚

人

也
。

曾
舟

中

渚
、

升

亭

而

宿
。

是

　

夜

朗

清
輝
、

輕

風

美
。

敬

伯

乃

撫

琴

靜
調
、

聊

以

自

娯．、

時

劉
惠

　

卿
下

郡
、

亦

維
舟

停

泊
。

惠
卿
亡

女

之

柾
、

在

於
船

上
。

既

聞

敬

　

伯
琴
聲

、

愛
戀

無
巳

。

乃

將

從
婢
兩

入
、

往
就

敬

伯
。

如
生

不

異
。

　

相
和

爲
歌

、

盡

情
眷

俔
。

申

意
竟
夕
、

始
乃

分

離
也

。

（
『

珊
玉

集
』

　
→

二
）

け

い

は

く

　

　

　

　
わ．
フ

　

　

　

　

　

く

わ

い

け
い

よ

え

う

　

　

　

　

　

　

　

か

つ

敬

伯

姓

は

王
、

晉

末

會

稽

餘

姚
の

人

な

り
。

曾

て

中
渚

に

舟
し
、

　

　
の

ぼ

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ

い

き

亭
に

升

り

て

宿

る
。

是
の

夜

朗

ら
か

に

清

輝
、

輕

風

美
な

り
。

敬

　

ポ

な

は

　

　

　

　

ふ

　

　

　
せ

い

て

フ

い

さ
さ

　

も
つ

　

み

つ

か

　

に

の

伯

乃

ち

琴

を

撫
し
、

靜

調

聊

か

以

て

自

ら

娯

し

む
。

時

に

劉

　

　
　

　

　

　

　

ま

　

　
　
　

　
　つ
な

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

き

う

惠
卿

郡

に

下

り
、

亦

た

舟

を

維

ぎ
て

停
泊

す
。

惠

卿
の

亡

女
の

柾
、

　

　

　

　

　

　

ず
て

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

い

れ

ん

　

ヤ

　

船
上

に

在
り
、

既

に

敬
伯
の

琴

聲
を

聞

き
、

愛

戀

巳

む

こ

と

無

し
。

　

　

　

　

　

　

　

　
ひ

　
　

　

　

ゆ

　

　
　
　

　

　

　
　
　

つ

　

乃

ち

從
婢
兩

人

を

將
き、

往
き
て

敬

伯
に

就
く

。

生

く

る

に

異
な

ら
ざ

　

　

　

　

　

　
あ

　

　

　
わ
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
つ

　

　

　

　

　

　

け

ん

え
つ

　

る

が

如

し
。

相

ひ

和

し

て

歌

を

爲

し
、

情

を

盡
く

し

て

眷

俔

す
。

意

　

　
の

　

を

申

ぶ

る
こ

と

竟
夕
、

始

め

て

乃

ち

分
離
す

る

な

り
。

 
王

彦

伯
1

『

瑚
玉

集
』

は

「

王

敬

伯
」

に

作
る

。

 

會
稽

餘

姚

i
會

稽

郡

餘
姚

県
。

浙
江

省

紹

興

県
の

東

北．、

姚

江

　

の

北

岸
。

 
東

宮

扶
侍

1
官

職

名
。

「

扶

侍
」

二

字
、

『

廣
記
』

二

九

五

は

　

　「

侍
講
一

に

作

る
。

「

侍

講
」

は
、

天

子

ま

た

は

東

宮
の

御
前

　

で

書
物

を

講
義

す
る

こ

と
。

ま

た
、

そ

の

人
。

　

　

　

　

　
け

い
こ

う

 
岱
叔

夜
−

ー

奮

康
。

三

國
・

魏
の

人
。

叔

夜

は

字
。

竹

林
の

七

賢

　

の

一

人
で
、

そ

の

主

導
的

な

人

物
の

一

人
。

琴

を

善
く

し

た
。
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